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1981年9月、荒れ狂う雪崩の炮嘩の中に消えた7人の霊は、ナンダ・カートの懐に
抱かれて2度目の冬を迎えようとしている。

大自然のすさまじい力、人間の命の重さとはかなさを、人の死の悲しみの深さと存在

の大きさをナンダ・カートは完層なきまでに我々に教えてくれた。創立以来15年､遭
難死亡事故の絶無を守ってきた本会の誇りは消えさり、会史に永遠に記憶されるべき

頁を加えることになった。、
御家族の平和な日常と多くの友の情を、私たちの冬のエベレストへの夢も10月3日

午後3時の国際電話によってすべて打ち砕かれたのであった。
以後、会は持てる力のすべてを挙げてかつて経験したことのない遭難事故にとり組ん

だ。

インド政府、登山財団、国境警備隊をはじめとするインド・サイドは、外国人に対し
て最大限ともいえる協力を示してくれた。在印日本大使館、外務者、法務省、関係の
地方公共団体は私たちの要請に誠意をもって応えていただいた。また、関係山岳団体、
友人各位、本会々員からは多くの援助と励ましの言葉をお寄せいただいた。冬期エベ
レスト隊員を主体とする捜索隊の各位は自らの計画をなげうち、冬のヒマラヤに身を
挺して亡き友の姿を探し求めてくれた。

そして、何よりも感謝申しあげたいのは、残された御家族、縁戚の方々の深い御理解
に対してである。遠く離れて充分なコミュニケーションを欠きがちな関係の皆様と終
始心を通じあえたのは全く寛大な御理解のたまものであったと深く感謝申しあげたい。
遭難の日から1年有余が過ぎ去った。それぞれの御家族におかれては悲しみの中か
ら勇気をふるって立ちあがりつつあるとお聞きしている。
大自然のはかりしれない力にくらべれば人智はあまりにも小さい。ヒマラヤという
地球上最も巨大にして苛酷な自然に立ち向う登山が続く限り、遭難をゼロに帰すこと
は不可能とも思える難事である。しかも、ヒマラヤ登山はますます困難を求め、生体
の適応の限界を押し拡げようとする流れにある。登山史上最初といわれる本格的捜索
隊を冬の6,000mに送り、遺体の発見と共に遭難の原因を解折し適確な対策を見出そ
うとした試みも充分な成果をあげ得ず、只、巨大な自然の力を再認識させられる結果
に終った。

けれど、この1年余、私たちは全力を尽して再びかかる事故を起さないための方策
を追究してきたしヒマラヤ登山が続く限り果てない命題として研究をやめないつもり
でいる。7人の霊に報いることは只一つ、私たちの真剣な努力の継続にあると考える。
御家族をはじめ多くの方々の御協力をもってこの報告を刊行する運びになった。け
れど、報告の大きな目的の一つである原因解析と事故防止対策の部分は不満足なもの
であり多くの御教示と御批判をあおがねばならないと考えている。ナンタ．・カートの
遙かな高みから7人の友の熱いまなざしがいつも私たちの行動に注がれていることを
肝に銘じて事故ゼロへの困難な道を精一杯の努力をもって歩んで行きたいと思う。
今は苦楽を超越した永遠の世界にいる阿部君､斎藤君､鈴木君､寺本君､埜口君､本田君、
藤倉君よ安らかに眠ってほしい、そして、残された者の生をいつまでも守護してくれ
たまえ。

合掌

1982年12月

日本ヒマラヤ協会専務理事

ナンダ・カート峰遭難事故対策総括責任者

稲田定菫
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▲第一キャンプへの荷上げ．の途中で
左から寺本・阿部・埜口・本田・藤倉
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▲プルキアからのナンダ・カート峰

▼第一キャンプへの荷上げ

▼ベース・キャンプ（約3,850m)
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▲ベース・キャンプにて
左から小島・藤倉・埜口・阿部・寺本・本田

▼上部から第一キャンプを見下す
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▲1981年11月第一キャンプからのナンダ・カート峰

▼深雪のためラッセルに悩まされながらルートを伸ばす捜索隊

鐸

識､ 閥

蟹“‘鶴
霧

蓋
L－F垢1LF

．=蟇謡
ニニ厚子

葛呵

蕊謬

＝

喝

臺
蕊
一
議》

岬

墨
一
一
一
噸 蕊
零

し歯'

拳#蕊
義‘蕊

艤響鰄蝋齢轆“↓露垣‘~塁

琴 _顎
:湯.？菱 謹

篝

剛藍
誹
一

・
星
一
一
三
「

》
｝
ご
萎
官



似
藤
倉
隊
の
第
二
キ
ャ
ン
プ
を
求
め
て
ル
ー
ト
は
伸
ば
さ
れ
た
。
後
方
は
ナ
ン
ダ
・
コ
ッ
ト

､識．．’
要÷1

鬼

i歩

薄
鱗噌‘鴎

笛

1聯

後方はナンダ・デヴィ東峰

▼捜索隊第2キヤンブカf設営された

公

’畦



I

¥

＃
身

＝

萎
目

垂‘ず

膿

撰
主

Ｔ
り
行
ｒ
１
１
３
口
ｆ
■

K’

砕
艀
鋒

雲
霧

捜索が始ま

2mのハ

J

1

a

一一

輯，

紐
４
垂

ｆ

lー~現

』・；譲
守諄

蕊

‐
ｚ
↑

一
江
二

．

毛
一
刃
’

扉

菰蝋y
＝

蓋秒
'1=用:



弓P

,#,:蕊子

I遣蝿、、小

堰

Ⅳ

叫

緋
簿

酋
Ｊ

尋
・
呼
銅
．
評
馥
⑲
》
‐

懇
‐
裳
佇
ｊ

耐

可
川
撤
１
Ｗ
州

▲
Ｌ
Ｊ〆
，
《
聯

《
：
膳
ｒ
識
ゞ
》
篝
抄
、

紅
佇

で
曲

角
沌

一
↑
小
芦
謹
当
‐
罰

一
揮
細
扉

何

Ｊ
．
Ｊ
Ｆ
ｌ
Ⅳ
、

器
岬
刊
恥
型
、

ゞ
／
繧
鰯
一
一

郡
畔
耐
舛
ｒ
，
上
。

仏：

訳
ぞ

牙

雲
壼
議

菰裂
守二

‐＃

鐵響ゞ，‘・
曇

~屋！''

．［毒喜-.峰嘱‘些邊淵、…皇
垂一一

毒B･奎首。=
澄む吾一一一一＝＝

壱一

“-』-＝~=吉千J樺

嘩:驫鮒鍵肇､W
~尋=呈
岸= 琴二室

韻

差

,贄

糾職；
''‘聖湾蕊

垂

苛辱
I醤？’
r‘I傘-吟

－
１足

鱈蕊測
乱”接宝毒

った

●CO●●●●●●●●●●●■●●●●､●

唯'|ャ中'･11,』ゞ軸‘“;鯵‘、”
畢一蜘

甦

州嘩亀』

判髄,熱

。
’
蝿
．

9

管 、
幽竪

包

詐軽=
申

鴬'｡"‐ず蒋
凸

鍔
手
Ⅱ
｜

I些吐
ざ‘J

ﾆ圭

一&三

舎芳咋毛

舞醤



フィックスローブが

藤倉隊の第一キャ

熱肉‘塾
q別

窪

喜

深い雪の中……。

争

菟
零
辛
一

I
『

“・“

ず‐

鰍

壷壺

IⅧ｛，,1W

『,壷閣錘雲

聯蕊蛎
hhL

篁言一 4

‘
』

W1

》
壊
雲
一
。

毒
憲
一
差
Ｌ

ｌ
一

電

鐵
毒
壽
皇
》
ゞ
士
》
識
罎

酬
熱
が
】
確
咄
掴
騨
》
》
唾
ｑ
１

吋
Ⅷ
１

叫
粉
岬
功
凸
ｖ
も
で
・
聖
心
刺
ｌ

扉
糊
晒
Ｆ

蝋
．
．鍵Ｉ

‘‘鍵､
一
君
一
雷
〆

字
瘤
‐
融
侭

曜
琴
蕊

１
１
１
１

仇
Ⅲ

ｉ
＃

山
川
Ｌ
園
Ｉ

,11F邪

認

、

'、 選
一

誤

産

児=

11:"

仏

菫

壽
,朝‘＃’一

割世

三

●
隆
髪

t”



』’

鬘
垂埜篭

一
一
一
エ
ー
ヨ

芝

隷擬 苧‘:蕊輔

三

庁

一
一
一
一
》
’

発見され 蜜薑"‘
琴

ブンプも
篝〆讐
堂

言

●●●●●●●●●●●

Ｉ
腓
叩

剛
Ⅱ

ざ

鐇
琴
蓉
野
諏
癌
琴
蒜
』
雪
一
二
一
・
一
一
雲
》
》
》
》
》
》
参
一
｝
・
一
二
害
一
一

参
一

零
一
一
雲
一
ゞ

－ 聖型』!

一
二
一
自
毛
一
Ｆ

ｆ
一
心罰

菫 ／
器置

＝

鬘

薯
・
唇
一
一

君
》
》
毒
》
唖
》
《
》
》
一
・
竜
｜
↑

瓢囎鼠,
』Q1Ll
盈毎

一
》
一
》
》
↑

垂

二審
一三戸

島々

畔キー
医

号一

琴

堂”

篝
ゞ
篝

玉
．
‐
‐
Ｐ

雲

篝



蕊
副
側
●
側
．
閏
詞
睡
凹
雲
担
呵
蛎
興
国
●
・
ｌ
ｑ
１

蓼
蕊
薑
塞

鐸
篝
鐵
》
蓼

是

一
一
一
臺
壼

“ 柵

,冒篝

に
に

一
尿
一
足

東
東
追

10月4日

12月20日

銅…¥…

吟
蝿
１
曲
‐
ｑ
ｈ
尋
ｌ
ｕ
柚

騨
繍
譽

ａ
ｂ

Ｆ

篝
鯵
ぜ
‐
｜
デ
ー
毎

、
ｆ
篝
毫
雲
霧蕊

歯
■
墨
劃
割
電
隆
華
皇
鐸
雪
一
｝
二
４
二
二
■

難
“

璽
宝
言
一
寺
毒
雫
騨
鍔
季
部
§
唾
国
一
ゞ
》
一
言

州
‐

曇
蕊
》
驚
一
鍾
嗜

●

４
瑠
隠
△

…

認
蕊
露
ゞ
↓
臺
騨
《

吊
佃

虫
強
噛

章
重
↓
ゞ
“
轄
臺
差
垂
毒
菫
ご
一
↓
｜
零
。
ゞ

唇
吃
山



ｉ
…

ナ
ン
露

撫繍

於て説明会

於て捜索報告会

悼会

識℃さ裳'零℃3"-毎彰
■麟#

毛



一

左から藤倉・阿部・斎藤・寺本・本田・埜口・鈴木

▼ピンダリ河右岸のレリーフ

b塁＝＝ヴヰー三

鍵
～＝

●

＝凶恥

型・‐降昼ゴｰｰ

壁昌璽J:I" 牽篭守曽
毒,

,L点,

雲F＝

妻身

'』'零；
篝

計r

霧
嶋

鐸
」
｜
｜
」

鼠』'iZ一再

霞
三
二

舜
珍
一
望

』
手 ■

重
Ｆ
Ｅ
・
｝
・
一
．
．
］
一

唾

一
・
号

蚕
呉
藍
雪
三

一
一
．
‐
睾
喜
罰 訳

÷
毒

窪一Y壽薯
一＝

Ｐ

壷

鐘＝

ご雲

劃r

一一可



ナンダ・カート1981

目次

第1部ヒマラヤ登山学校とは…………1

ヒマラヤ登山学校の背景／ヒマラヤ登山学校を終えて／ヒマラヤ

7,000m峰の短期登山を終えて／キャシードラルの場合／ケダルナー

トの場合／参加の動機／一般隊員の順化例／ヒマラヤ登山学校の成果

第Ⅱ部計画から実践へ．…………･…･…21

募集経過／準備活動／配付資料から／隊の構成／実践・行動報告

第Ⅲ部事故対策本部報告．….…….…･･･33

事故対策本部日誌／小島隊長からの通信／渉外要員報告／外務省領事

二課からの情報／捜索隊派遣までの経緯／遭難家族同意書／除籍まで

／会計報告

第Ⅳ部捜索と事故分折…..…………･…49

捜索隊報告／捜索隊構成／上部捜索活動報告／捜索行動概要／事故原

因の推定と分析／ヒマラヤ登山遭難と捜索隊派遣を考える／ナンダ・

カートで何が起きた

第V部追悼………………………91

追悼のことば／今は亡き7人の岳友へ／モンスターの歩み／陽一お前

は今どこに／追悼／「阿部ちゃん」を偲ぶ／想い出よさようなら／兄

荘八を偲んで／本田君の想い出／我が子正則の死を‘|卓んで／友埜口

君よ／寺本<んはいま／わが生涯のザイル．パートナーに

第Ⅵ部資料編……………．．…･……113

上マラヤ登山死亡事故の処理／ヒマラヤ地域における日本人死亡調

ご協力者名簿・…･……･…………･…･……･132

編集後記…………………･…．．……133





第1部

ヒマラヤ登山学校とは

ヒマラヤ登山学校の背景

ヒマラヤ登山学校を終えて

ヒマラヤ7,000m峰の
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－ヒマラヤ登山学校とは

ヒマラヤ登山学校という名称は、外部からその性格や、運営につし、

て疑問が出されている。ここでは、これらに答えるために、過去の出版

物等に発表されたものの中から、それぞれの隊長が記述したものを載

せ公正を期しこの中から実像を組みとってし､ただきたし､。

ヒマラヤ登山学校の背景

日本ヒマラヤ協会(HAJ)は、1981年創立

15週年を迎えることとなる。その主要行事とし

て、ヒマラヤとシルクロード全域を対象としての

壮大な行動計画である「H&Sプラン」の実施が

決定されたのが1976年4月の総会であった。

プランは登山と野外活動を柱とし、1977年か

ら5ケ年にわたる総事業費3億円に達する膨大な

ものであった。登山活動でも1981年カンチエン

ジュンガ遠征計画かメインであり、最先端に位置

するものであった。これは、HAJの総力を上げな

ければとうてい不可能とも思える遠征計画であるo

同時に登山部門におけるHAJの基盤が作られる

必要があった。

HAJは創立当初から「みんなのヒマラヤ」を掲

げ、この国のヒマラヤの一般化、大衆化に努力し

てきた。遠かったヒマラヤを招き寄せ多くの人間

をヒマラヤ各地に送り込んだ。これらの多くはト

レッキングであった。その後、年を経てトレッキ

ングはすっかり一般化し、何もHAJにかかわらな

くとも自由に機会を作って出かけられるまでにな

1978年カルワールヒマラヤ登山隊

隊長稲田定重

(HAJ.専務理事）

った。

一方、ヒマラヤにおける登山は、地方、単位山

岳会からも出されるようになってきた･けれど、

その比率は登山者の中でヒマラヤ登山を志望する

もののごく一部の者の夢しか実現できないのが現

状である。多くの未組織登山者、また会独自では

登山隊を出せるにいたらない多くのヒマラヤ志願

者が存在している。

トレッキングを主として多くの人を送り、また

1971年以来連続的に遠征を実施して多くの高所

経験者を育ててきたHAJが、次に取組むのは、

この部分であった。

即ち、多くの熱意ある者に対してヒマラヤ登山

の機会を与え、その準備と実践を体験させ、彼等

を柱として、この国の正しいヒマラヤ登山の一層

の進展をはかることであるo

「ヒマラヤ登山学校」は、このような背景をも

って企画されたわけである｡

1978年7月15日発行

G･H･E1978事前準備・研究集録から転載

3



ヒマラヤ登山学校を終えて

1978年カルワールヒマラヤ登山隊隊長稲田定重

インドでのめまぐるしかった27日間は、あっ

という間に終りを告げた。結果はトリスルI峰へ

6人、トリスルⅡ峰(6,690m)に7人、無名峰

(6,100m)に2人と計15名のサミッターが誕生

し、全員無事に母国の土を踏むことができた。

ヒマラヤの高峰に対する速攻の可能性が論じら

れ、実践され始まってから未だ日は浅い。けれど

少数の精鋭登山者ならいざ知らず、大人数の平均

的登山者が日本を出発してから帰るまでわずか28

日間で7,000m峰をめざすという、一昔前には夢

想もされなかったことが試みられ、それを成しと

げるに至ったということは、一体どうとらえれば

よいのだろうか？

人間の歴史の中では、常に先人の経験がとりこ

まれ、それが後に続く者に力を与え、更に高いレ

ベルの仕事を可能にしてきた。ことにあたる側の

実力がどうあれ、意識レベルでの成長．自負は虚

構のように見えても、現実に巨大な力として作用

する。

「速攻」という言葉で一括されて、それがヒマ

ラヤ登山の一面での最先端のようにとらえられが

ちだが、内面は非常にドロくさいものであり、ま

た幾つものバリエーションがある。登山史の主流

における最先端の速攻もあれば、全く異なる意識

の流れでの速攻もある。我々の試みが、ヒマラヤ

登山の中において、どのように位置づけられるか

の結論を出すには、もうしばらくの時間が必要な

ように思える。それは、この計画に参画した人間

が、今後どのような軌跡をたどって成長（或いは

退化）していくかを見極めなければ、広義の正し

い評価はできないと思うからである。

全ての仕事において「能率」の追求は必然であ

る。ヒマラヤ登山も、メジャーエクスペディショ

ンはそれなりに、またマイナーエクスペディショ

ンもそれなりに、必然的に能率（効果）を追求し

ていく。「速攻」は、それを支える確固たる思想

をベースとして、ふさわしい万端の要素が総合化

されるべきものであるが、決して「完成」するこ

とはあり得ない永遠の命題であろう。ヒマラヤ登

山の面白さの一面をここに見い出すことができる。

また、私達の隊は、「ヒマラヤ登山学校」を名

乗ったことも事実である。当初、「登山学校」の

名を借りて編成された遠征隊、という何となく後

ろめたい気が随分とあったように思える。が、準

備の過程が進むにつれて、或いは登山活動の中で、

「登山学校」の意識は、少なくとも運営にあたる

当事者の間では、次第に自覚されていった。終了

した現在、それは参加した隊員個々の中でも、真

剣な検討に付されるまでになった。これは「登山

学校」という試みが、検討に価する位置づけを必

要としているからだと考えられる。

この国で、「登山学校」は不毛の分野の一つで

あるが、それだけに検討すべき事柄は多く、発展

の可能性を大きく秘めているように思われる。高

所登山に関してはなおさらであろう。

ヒマラヤ遠征は、また一つの社会的実験として

みても、様々な興味あるテーマを見い出すことが

出来る。育った環境の異なる大勢の人間が短期間

のうちに集い、一つの仕事をなしとげて、解散し

ていく。そしてまた、部分的に結合して、壮大な

仕事を求めていくという過程は社会そのものであ

る。そして、ヒマラヤ登山は高い確率で人間の死

がかかわり、隔絶された苛酷な環境の中で行われ

るだけに、極めて凝縮された実験となる。

「総括」ということで一区切りはつけているが、

それは極めて限定された分野での、しかも部分の

総括でしかあり得ないところにヒマラヤ遠征のも

つ無限の価値が実感される。それだからこそ、と

ことん、のめりこみが可能になるように思われて

ならない。

この報告書は、我々のアクションと思索のほん

の一部分であり、隊員にとっての最小限のメモリ

アルにすぎないが、ヒマラヤ登山の進歩にとって

何らかの働きができれば、これにこしたことはな

い○

トリスル28日間 昭和54年2月21日発行から転載
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ヒマラヤ7,000m峰の短期登山を終えて

プロローグ

1965年の私の初めてのヒマラヤ登山（ダウラ

ギリⅡ峰、7,751m)は失敗に終った。雪のため

にキャラバンが異常に長びき、ベース・キャンプ

に入るまでに実に66日間を費した。そして登山

が始まった直後、シェルパの転落事故という不運

もあって敗退したのだった。

「再びヒマラヤへ」の気持は年々強まったが、

仕事が忙しく、とても2カ月、3カ月の休みは取

れなかった。そうこうするうちに、ヒマラヤ登山

もポピュラーになり、ニュースバリューが失われ

るとともに、ますます休みを得ることは困難にな

った。ヒマラヤ登山へ参加するために職を辞める

のがめずらしくなくなってきた。

生活のことを考えると、職を辞めてヒマラヤへ

行くのは一大決心がいる。家族があればますます

むつかしい。それに、それだけの犠牲を払って取

り組むヒマラヤ登山はだんだん少なくなってきた。

登山史の一ページを飾るヒマラヤ遠征よりも、楽

しむためのヒマラヤ登山が多くなってきたのもそ

の一因であろう。

長期間入山するには休暇の問題とともに、資金

のこともウェイトが大きくなる。この二つの問題

を解決するには、短期間のヒマラヤ遠征が一つの

鍵となると考えた。

1971年、手はじめに夏休みを使ってカシミー

ルのコラホイ(5425m)に大学山岳部の学生と

登山した。約8日間で新ルートより登頂し、この

位の高度なら日本を出てから10日か15日位で充

分登ることができるという目安を立てることがで

きた。

1974年には、6000mに近い、マナリ地方の
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1978年カシミールヒマラヤ登山隊

隊長沖允人
(HAJ.元専務理事）

ハヌマンティバ(5928m)を5日間で登った｡

高度順化が充分でなくても6000m位の山なら苦

しいが充分、一気に登り切れることが分った。

この頃からヒマラヤを目指す人たちの間で短期

ヒマラヤ登山が話題にのぼり出した。

1976年にはパミールの7000m峰がJAC隊に

よって登頂され、「速攻登山」として話題になっ

た。日本を出てから帰国するまで35日間、BC建

設から登頂まで22日間である。外国人はすでに

何度も試みられていることだったが、日本人とし

ては初めてで、岳界の注目をあびた。翌年、私の

親しい友人、増田秀穂をひっぱり出しHAJ隊と

しても7456mのパミールの登頂を試み、見事成

功した。日本出発から帰国まで36日間、BC建設

から登頂まで23日間であった。

このとき、準備段階で私も、パミール隊隊員と

一緒に低圧室に入り、7000mの苦しさを味わっ

た。

これらの結果から、7000m峰を3週間程度で

登れるという確信を得ることができた。

HAJのモットー「みんなのヒマラヤ」のもとに

いろんな型の隊員が参加することを望んで、隊員

を公募した。ヒマラマ未経験の人でも、体力と順

化がうまく行けば短期にヒマラヤの7000m峰が

登れるということも実行してみたかった。

先年のパミール登山と違うところは、①ルート

を自分たちで《!見出し”、ルートエ作要員の必要

なこと、②天候が長期に安定しないこと、③自分

たちによる荷上が必要であること、④登山許可取

得などの渉外事務があること、⑤アプローチの輸

送がめんどうなこと、⑥日本とはかなり違った低

い生活条件での日常生活があること、などであり、



どれをとっても登山が計画より遅れる原因に充分

なり得るものであった。

せめて、隊員のみは厳選したかったが、ヌン登

山の一時不許可などがあり、途中で参加を中止し

たり、他の山へ変更したりする人が続出して、結

局、補充隊員も加えて9名となり、とても厳選す

るという訳にはいかなかった｡GIT運賃という最

大28日間有効の割引運賃を利用するためにも、

ある程度の人員を確保したかったこともあって応

募者は全員隊員とした。

キャラバンは日本から始っている

隊員にはできるだけ高い山でのトレーニングを

強制した。富士山、御岳、白山などの山頂で、登

塞技術のﾖll練とともに、低酸素に耐えるための心

構えのミーティングやトレーニングをおこなった。

やはり、富士山の火口壁でのトレーニング、山頂

での2日間のビバークが一番効果的だったと思わ

れる。できれば、出発直前に1週間位、富士山頂

でのトレーニングをおこないたかったが、時間の

とれぬままに見送らざるを得なかった。しかし、

隊員は「キャラバンは日本から始まっている」と

いうことを合言葉に、トレーニングを重ねた。そ

のために、街での準備に費す時間は最少限にし、

打合せなどもほとんどを山行に合せて、テントや

山小屋の中でおこなった。

出発直前に、『岩と雪」第62号に原真氏の高

所登山に関する「高所順応の方法」という論文が

発表され、大いに参考になり、また、私たちの登

山計画も成功の確率が高いと自信を得ることがで

きた。

ヒマラヤ速攻登山の困難性

絶対高度、高距、ルートの難しさ、アプローチ

事情、許可事情、渉外の困難性、地元民の民度の

低さらが項目として考えられる。

タクティックスについては、ヌン西稜について

詳細なテクニカルノートを小川登筆隊長が作成し、

隊員全員が理解した。その他の項目については、

小さい項目と注意書きを、仕事の種類別に5色の

カーードに記し、処理もれのないよう、しかも迅速

に進められるように工夫した。これらのカート．約

100枚はコピーを3枚とり、先発2名にも持参さ

せて、、チェックした｡
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登山許可に関しては現地に着いてからもはっき

りせず、これに隊長は全力を傾注した。先発隊と

は連日、電報や電話で連絡をとり、刻々 と変化す

る現地事情に適格に対応した。結果的にはスリナ

ガルを出発する前日のタイムリミットぎりぎりに

登山許可を得ることができた。

アプローチ事情は、事前にできる限り調査して

おいたが、現実には予想を裏切る出来事が続出し

た。しかし、これらは3年前にこの地を訪れ、ヌ

ンの北面を偵察したことのある、沖・小川が臨機

応変に処理した。十歩も二十歩も先を読み、事前

に対応策を考えておくことと、適格な判断と、決

断力が必要である。

ルートは予想していたよりも若干難しかったが、

隊員の登塞技術が比較的高かったことと、シェル

パも優秀であったので何とかこなせた。また、登

筆用には充分な装備を用意した。特に、テント、

マット、シュラーフは通常の遠征隊の1.5倍位を

用意し、荷上、荷下しの効率化をはかった。

低所用ポーターも積極的に活用した。

速攻登山のタクティクスと現実

出発前の合宿で各自の日本での登山速度(500

mを30分～1時間30分位の個人差があった）を、

充分に掴んでもらっておいた。ヒマラヤでは、こ

の自分のスピードをこなせない隊員は原則として

新しい高度に登らせないことにした。また、必ず

その日に泊る高度よりも高く登ってから、再び下

り、泊ることも原則にした。

しかし、ローテーションの関係や体調を崩した

りする者もいて、必ずしもこれを守れなかったが、

ともかく、極力このような動きをした。

頂上アタック前には、一度できるだけ低いキャ

ンプへ下して休養させた後、一気に登らせた。

このように隊員には高所順化を第一に考えた行

動をとらせた。

しかし、このために荷上物品の管理がおろそか

になり、必要なものがキャンプに集結されないま

まに、次のキャンプが建設されそうになったこと

もあった。これを補うために、一、二の隊員が高

所順化を無視して無理な動きをしたこともある。

小川登筆隊長には当面の責任者として負荷がか

かり過ぎた。私自身も、自分の順化から考えてみ



て無理を承知でClまで酸素を上げたこともあった。

実際の登山では計画通りいかないのは当り前であ

り、それをどうこなせるかが隊の《,余力”といっ

たものによるのであろう。幸に、私たちの隊はこ

れらを乗り切ってアタック態勢にもって行くこと

ができた。

ヌン隊成功の要因

とにかく、天候にめぐまれ、ルートが順調にの

び、サポート態勢もよかったことが成功の要因で

あった。ただ、私たちのような寄せ集めの隊で、

チームワーク、各人の技術とも未知数の多い場合、

7000m峰の速攻を成功させるには山とルートの

選定が大きくひびいてくるといえよう。パミール

でのソ連国際登山キャンプのような受入れ態勢は

期待できないヒマラヤでは、28日間で遠征を終

えるには次のことを考えて山を決める必要があろ

う。

①アプローチが短いこと。往復最大10日間

位。これ以上の場合は途中に4000mを越す

峠があるなど、高所順化に何らかの形でプラ

スになる場合。

②下部キャンプへの荷上に地元ポーターなど

の協力が得られること。

③ルートが比較的分っていて、難しいところ

が少ないこと。フィックスロープを張る長さ

を一応の目安とすれば、BCと頂上の間の高

距くらいを最大と考える。それ以上だとルー

トエ作に日数がかかりすぎる。

④登山許可など渉外手続を登山行動に支障を

きたさないように進められるように考えてお

くこと。例えば渉外要員を決めておいたり、

地元旅行社の協力を得る。

⑤天候の安定した時期を選ぶ｡1週間以上の

行動不可能な日があれば登頂の確率は低くな

る。

⑥全員登頂はよほど幸運にめぐまれた場合に

可能だと考えておくこと。私たちの場合でも

ワ
イ

あと5～6日間余裕があれば第3次登頂隊を

出せた。

こう考えてみるとあまり対象となる山は多くな

い。ｲﾝﾄゞ･ﾋﾏﾗﾔではﾇﾝ、ｸﾝ、ニルカン

タくらいであろう。アプローチが少し長くてもよ

いとすれば、バンダール・プンチ、トリスル、ナ

ンダコットなどを考えることができる。

ﾈバｰﾙではｱプﾛｰﾁが長いので､エベレス

ト周辺か、ランタン・ヒマールということになる。

それも積極的に小型機を利用しなければ無理であ

ろう。しかも、ネパールはモンスーンの影響が強

いので、時期をうまく設定するのがむつかしいと

いうこともある。

パキスタンはラワルピンディからの小型機の便

が不安ということもあって、あまり対象と考えら

れる山は少ない。ラヵポシ、ティリチミールなど

が検討の対象になろう。

6000m級の山なら沢山あるし、可能性も高い。

バリエーションルートからの登頂、など別の面で

面白味が出せると思う。いずれにしてもインドの

ような渉外が難かしいところでは、これをどのよ

うにうまく、速くこなすかが最大の難関の一つで

あろうと思う。渉外のために1週間も2週間もニ

ューデリーあたりで足止めをくっているようでは

短期登山は成功しないであろう。うまくいかない

ときは転進するための第2案、第3案を用意して

おくことも必要である。

装備、食料のことなどもある程度の工夫は必要

であるが、これは通常の隊とあまり変りはないと

考えてよい。

最後に、今後再び私が7000mの速攻登山に参

加するとしたら、6カ月位前から体力トレーニン

グを厳しく行うことと、出発直前に富士山頂での

1週間の合宿をぜひとり入れたいと思う。

｢ヒララヤ」84号昭和53年11月1日発行

から転載



キャシードラルの場合

計画と結果と反省

行動（計画と実行動）

種々のアクシテントによる時間切れのためとは

いえ、キャシードラルの頂上に立つことができな

かったことは、何んとしても口惜しいことだった。

しかし、時間切れの原因が、必ずしも事故だけ

にあるとはいいきれない。隊長である私にもその

一半があると感じている。それは、バラ・シグリ

氷河とキャシードラル岩壁帯の地形判断が甘かっ

たことである。

氷河の中のルートが面倒だとは予想していたが、

それにしても厳しかった。氷河下部の斜度が予想

以上にきつく、急激な起伏にルートが左右に振ら

れ計画通りの行動をとることができなかった。唯

一の資料であったダンシース隊の「バラ・シグリ

の自然」の記述をよく理解し、このことを当然推

測すべきであった。

キャシードラル下部の岩壁帯についても、26年

の間におけるアイス・フォールの変化や、ダンシ

ース隊の6月の雪のある時期と、今度の9月の雪

の最も少ない時期との差を考え、岩壁から雪が落

ちていることを考慮して計画を立てるべきであっ

た。それにもかかわらず、報告書をうのみにして、

上部プラトーヘは、コンコルディアから1日で簡

単に登れるとしてしまった。これは明らかに私の

ミスであった。

結局、グレゴリーのとったプラトーヘの最短ル

ートをとることができず、反対側の最も遠いルー

トになり、プラトーヘ上るのに3日かかり、さら

にコルまで半日近い苦しいラッセルとなった。

このような隊長の読み違いにもかかわらず、行
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1979年イント、ヒマラヤ登山隊

隊長山倉洋

(HAJ.副会長）

動日数からみると、B･Cに入ってから4日目で

予定通りコンコルディアにテントを建設し、コル

に立ったのは、予定より1日の遅れだった。

このことは、常に隊のトップで活躍した佐々木

副隊長の気力や、これに負けない男子隊員の努力

と共に、初めてのヒマラヤにもかかわらず、これ

に遅れることなく行動した女子隊員の頑張りを評

価すべきである。もし、事故がなく、予定通りB

･Cに入っていたならば、今回の隊員の力で充分

に頂上に立てたものと確信している。それだけに

頂上に到達できなかったことを一番残念に思って

いるのは、私自身かも知れない。

キャシードラルのコルに立った隊員の気持とし

て「あと3日、いや2日延ばせたら…」との気持

が強くあったと思っている。このことは隊長であ

る私自身としても強く感じ、できるならそうした

いと願っていた。しかし、そうすることによって、

帰りのキャラバンのバスや宿の手配が狂ってしま

い、また、デリー帰着後の日程が無くなってしま

うことになる。このような「あと1日か2日あれ

ば…」の状況は住々にして起りうると思われるの

で今後はこのような時にはどうするのか、現地エ

ージェントや隊員達とも充分に話し合っておく必

要があると感じた。

さらに、運営側として考えなければならない重

要なことは、現在の登山学校のあり方では、参加

隊員の技術、体力等に大きな差があることである。

登山学校の実績が上れば上るほどこの差は大きく

なると考えられる。この質の異なる隊員を同時に

行動させるにしても、分割するにしても、いまの

インストラクターの人数で、安心して行動できる

かどうかということだ。



キャシードラルでは、分割は当然ありうるもの

と考え、9名の少ない隊員であったが、当初から

2班に分けて計画をたて、具合の悪い者、弱い者

をこの中で回転させるように考え、それぞれにイ

ンストラクターを1名つけ、隊長は全体の運営と

してフリーにした。

ところが、予想もしないバス事故があり、これ

を契機に、この隊は一蓮托生、登頂の首尾、不首

尾も共に一諸の方が、後になってあれで良かった

と想い出すことになるだろうと、隊を2班に分け

ることをとり止め、できる限り同一行動をとるこ

とにした。

隊員も同じ心境だったのか、隊長、菅野インス

トラクターが輸送のため隊から離れ、たった一人

となってしまった佐々木副隊長をカバーし、何の衝

突もなく、お互に助け合って楽しく行動したこと

は、望外の成果だった。

高度障害（対策とその結果）

高度に経験のないヒマラヤ初心者を、10日余

りの日数で、6500m前後の高度に上げるのであ

るから高度障害の出ない訳はない。問題はこれを

いかに低く押えるかにある。

登山学校での、わずか2週間前後の活動期間で、

ひとたび高度障害が出たならば、これを克服する

時間のないままに、苦しい登山に終始してしまう。

かと言って、高度順化のために上下キャンプ間の

往復を頻繁に繰り返していたのでは、登頂の前に

時間切れとなってしまう。

キャシードラルでは、これらの相反する要因を

前提に、上下テント間の反覆行動以外での対策を

考えた。

その一つが「精神面に対する学習」による対策

である。（内容は機関紙《《ヒマラヤ”93号参照）

他の一つは、楽しい登山を前提に、現地での活動

を強く規制せず、荷上げその他の行動を隊員自身

の判断に任せ、心理的な圧迫をできるだけ排除す

るようにしたことである。

これ等のことにより（必ずしもそうだとは言い

切れないまでも）精神的に安定し、心理的な負荷

がかからず、余裕をもって行動ができることによ

り、6500m位までの高度ならば、初心者であっ

てもそれ程ひどい高度障害に罹らないのではない
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かと考えた。

計画の段階で、標高3955mのロータン峠をバ

スで一気に越えることで、何らかの症状がでるも

のと予想していた。ところが、快適な天気と雄大

な景観の良さに、観光気分で通過し、頭痛の気配

さえなかった。

さらに、チャトルでの橋の故障により、約3700

mのチャトルから、3910mのシグリ氷河末端部

まで、約45kmの道を3日かけて歩いたが、高度

障害と思われる身体の不調を訴えた隊員は1人も

居なかった。この4000mに近い高度での3日間

の歩きが、高度順化の役にたったのかも知れない。

B･C以上の登山期間中、不調で行動のままな

らない日が、各隊員に一日位ずつあったが、食欲

は日頃と変らず、夜ともなれば定例の合唱をやっ

ていたから、これは疲労によるものであったよう

だ。

唯一の高度障害らしきものは、B･CからC･I

往復の帰りで、一番頑丈だと自他共に許していた

志田隊員が途中でダウンした時だった。迎えに行

った男子隊員に抱えられた姿を見た時「うむつ！

とうとうきたか．“…」とガクッとしたが、ドクタ

ー共々全員一致でシャリバテの診断が下された。

隊員においても、比較的年令層が高く、落ち着

いて面倒見の良かった住友隊員や、体力抜群で行

動力のあった照井隊員などのお陰で、隊員間に起

りがちなトラブルもなく、安心して、自己の体力

の範囲内での活動を続けることができたことが、

高度障害を排除する大きな要因どあったと思って

いる。

結局、中または低高度における高度障害の対策

として、次の四点に気を配り、これがうまくいけ

ば、かなりの効果がある筈である。

1．精神的に安定させること。

2心理的な負担をかけさせないこと。

3．体力の限度いつはいまでの行動をさせない

こと。

4疲労の蓄積を早期に解消させること。

最後に、キャシードラルでは、2日に一度、時

には連日にわたって、少量とはいえ、酒やウイス

キーがあったことが、疲労解消と高度障害の排除

に、大きな力があったのではなかったか？という



ことを附記しておく。

登山学校の今後について

登山学校の参加者は、誰しもが頂上に立ちたい

と願っている。しかし、現実には、参加者の登山

技術や体力等には大きな差があり、これをひとつ

にまとめ、同一行動で登頂にもってゆくことは大

変難しい。

登山活動が順調にいっている時には目立たない

これらの差が、ひとたび予定が狂ったりアクシデ

ントが発生すると、隊活動のブレーキとなり、隊

長やインストラク､ターに大きな負担をかけてくる。

参加者の安全とスムーズな隊の活動を考えれば、

参加者の登山技術や体力を或る程度のレベルに揃

える必要がある。

いままでに、62人の人々が登山学校に参加し

大きな事故がなかったことは、インストラクター

ケダルナ

全長28Kmにも及ぶといわれるインド最大の氷

河、ガンゴトリ氷河が横たわるガンゴトリ・エリ

アは、ガルワール・ヒマラヤの中央部に位置し、

これまで外国人による登山活動が許されないまま

長い間不遇を囲っていた山域である。

ガンガ（ガンジス河）の源頭に位置するこの未

踏峰の宝庫も、1979年には漸く外国人にオープ

ンとなり、この秋、インド政府観光局、その他の

招待に依り、当協会の稲田専務理事も招待客の1

人としてこのトレッキングに参加し、新解禁とな

ったこの聖なる地・ガンゴトリに入城した。氏ら

－
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の努力はもとより、隊員自身の自覚と協力による

ものとはいえ、高度障害の個人差や登塞技術の難

易度、そして体力の限界から考えると、2週間足

らずの日数で7000m前後の山に、初心者を安全

に登らせること自体がすでに矛盾を抱えているこ

とを考えねばならない。

今後、より多くの初心者を対象に、登山学校へ

の誘致を考えるならば、参加者のレベルを考慮し、

まったくの初心者を含めた初級コースと、一応の

登山技術と体力をもった者の中級コースを設定す

る必要もあると考えられる。また、できる限り余

裕のある登山期間を設定できるよう、山の高さも

6500m前後に押えるなど、それぞれの要因を含

めて登山学校のあり方を再検討すべき時期にきて

いると思う。

「HIMALAYA｣1980昭和56年1月20日

発行から転載

卜の場合

1980年イントゞヒマラヤ登山隊

隊長尾形好雄

(HAJ.会員）

のトレッキングは、ヒンズー教の3大聖地の1つ

ガンゴトリから、更にガンゴトリ氷河の舌端の現

れるガウムクからタポバンヘと足を踏み入れ、周

辺峰をつぶさに観察され、貴重な資料を持ち帰ら

れた。

この秋のオープンは新聞の連載や山岳雑誌の紹

介に依って日本の登山界にガンゴトリ・ブームを

つくり出し、禁断の聖なる地へのプロポーズが殺

到することとなった。

HAJとしても早速、この新解禁エリアに登山

隊を送るべく、取り敢えず1980年の登山学校の



目標山としてケダルナートのアプリケーションを

提出した。

ケダルナートは、ヒンズー教の「シバ神の山」

という意味を持ち、まさにその名にふさわしい堂

々とした秀麗な山容で、ガンゴトリ氷河とキルテ

ィ氷河の合流点に聾える山である。山の標高、山

容（ルート)、アプローチ……等々から検討して、

登山学校に適した山であろうということで、ケタ

ルナートが選ばれた。しかし実際はこの山を知れ

ば知るほど、登山学校のように短期速攻登山を実

践する山としては非常にやりずらい不向きな山で

あることが判明し、今後の登山学校の山の選定に

反省を促した。

ケダルナートの許可取得はスピーディに進み、

アプリケーションを出してまもなく許可が交付さ

れた。

1979年の暮も押し迫った12月22日に、HAJ

登山学校委員会が開かれ、1979年登山学校（キ

ャシードラル隊）の山倉隊長より引き継ぎを行う。

1980年登山学校の執行体制は内田嘉弘隊長、南

勲副隊長それにHAJの特別事業となっていたカン

チェンジュンガ．プロジェクトに参画していた小

生、尾形がインストラクターとして加わることに

なってスタートした。

年が明けて、1980年の1月26日～27日に、

（社）日本山岳協会の海外登山技術研究会（第18

回）が八王子大学セミナーハウスで行われた機会

を利用して、ケダルナートの基本計画について話

し合いがもたれた。

2月に入ると、カンチェンジュンガ偵察隊の出

発準備も大詰を迎え、HAJルームは連日慌ただし

い準備活動が行われるようになったが、そんな中

でケダルナートの登山計画書も出来上り、全国に

散らばる隊員に配布された。

カソチ偵察隊の本隊を成田に見送った翌日（3

月2日)、京都の内田宅で基本タクティックスにつ

いてのミーティングが行われ、B･C以上13日間

の登山活動日数という短期速攻戦術が討議された。

3月15日～16日の第1回目の隊員打合せは、

折から来日されていたインド登山財団(IMF)

幹事のジョギンダール・シン（中佐）氏を迎えて

のインド．ヒマラヤ会議と併せて行われ、20名
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の隊員がこの日初めて顔を合わせた。この日の打

合わせで出発迄のスケジュールが発表され、残さ

れた半年の準備活動は始まった。

5月2日から5日にかけてのゴールデン・ウィ

ークに富士山での合宿を持ったo5月2日の朝、

三々五々、富士吉任|駅前に集合した隊員は、スハ

ルライン経由で5合目に至り、佐藤小舎へと向か

ったが、我々が佐藤小舎に着くや否や雪崩遭難事

故の救助依頼があり、直ちに救助隊を編成して事

故現場に向かった。内臓破裂の重傷者をスノー・

ボートで搬出し、5合目から救急車で病院に運び、

なんとか一命はとりとめた。初日から搬出活動と

いう事で初山行とは思えぬ良いチーム・ワークで

事に当たるのを見て、大世帯というチーム・ワー

クに対する一沫の不安は消し飛んだ。

翌日は、5合目の佐藤小舎から頂上までをピス

トンした。寒風に蒼氷と、まさに真冬並みのコン

ディションの中、慎重にケタルナート・ドームに

想いを寄せながら登高し、頂上に登った。北海道

からはるばるやって来た村上、物井の両嬢は、本

邦最高峰の登頂でえらく感激していたようだった。

翌4日は、山中湖湖畔の保養所でミーティング

を行い、3日間にわたる合宿は散会した。

この5月合宿から帰ってまもなく、エントリー・

ビザ取得のためのメンバー・リストやウォーキー・

トーキーの使用許可申請害、パッキングリスト等

をコックス社（エージェント）を通してIMF'､

送った。

今回の登山学校の隊員20名は、前述したよう

に慰北は北海道から南は九州・佐賀県に至る広域

に散らばり、なかなか隊員が一同に会することは

難しく、出発迄に顔を合わせる機会はほんの2～

3回であった。そこで、こうした事情に鑑み、出

発迄に隊員同志少しでもお互いを知りあおうと咽カ

ンチ・ノート〃をまねてuケダルナート・ノート〃な

る雑記帳を作って北廻り、南廻りの2冊を回覧し

た。人数が多いため、回ってくるまで日数はかか

るが、それだけに回って来たときに読むボリュー

ムも多く楽しみであった。もっとも北廻りの方は

どこで途中下車してしまったのか、出発迄にとう

とう目にすることができなかった。

6月の中旬になって、悲しい知らせが飛び込ん



で来た。北海道の物井さんがトレーニング山行中

に事故を起こしケガをして入院したというのであ

る。出発前の不運なアクシデントに依り、結局、

彼女は参加断念を余儀なくされ、伴に悲しい思い

をした。

6月28日～29日の第3回ミーティングでは、

立川航空医学実験隊のお取り計らいに依り、低圧

チャンバーで6,000m迄の高度経験を踏むことが

できた。この低圧実験に参加した隊員達は、各々

初めて垣間見る6,000mの世界で現れる唇．爪の

チアノーゼ、心拍数の増加、頭痛、思考力の低下

などの諸症状に依って、高所登山に対する心構え

を新たにしたようであった。

7月に入ると各担当者は8月中旬の隊荷梱包に

向けて集荷態勢に入り、担当ごとに準備の方は着

々と進んでいった。

ところが出発1カ月前の8月に入っていろんな

問題が続出し、重大な局面を迎えることとなった。

8月に入ってすぐ、僅か1週間の間に隊長、副隊

長、ドクターの3名が急に参加できなくなったの

である。出発を1カ月後に控えての事態で途方に

暮れてしまった。

時間が無いだけに一刻の猶予も許されず、結局

尾形が隊長となって、インストラクターにカンチ

偵察隊から戻ったばかりの山田、角田の両氏を補

充することでこの局面を乗り越えることに決った。

しかし、ドクターの方は八方手を尽してみたが、

なにせ時間が無さ過ぎ、見つけることはできなか

った。そこで不本意ながらドクターレスで出発せ

ざるを得なくなってしまった。一応、何かの場合

には同じ時期にメルーに入る飛騨山岳隊の山元ド

クターにお世話して頂こうという厚かましいお願

いを致しての見切発車であった。隊長、副隊長が

旧知であったこともあってこの厚かましいお願い

も心よくお引き受け頂いたものの、当隊の陣容に

就いては大いに反省させられた。

こうしたゴタゴタの中で8月16日～17日の両

日、隊荷の梱包が行われ、26日にはカートン24

個、総重量432kgの隊荷が日通航空に引き渡さ

れた。

隊荷も送り出し、あとはいよいよ出発という段

階で最後の難題がまたまた持ち上がったのである。

我々のエントリー・ビザ発給について、インド大

使館よりクレームがついたのである。インド大使

館のバルマ担当官の言い分は、ドクターが行かな

い登山隊というのはおかしいというのである。こ

れもまたおかしい話だが、担当官が「発給できな

い」というのだから困ってしまった。やむなく大

阪の好井ドクターからパスポートを取り寄せ、エ

ージェントでわざわざ航空券を切って貰い、それ

らを提示して一緒に行くことを証明して、なんと

かビザを発給して貰うことができた。この一件以

来インド・アレルギーとなり、インド大使館には

近付き難くなったほどの冷汗もので、今思い返し

てもゾーッとする。

こうして最後の最後まで、いろんな問題が沸き

起こり、前途多難な事が思われたが、どうにかこ

うにか出発の運びへとこぎ着けることができ、9

月4日、先発隊として尾形、北出の2名が成田を

出発してデリーへと向った。

｢ヒマラヤ、そして仲間達へ〃」

1982年5月5日から転載
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参加の動機
1978年ガルワールヒマラヤ

遠征隊．事前準備集から転載

ここに紹介するのは、ヒマラヤ登山学校に一般隊員として参加したメンバーが、ど

のような背景で参加したのかを、1978年ガルワールヒマラヤ遠征隊が、出発前に発

行した「GHE･1978事前準備・研究集録」集から生の声を再録し、この登山学校の

位置づけを考える参考としていただきたし､。

吉
向 原 修 飯島孝夫

私がこの登山学校に参加したのは、私の所属す

る山岳クラブの先輩のすすめからであった。

私がヒマラヤへ行きたいと思いはじめたのは2

年程前からであったoクラブの仲間2人とヒマラ

ヤの7000米前後の未踏峰を登ろうという目的の

もとにヒマラヤ研究会なるものをつくり勉強をは

じめた。しかし、職域山岳会の我がクラブは遠征

隊をだすという機動力はまだそなわってはおらず

当面は無理ではないかという少々あきらめの気持

ちがでてきた。そんな時に現在茨城県山岳連盟の

理事長である加藤氏からこの登山学校の話しを聞

き参加をきめた。

昨年の日本山岳会主催の登山学校（タルコット

峰）に我がクラブの仲間である桧山氏が参加し、

その登山学校の装備、食糧、タクティックス、そ

の他の計画がすべてインストラクターサイドで計

画され隊員の意見が入る余地がなく、いわゆるパ

ッケージ登山であったという話しを聞き、今回の

HAJ登山学校もそうなるのではないかという懸念

があったが、稲田隊長並びに野中副隊長にわざわ

ざ水戸までおいでいただきHAJ登山学校の目的な

り計画を伺い、また東京集会、富士山合宿等に参

加し、この登山学校が一つの遠征隊であるという

見識になった。遠征隊の隊員の1人として、この

遠征の成功を目指してがんばりたいと思う。

「’77年京都カラコルム．クラブ遠征隊」のパ

キスタンへの遠征が計画された時、参加の意志表

示をし、計4名で計画が進められていたところ出

発の2ケ月前、隊員が計'|練中に事故に遭い遠征は

中止されました。その時、同クラブの内田嘉弘氏

より、HAJのヌン．クン遠征隊の隊員募集を教え

ていただき、費用、期間、山域も自分には適当と

思えた事と、そして何よりも確実に実行されるで

あろうと思い参加を申し込みました。技術も経験

も浅いのですが、普通の山行と同じ気持で行けた

らいいなあと思っています。

安中秀子

ヒマラヤへ行きたいという自分がいた。それは

トレッキングよりピーク・ハントをと願う自分で

あった。

しかし、地元のダウラギリI峰隊に申し込む程

の実力もなく、まして自分でリーダーシップをと

ることなど及びもつかないことであった。

そんなところ、月刊誌uヒマラヤ〃のニュース

を見た。ヌン峰登山の隊員募集であった。応募要

項を送ってもらってしばらく考えていた。しめき

りが過ぎた。数日後、山が変るかも知れないけれ

どどうかという印刷物が届いた。私は考えること

をやめて参加申し込書を発送した。

結局、自分は行きたいのだから考えてもあまり

意味はなかったのだ。やってみなければ、いろい

ろな理屈はこれられない。

真島博
士
心

私のように山歴、経験共に大変浅い人間でも、

7000米の稜線に立てるということをヒーマラヤで

13



実践してみたかったから参加させていただきまし

た。近い将来に我々のクラブで遠征するチャンス

が来た時に、この経験が何かの力になることだと

思います。

ヒマラヤ登山、そのましてや7000米を越える

山に登るということは、それまでの私にとっては

夢のまた夢で、この計画に隊員の一員として参加

を決心することで、私の中に「ヒマラヤ行き」は

質的に変化し、また大きな突破口ともなった。

「ヒマラヤに行きたい、そしてこの目でヒマラ

ヤの山を見たい。そして登りたいのだ｡｣絵でもよ

い、写真でもよい、ヒマラヤの山々、その高峰に

一度心を動かされた者が、ましてやそれが岳人で

あるならば、そうした夢を持つことに何の不思議

があろう。

当初アタック目標にしていたヌンが登山禁止に

なり、止むなくトリスルに変更するという一連の

いきさつもあったが、計画を進めていくなかで隊

員も決まり、合宿も打ち、今は最終打合せ、隊荷

の梱包、発送作業を終えれば、あとは出発を待つ

ばかりとなった。また、私も分担された隊務を自

分なりにやってみるなかで、今まで全く知らなか

ったことがわかってくる。これは1つの大きな喜

びだ。青くさい言葉で言い切ってしまっても、や

はり「勉強」になる。

そして、トリスルという1つの山に隊員全員が

力を合わせて登るということ。このことに私は私

なりに参加することに意義があると思っている。

釣部 恵 子

「ヒヤラヤ、ヒマラヤ、ヒマラヤ……永年の夢

だったヒマラヤに来年こそ行ってみたいo｣こんな

途方もない夢を抱いて、胸ばかりワクワクさせて

いたのは、1年以上も前のことだ。もちろんトレ

ッキング。行きたい所はブータン、シッキム、ア

ッサム地方bトレッキングも兼ねて、できれば4500

米位の山に登りたい。そうなったら思い切って1

年位は行ってみたい。とまあ、おおよそ計画はこ

んなところであった。ところが、かといって肝心

な外国への入国手続きのこと、トレッキング申請

のこととなると皆目検討がつかず、こんな計画性

と実現性のない私に、会の先輩から今回の登山計

画があるという話しをもらったのは締め切りも間

近の去年の10月の頃だった。

計画の内容は、めざす山が7000米を越えるこ

と。これは別としても､今までの勤務先で頑張れば

有休内で行け、止めずにすむ可能性が出てきたこ

と。色々考慮して正式に参加申し込みをした。
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北川勇人

1977年春、東京白稜会集会。「今年の夏にど

こか海外の山へ行かないか？」と大先輩の中岡さ

ん。私は去年アラスカへ行ったばかり、おまけに

今年の秋は結婚する。ダメだ。

秋、私達の会と友好関係のある東京岳人倶楽部

が来年の春にマッキンレーヘ行く、私も……、そ

んな矢先に再び中岡さん。「来年、インド・ヒマ

ラヤへ行かないか？」私はその場でOKo「野口

さんがイント．・ヒマラヤヘ行ったことがある。そ

れによると割合短期間で…･･･」などどいろいろの

情報。私は今の会の現状では6000米位が適当と

考えていた。

そんなある日、日本ヒヤラヤ協会がヌン峰へ行

くというo7000米級。中岡さんは高さに魅力を

感じたらしい。結局、こちらに便乗することにな

るが、私の気持ちは複雑。ここで私の気持ちを整

理してみよう。ヌン峰に便乗する気になった大き

な理由として次の4点が考えられる。

lいつも東京白稜会の仲間としか山行してい

ないので他の山岳会の人たちと遠征に参加す

ることに意義を感じた。私たち山ヤは「井の

中の蛙」的すぎる。

2.1ケ月という短期間なのでなんとか仕事を

休める。それに休暇を比較的とりやすい時期

でもあった。

‘3遠征前の事務的な面に自信がなかった。お

まけに横文字は全く弱いときている。

4．やはり7000米という高さが魅力。

しかし、気の進まない点もあった。それはこん

な2点だった。

1．ヌン峰はあまりにも有名であった。

2やはり東京白稜会の遠征を出したい。

何日かのち、この2点は解消された。

1．ヌン峰は登山禁止となり、トリスル峰に変

更になった。

2海外遠征参加希望者が減少。東京白稜会の

やる気のある2人はトリスル峰に気持がだい

ぶ傾いていた。

こんな訳で私はトリスル峰に参加希望すること

になった。残された問題はあと1つだけ。なにし

15

ろ私は結婚して1年もたっていない。私の愛妻は

私のわがままを許してくれるだろうか？

飛田和夫

］976年6月下旬、私は羽田に着いた。自分自

身でもわかる程にやつれていた｡3年程前からヒ

マラヤの計画を企て計画を進めたo6～7名程が

おり私が隊長という事だった。海外登山の文献、

叉、経験者は身近におりさまざまなアドバイスを

受けた。が、1つ1つの最終決定には悩んだ。し

かし、それも楽しい想い出となるべきだったが、

中止せねばならなかった。それも登山許可をやっ

と取得してからだった。

しかたなく3名は、中止の通知と共にトレッキ

ングの申請を提出し、返事がないまま出発した。

出発しなければいてもたってもいられない気持で。

当然かもしれないが、そんな私達に当局は何故

中止にしたか、トレッキングの申請書が届いてな

いという。実際にはあったが。

許可を取り、リエゾンがつき、スカルドに向け

て出発する時は約1ケ月が過ぎ、トレッキング終

了後ヨーロッパを回る計画でいた2名は、ヨーロ

ッパを止め、スカルドヘ向けて出発。休暇の関係

で私は単身帰国した。私自身にとって出発前の準

備、現地での対応等、それなりに勉強になったが

出発前の苦労が片付けられなくてはヒマラヤど

ころではないと思うが、あんな苦労をしないで、

バツと行けないものかと、そんな時、HAJの計

画を見る。これなら山に登るだけでいいかも、ま
で

して，ケ月で7000米。だが行くからには、装備、

食糧、その他の事について全く知らなかったでは

あまりにもみじめだ。今後の計画のためにもヒマ

ラヤの基礎を学ぶのに絶好のチャンスとばかりに

申込む。さらにより多くの人達と接し一緒に登る

事は私自身のプラスになるのではないかと。

出発から帰国までの1ケ月間で7000米にほん

とうに登れるか不安はあるが…… O

高山病症状？での登山は数度ある。いわゆる二

日酔。一度わざとやってみたことがあるo何はと

もあれ、素直な気持で楽しく登ってきたいと思っ

ています。



角田不二

21才の夏、私はひとりでネパールへ出かけた。

ただただヒマラヤへ行きたかった。理由はそれだ

けであった。インドの旅も含めて4ケ月を向うで

暮し、帰国した時、東京のおびただしいネオンと

洪水にとまどいながら、私はただひとつのことの

みを考えていた。「次は、どうやってどこへ出か

けるか」であるol年の後、私は仲間と3人でカ

ラコルム登山計画に着手した。最初の年は基礎調

査で暮れたが、主催を出身の大学山岳部とし、資

金計画、その他大学当局との交渉、JAC加盟、

タクティックスの検討など具体的にもぽつぽつ進

行していった。結局この計画が実現しなかったこ

とは、今、私がHAJガルワール隊に入っている

ことで証せられる。メンバーが予想外に集まらな

かったことや、山岳部内の諸々の問題などもあっ

たが、要するに私と仲間達の力量不足が坐折の主

因であり、私は己の未熟さを思い知ったoが、こ

の坐折が私をそれまで以上に完皇なまでの遠征病

患者にしてしまったようだo今、私は巨大な目標

を持っている。ちょっとキザかもしれないが、私

はそのことに対して《'限りなき人生の喜び”を感

知している。しかし、喜びや情熱だけで事が成就

するものでないことは、以前の経験でよく知って

いる。その意味でトリスルは私にとってひとつの

ステップであり、必要欠くべからざる経路と考え

ている。

それは、ただ単に遠征を経験するとか、7000

米を経験するということだけを意味しない。もち

ろんそれらは非常に重要なことだが、それ以上に

私の場合、HAJを舞台に行動することを強く意

識している。次に控えるより大きな目標のために、

さらには自らのライフワークのひとつの場を確立

するために、それは必要なことなのである。敢え

て以前の仲間と離れてこの隊に加わった理由を私

はそのように位置づけている。

西田茂夫

登山をやるからにはヒヤラヤに行ってみたいと

いう願望から参加した。

今回参加をしたのは、昨年の秋に日本ヒマラヤ

16

協会の沖さんが北九州の小倉でヒマラヤの話をさ

れて大変良かったので、私自身もヒマラヤの自然

を自分の目で確めて見たいので参加した。叉、私

達のクラブがナンダデビィ東峰に行っているが、

休暇の関係上参加出来ないため短期間で行けるこ

とはできないものかと思っていた。

しかし、トレッキングでは何かと不満足であり

やはり行くからには低くてもいいので1つ山に登

ってみようと思っていたところ、条件がビッタリ

の山行があるので参加しました。

中 岡久

ここ1～2年ヒマラヤへ行きたいという欲求が

強くなり、少しづつ資料などを調べ一~いた時、た

またまHAJの隊員募集を知り、ヒマラヤへ行く

のは初めてだし、また1つの海外経験としては手

頃だと思い参加を希望したわけですoまた僕はあ

る山岳会に所属していますが、そちらの方ではい

ま、海外、特にヒマラヤへの機運が少しずつ高ま

っているわけで、山岳会の方へもHAJの情報は

すべて流しています。そしてHAJに参加した経

験を基にして自分たちだけのヒマラヤ登山をして

みたいわけです。そのことがHAJヒマラヤ登山

学校の意義であり、それで僕らのような者を受け

入れることができるのではないかと思っていますo

鈴木節男

私が山を登り始めたのは今から3年前の秋から

のことであった。

それまでは、どうしてあんなに重い荷物を背お

って山へ行き、そのあげ<に遭難してずいぶんと

くだらないことをやっている人種がいるものだな

ぁと真険に思っていた。

しかし、いざ自分が山へ行くようになると、ど

うしてこんなに素晴しいことを今までやらなかっ

たんだろうという悔が残るのである。

私がヒマラヤに行きたいという気持ちになった

のは、この冬山の魅力に起因するところがあると

思われる。

山行をするにつれ憧れは拡大し､昨年の春ごろか

ら絶対に一度はヒマラヤに行ってやろうという気

持になってきた。



何気なしに始めた山が、ヒマラヤまで発展する

とは自分自身におどろいているしだいであるO行

くと決まると着火した炎は燃えあがり、チャンス

は絶対にのがすまいという気持になってくるOそ

ういうときに降って湧いたように、私の目の前に

表われたのが、HAJのトリスル隊々員募集であ

った。それ来たという気持で連絡をとったのであ

る。

隊員としてエントリーしてからは、隊員の皆さ

さんに迷惑のかからぬように自主トレに励んでい

るしだいである。

ヒマラヤ登山学校の成果

HAJヒマラヤ登山学校一覧表

B.Cから

頂院まで

の標高差

B､Cから

登頂日数

隊員数 登山

期間
年 山 名 結果

派遣 一般 計

登頂4名

D41峰登頂4名
1978 3.035m7,135m 9 28 15

の

乙 ７ヌン

I峰登頂6名
Ⅱ峰登頂7名

19 2，370m7,120m 28 111978 ２ 17トリスル

5,850mまで（アイ
スパス）

(10）1Q
LJ 2,020mキャシードラル 6,400m 4 291979 9

｜
別 ドーム登頂19名 2,481m 121980 ケダルナート ３ 286,940m 17

6,000m付近で7名|2,9''"行方不明
rQ1
、リノ8 281981 ナン'ダ･カート|6,611m ６２

第一回

期間

カシミールヒマラヤ・ヌン(7,135m)

1978年8月4日～9月3日（31日間）

’ その後のヒマラヤ登山氏名・年令

沖允人（43）

小川務（33）

鈴木正規（47）

安藤忠夫（34）

飯村富彦（33）

高橋太一郎(30)

結
E日
オく

’隊長

登筆隊長 8/23D4,(5,813m)登頂

ﾉﾉ隊 員

8／22ヌン登頂

ノノ

東英樹（28） 1981年カツシヤーブルムI(8,068m)

登頂

ﾉノ

8/23D4,(5,813m)登頂八嶋寛（27） 1981年ヤルンノ･カン（8，518m？）

登頂

寺本政幸（27） 8／22ヌン/登頂 1981年ナンダ・カート(6,611m)

で死亡
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ガルワールヒマラヤ・トリスル(7,120m)

1978年9月10日～10月7日(28日間）

第二回

期間

氏名・年令 結
日ヨ
オ＜ その後のヒマラヤ登山

隊長｜稲田定重（38）

野中和雄（29）副隊長 9／28Ⅱ峰(6,690m)登頂

鈴木節男（24）貝隊 9／27無名峰(6,100m)叢頂

ﾉﾉ副
濡
秀夫（32）

孝夫（25） 9／28Ⅱ峰(6,690m)登頂

安中秀子（28） 1980年バギラティⅡ(6,512m)

隊長・登頂

ﾉﾉ

角田不二(25)|9/281峰(7,120m)登頂 1981年ヤルン・カン（8，518m？）

篭頂他遠征多数

’中岡久(28） 9/281峰(7,120m)登頂 1981年ランタン・リ(7,239m)

登頂

北川勇人(25） 9／28Ⅱ峰(6,690m)登頂

飛田和夫(32） 9/281峰(7,120m)登頂 1981年ヤルン・カン／（8,518m？）

登頂

釣部恵子(24） 9／28Ⅱ峰(6,690m)登頂 '981年シシャパンマ(8,012m)

野島照雄(27）

今井清和(33） 9／28Ⅱ峰(6,690m)登頂

和田誠治(29） 1982年サトパント(7,075m)

高原修(34） 9/281峰(7,120m)登頂

真島博志(23） 9／28Ⅱ峰(6,690m)琶頂
｜
函
一
葬
一
鵬

Ｊ
ｊ
ｊ

７
９
８

２
２
２

く
く
く

夫
一
寛

茂
健

9/281峰(7,120m)堂｣貝

9/281峰(7,120m)登頂 1981年ヤルン・カン（8，518m？）

晋頂他

第三回

期間

クル地方・キヤシードラル(6,400m)

1979年9月16日～10月14日（29日間）

氏名・年令 三
１

Ｊ
に糸 果 その後のヒマラヤ登山

山倉洋一(49）隊長

副隊長

ｲ:,久ﾄﾗﾀﾀー

佐々木正(38）

菅野武士(33）

吉野英二（26）医師

住友房夫(38）隊員

照井博(34） 1980年カネッシュ．ヒマールⅢ

(7,130m)で死亡

江端峯男（32）

角田 哲(31)

加藤守(28）

藤
部
斉
戸

Ｊ
Ｊ
Ｏ
５
３
２
く
く
子
子
則
洋

北畠須磨子(25）

|志田セツ子(24）
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第四回

期間

ガルワールヒマラヤ・ケダルナート(6940m)

1980年9月13日～10月11日（28日間）

名・年令

好雄（32）

氏
形
ユ
唯

一
隊
一

結 果

ドーム(6,831m)

その後のヒマラヤ登山

隊長｜尾形好雄(32）’10／2
副隊長｜山田昇(30)|10/1

登頂

ﾉﾉ

１
ｒ
ｌ

↓
〈
庁
グ

ン
〃
／

｜
イ
ー
ー
フ 角田不二（28） 10／2

10/2

″
｜
〃鍔

一
綱

隊
‐

貝 広美(37）’10／2
信広(36)|10/1 1982年冬期マナスル(8,156m)

ノ

飯田徳治(34）

遠藤喜重郎(33） 10／2卜・－

10/1

10／2

10/2

ム(6,831m)登頂1982年ブリクテイ(6,720m)登頂
ノノ

1983年シブリン(6,543m)予定〃

〃

ノノ

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ぅ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
９
９
９
’
７
５
５
５
４
３
３
３
２

３
２
２
２
．
２
２
２
２
２
２
２
２
２

く
く
く
く
ｌ
ｌ
く
く
く
ｔ
く
く

康
雄
久
枝
之
己
郎
子
洋
明
生
子
彦

博
久
敏
春
浩
正
一
陽
光
明
豊
昭

美
誠

佐
瀬
池
畑
形
村
谷
藤
岡
上
出

宇
関
高
菊
野
山
丸
木
熊
斉
藤
村
北

1983年シブリン(6,543m)予定″
｜
″
｜
″
｜
″
｜
″
｜
″
｜
″
｜
〃

1981年ブリグパント(6,777m)
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募集と準備

1981年ナンダ・カート隊の場合

1募集経過
1．1980年5月号(N0102号）ヒマラヤで、

会員に向けて「ナンダ・コット(6,861m)」

隊員募集

2．1980年9月号(N0106号）ヒマラヤで、目

標の山が「ナンダ・カート(6,611m)」に変

更になったことを広報し、併わせて、既に資料

を請求した会員に対して「1981年登山学校実

施山名の変更のお知らせ」を発送し、変更にな

った経過を説明し、改めてナンダ・カート峰の

資料を添付した。

3．募集資料の請求者に「1981年HAJ登山学校

計画質料」をその都度発送した。資料請求者は

最終的に24名となった。

4．8月27日ナンダ・カート峰初登頂の記録

（ヒマラヤソ・ジャーナル27巻)のコピーを資

料請求者に送付

5．10月20日ナンダ・カート峰に1972年登頂

したインド隊の記録のコピーを資料請求者に送

付

6．1981年2月12日参加申込者9名に第一回

合宿通知と負担金納入通知を送付

7．2月28日募集締切り

ざ-＄6-Zざ-F'-99弓1.Pr:LP歴L8i，い，可轡r:、Eざ'6じ異口5，骸7郡ﾉ晶謬n6Jr,悪ni－PJ6Lr灸LU3､里｡;弓?4，.f,､L2発L』耐呂._prgU諏畦召~:Lgrnいざ、1J八昌夢52~”-'八謬洩a-Fr'?J1･LH･コダもL目免LfJ．?;_畦~P3_白,~邪-Fg~2;-F蕊LDrﾛU鋤‘リグg響-~回,ご

議識識卿蕪墜慕霧溌登幽崇擬隊鴬募集磯議識
駕輯麓憲韓罵鍾蕊窯琴藻謬夢篭萄難幕縦鱸瀞》:篶墓鐘駕蕊憩澪舞:燕
fDLE』一目じ『且』Jr2じ晶廸j竜;.』:－6'玄:戸邑:Jj話蓉召"HI-DfZ0-:久哩rろじFz淳壷凸.;FQl型fhL弓愈Lj八L;温い『9J」r9gJ晶廸』、;」;今01－5八:J急ﾖﾏﾑﾘー90-0狼6-ざj-？DJ戸診5主〆日;』ぜ.p3-E-P8唖写bL苫ハロJ㎡、LB5-hEJr9轡穴呂三-Fb凸』'~qEI･卓､'5F'･牽・,戸.,白

地球上の最高所であるヒマラヤにおける登山は、にあたります。HAJ登山学校はその発祥の地、

岳人の誰もが憧れるところであり、素晴らしい世ナンダ・コットで行なう予定です。

界であることはいうまでもありません。しかしなナンダ・コットはインナー・ラインにあり、未

がらヒマラヤ登山は高所という自然的条件がもた解禁のピークですが、HAJの特別な活動により

らす様々な技術的困難さと渉外をはじめとする複実現する見通しであります。渉外上、メンバーを

雑な準備があいまって、実現させることは容易で早く確定させる必要がありますので、できるだけ

はありません。早く申しこんで下さい。

HAJは、一人でも多くの意欲ある登'''者にヒ

マラヤ遠征の擶会をと、1977年以来、4度にわこ目的①ナンダ・コット(6,86177',)の登頂。

り延べ90名近い会員をヒマラヤ豊山学校隊として②ヒマラヤ登山の基礎習得

派遣してきました。このヒマラヤ登山学校は、確時期1981年9月14日（日）～10月12日（日）

かな技術と経験を有する指導者（インストラクタ29日間（登|｣|期間15日間）

一）の統括のもとに、安全かつ確実を第1にでき負担金69万円（航空運賃、他の変動によりスラ

るだけ多くの隊員が頂上に立つことを目標としてイド）

実施するものです。定員隊員20名（申込11臘）インストラクター4名

国内における企画・研究・準備実務からはじま申込み1980年8月31日まで下記あて申込むこと

り、登山現場での高所登山技術の習得、帰国後の（詳しい資料を送ります。）

総括．報告までの遠征のすべての過梶に隊員が参⑦160東京都新宿区高田馬場3－23－1淀

画して行なうことをモットーにしております。橋食縄ビル新鯆506日本ヒマラヤ協会

81年は、日本のヒマラヤ登山が初まって45周年
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2準備活動

1．第1回合宿

1981年3月6日（土）7日，（日）の2日間に

亘って参加者全員が東京の協会事務所に集合し

合宿を行った。

隊員が広域にわたっているため、多回数の合

宿より数は少くとも実のあるミーティングを行

う方針を確認した。各隊員の意志の疎通は各係

の仕事に関する事を通じて行い、チームワーク

を作り上げて行くことを確認した。

遠征隊の発想から実施までの方法、高所登山

のあり方、高所障害等について全員で学習し、

高所登山について理解を深めた。

任務分担については、食糧を関東地区隊員、

装備を関西地区隊員、輸送、梱包を東北地区隊

員が分担することを決定し、直ちに各係の基本

計画策定に入った。

※この合宿の配付資料

A.ナンダ・カート登山基本方針（案）

各係の基本計画策定に必要な基礎データ

を盛り込んだB5版16頁のもの．

B・遠征学入門(PART-I～PART-V)

ヒマラヤ誌上で会員の阿部淳氏が執筆し

た計画立案に至るまでのアドバイスoB5

版11頁のもの

C.キャシードラル隊の準備と反省

1979年登山学校隊山倉洋一隊長が、出

発前にヒマラヤ誌上で発表した「キャシー

ドラル登山の問題点」と帰国後、年報

HIMALAYA1980に発表した「キャシー

ドラル1979年」B5版8頁

D.高所登山と体力

岩と雪71号に島岡清氏が発表した基礎

体力の実験レポートB5版5頁

E、高所登山とトレーニング

岩と雪75号に島岡清氏が発表した8，000

m峰登山の体力強化法考察B5版6頁

iﾌ．出発までの日程

第一回合宿から9月出発までの細かい日

程表

24

2．第2回合宿

5月3日（日）～5日（火）まで富士山、吉

田口から頂上で幕営し、悪天候のため一般技術

の訓練のみで下山。山中湖の宿舎へ移動し、各

係の基本方針の検討を行った。

3．この後、全体打合せは8月の梱包作業まで行

われなかったが、各係の担当者同志による打合

せは数度にわたって行われた。各係の計画は相

互に関係しており、電話、手紙による連絡は頻

繁に行われた。

この準備段階に於て各隊員の意思疎通が計ら

れ実のある準備が進められた。

4．梱包作業

8月15日（土）～16日（日）に協会事務所

で梱包作業を行った。遠征準備の国内での最終

段階であるこの作業は、出発間近かと言うことも

あって、精力的に、かつ楽しい雰囲気で進めら

れ、更に終了後、出発までの最終打合わせが行

われた。

5．遠征までの学習

A.目標とする山の記録・写真等により、山に

関する概念等について学習

B.機関誌「ヒマラヤ」連載の論文「遠征学入

、門」等により、遠征を行おうとする動機、発

想から実施計画策定までのあり方、方法等に

ついて学習

C.過去の登山学校の報告等により、高所登山

の実際等について学習

D.高所登山と体力、トレーニング、高所順応

等について、過去の記録、論文等により学習

6．参加隊員は、登山技術等については豊富な経

験を有しているが、海外登山特に高所登山は未

経験であるため、事前の学習も遠征のあり方、

高所に関する問題等を重点的に学習した。

また、異なる文化に接した時のカルチャーショ

ックを少なくするため、インドの文化等につい

ても経験者の話等により予備知識の学習を行っ

た。



3配布資料から 1981．3．第11回合宿で

インストラクターから隊員に配付

ナンタ・・カート(Nanda･Khat6,611m)登山基本方針(案）

1．目標

ナンダ・カートの可能な限り多数の隊員によ

る登頂

2．隊の構成

隊長1名ドクター1名インストラクター

2名隊員9名リエゾン・オフィサー1名

ハイポーター3名コック1名キソチンボーイ

3名

3．登山行動の概要

（1）登塞ルートの概要

ピンダリ氷河(PindarGal)とチャングー

チ氷河(ChanguchGal)の合流点附近の約

4,000mにBCを設営。ピンダリ氷河下部ア

イスフォールをぬけ、トレィル・パス(T'ams

Pass5,896m)下部の雪原に出る。この雪

原にC1(5,100m)を建設し、ナンダ・カー

トから東にのびる稜にルートを求める。東稜

の約6,000m附近に最終キャンプC2を建設

し頂上に至る。

（副登山活動の概要

限られた登山期間（13日間)において、参

加者全員が無理なく高所の順応を得て登頂で

きる行動を前提とし、登山期間を3期に分けて

行動する。

i)第1期

先発隊（2名）によるBC･C1の建設及び

ピンダリ氷河下部アイスフオールのルートの確

保及び本隊の受入れ準備

li)第2期

6,000mまでの高度順化及び最終キャンプ

建設と頂上アタック体制の確立

’1）第3期

ナンタ､・カートの登頂及び各キャンプの撤

収

※短期間に登頂を可能にするには、高所への
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順応が大きなファクターとなるので、積極的

な高所順化への対応が望まれる。

尚、登山期間は、登頂の成功、不成功に関係

なく13日間で打切る。

(3)隊員行動について

i)先発隊

先発隊は本隊より10日前に出発し、デ

リーにおける登山手続、隊荷の通関、物資

の購入等を行い、リエゾン．オフィサー

(L/O)ハイポーター(H･P)コックその他

ベースキャンプポーター(B･P)等､及び

本隊々員のキャラバンに必要な個人装備を

除く隊荷と共にデリーを出発する｡C1建

設後、BCにて本隊と合流

11）本隊

本隊は、日本出発前日に東京に集合し、

デリー到着の翌日BCに向けて出発する。

lil)登筆行動

BCにおける本隊及び先発隊の合流後は

隊を2班に分け、日差行動を原則とする。

但し、班の編成は、隊員の体調により適

宜変更することもありうる。

各キャンプにおける生活単位は3人一組

とする。

隊の統括は隊長が行うが、登掌中の細部

行動は各インストラクターの現場判断に基

づいて行う。

H｡PはBCよりClまでの荷上げのみ

とする。

(4登山活動における問題点

l)登塞ルート上における問題点

a)ピンダリ氷河下部アイスフォール

アイスフォールの通過が、本登山

のルートの上で最大の課題である。

BC～Clの高度差は約1,100mであり、



いかに効率良く、かつ、安全なルートを

確保するか、先発隊の任務は大きい。

b)トレイル・パス下部雪原のヒドン・ク

レパス、この雪原は、ピンダリ氷河の梱養

域となっているので、ヒドン・クレハス

に充分注意を払う必要がある。固定ロー

プのない所では、アンザイレンによる行

動を厳守し、確保したルートから外れ

ないよう注意を要する。

li)高度障害に係る問題点

4,000mを越える高所においては、高度

による障害を避けることはできないので、

いかに障害の程度を低く押え順応するかを

考えるべきである。

高所未体経験者にとって、高度障害は大

きな不安ではあるが、いたずらに不安を助

長させるのではなく、出発前の学習、体力

の強化等により積極的に高度の問題に取り

組み、高所登山技術の中で重要なひとつと

言われる「自己管理」をスムーズにできる

よう努めるべきである。

また、高所においては、意識レベルの低

下により、高度障害の自覚は困難となるた

め、隊員相互による観察も必要であり、隊

員同士の相互理解、チームワークが重要と

なる。

※出発前の学習で得た知識は、現実にその

事柄に遭遇した場合、その対応処理が速

やかに行なわれる。少くとも下記につい

ては目を通しておくべきであろう。

○高度障害に関する解説、研究、実例等

に関する文献等

○海外登山の報告書等による海外登山の

実情等

○その地方の気候風土、文化、人々の生

活状況や物の考え方等

予定日程

（省略）

キャラバン日程
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6．キャンプ配置

（1）キャンプ位置の概要

I)BC

ピンダリ氷河とチャングーチ氷河の合流

点付近の右岸約4,100m

ll)C1

ピンダリ氷河下部アィスフォールを抜け出

た雪原の末端約5,100m

11l)C2

ナンダ・カート東稜上約6,000m・ルート

によっては主稜と東稜の間、上部雪原とな

る事も考えられる。

■

4

5
’

※BCに於るテントはシカール社で準備(1)
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BC

n1
レユ

C2

テン卜数

隊員用テント

L／0用（2～3人用)×1

HP用（6～7人用）×1

冬天（4人用）×4

冬天（4人用）×2

標高

4,100m

5.100m

6,000m

高度差

}lpOOm
”

}900m



7．行動予定表
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左の60
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生活器材
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燃料
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計
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登塞器材
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人日 日0
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上段：各キャンプ必要量

下段：累積量※重量原単位食糧:1.5kg/人．日

生活器材:8.01e/天幕

燃料:1.0kg/天幕．日

※個人装備、通信器材、行動時登挙用器材は含まず。
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(1)各キャンプ宿泊人数
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9食糧及び装備について

（1）食糧

登山期間が短い事を考慮し、食べやすく、

美味なものを中心に考える。また、高度障害

への対策として水分の摂取量（約4』／日）

も考えて計画立案する。

（2）装備

l)特に登塞に困難な山ではないので、登塞

用機器等に特殊性を考える必要はなく､過去

の登山学校等の計画を参考にしながら立案す

る。尚アィスフォールの通過を考慮しFixP

－ススノーバーの数量は下記の通りとする。

FixロープBC～C1500m

C1以上200m

ニート
ロl

BC～Cl

C1以上

700m

30本

10本

スノーノミー

計40本

||）個人装備

登山期間及び都市滞在期間が短いので、

余分な物は持たないように努める。
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隊の構成

隊 長  小島 守夫(41) 1940,3  

宇都宮市

(勤）栃木県中央蚕業技術

指尊所 宇都宮白糸会所属

1968 ボリビア ・ アンデス

1976 ラソク ｀ノ ・ ヒマ ール

1980 ラソクン ・ ヒマ ール

副隊長 藤倉 和美(31) 1950.3生 

 東京都豊島区

無職 雪と岩の会所属

・ ピ1974 ツクチェ ーク(6,920m) 登頂

1978 ヒマルチュリ(78 93)登頂

1981 カ ｀ノチ ェソジュンガ(8,598m)

登頂

※1976年には、 ネバール政府に招か

れて、ネパール人のみの登山 隊の技

術指導を行った。

隊員 鈴木 陽一(28) 1953.7. 生 

神奈川県相模原市

C勤）日本電気（株）横浜事業場

日本電気横浜山岳部所属

（積雪期）槍ケ岳 鹿島槍ヶ岳

白峰三 山 聖岳赤石岳 仙丈岳

クソブ ・ヒマ ール 台淮 · 玉山

隊 員 阿部 直彦(35) 1946. 1生 

 横浜市旭区

C勤）京橋郵便局 東京こぶし山の会

所屈

29 

（積雪期）臼馬岳主稜 鹿島槍ヶ岳

白峰三山 白馬岳～唐松岳

隊 員  本田 荘八(30) 1951.5.生

横浜市緑区

隊 員

（勤） 日本電気（株）横浜事業場

日本電気横浜山岳部所属

（積雪期）北岳 仙丈岳 表銀座縦走

埜口 正則(29) 1952.5生 

吹田市 

(勤）吹田郵便局 岳友クラプ所 属（栖

雪期）八ヶ岳 富士山 鹿島槍ヶ

岳～五竜岳 北鎌尾根 屏風岩

隊 員 寺本 政幸(30) 1950.11生 

愛知県津島市

C勤）青山製作所 

ちんぐるま山の会所属

1978 ヌソC7,135m)登頂

隊 員 斎藤 孝雄(35) 1946.11生 〒985

宮城県多賀城市 C勤）ソニ ー ・ マグ

ネ ・ プロダクツ 雪茜山の会所属

（積雪期）剣岳北方稜線 朝日連峰

奥大日岳北面 早池峰

※尚、 一般参加隊員として、 この他に参加申込

（申込書の提出と申込金の納入）があったの

は、 坂本正智(43)、 高井 勝夫(26)、 勝畑浩

(24)の三名がいる。 坂本、 高井の両名は 7

月に勝畑は5月に参加を取消している。 又、

この他に1名については申込書のみ送付され



’

申込金納入ないまま1980年12月に取消しが

あった。

※読売新聞の1981年10月20日付「95分署」

一死を直視した山男･･･…それでもヒーマラヤヘ

ーの記事の中で記者が取り上げている「~若松

－実践・行動報告一

1981年8月29日、藤倉副隊長、ネパールか

ら本登山隊準備のためニューデリーに到着。

9月5日、先発隊の寺本隊員が成田を出発、

7日にニューデリーに到着し、藤倉副隊長と合

流、現地渉外、出発準備を行う。

9月10日、先発隊ニューデリーを出発し、ア

ルモラに泊る。

9月11日、本隊（小島、阿部、斎藤、本田、

埜口、鈴木）の6名が東京集合、出発準備を行

う。

先発隊：アルモラーカプコットヘ（バス）

9月12日、本隊；成田発

先発隊：カプコットーロハルケット（徒歩）

先発隊に同行していたリエゾンオフィサーはア

ルモラヘ引き返す。

9月13日、本隊:早朝ニューデリー着、午前

10時チャーターバスでアルモラに向けて出発、

宿舎でリエソ㈱ンオフィサーと合流。

先発隊：ロハルケットーダクリ。

9月14日、本隊：アルモラーカプコツト（バ

ス）先発隊：ダクリーカテイ。

9月15日、本隊：カプコットーロハルケット

先発隊：力ティープルキア。

9月16日、本隊：ロ/vレケットーダクリ。

七発隊：プルキア～ベースキャンプ。

9月17日、本隊：ダクリーカテイ。

先発隊：約4100m地点までルートエ作。

30

芳信(28)｣氏が､この隊に「加わるはずだっ刺

と書かれている。そしてこの隊に応募したの

は10人に満たなく､若松氏もその一人だった。

との事であるが、当方にはそのような該当者

はいないので公正を期すために紹介した。

－隊長小島守夫一一」

9月18日、本隊：力ティープルキア。

ナンダ・カートの姿をとらえるoBCの先発

隊と初交信、先発隊:C1予定地までのルー

トエ作。

9月19日、本隊：プルキア～ベースキャン

7｡(3700m)･先発隊:BCにて隊荷整理。

全員BCに合流。

9月20日、BC～C1途中～BC

朝から雨模様のため、C1入りを中止し、

小島を除く7名とハイポーター3名が約4350

m地点まで高所順応を兼ねて荷上げを行う。

尚、隊員以外のBCの陣容は、リエゾン

オフィサー1名、ハイポーター3名、コック

1名、キッチンボーイ2名、シカールトラベ

ル社員2名である。

9月21日、BC～C1(4800m)

雲一つない好天となり、全員でC1建設に

向う。

藤倉、寺本、ハイポーター1名計3名がC

l泊。小島、阿部、斎藤、本田、埜口、鈴

木とハイポーター2名、シカール社員1名は、

BC～C1～BCと荷上げを行う。

9月22日、C1～C2途中～C1

藤倉、寺本、ハイポーターはC2へのルー

トエ作（ナンダ・カートから東にのびる岩稜

のクーロアールルートを求める）を行う。

本田、埜口、鈴木、ハイポーター2名、シ



カール社員1名はCIへ荷上げし、隊員はCI

泊り。阿部、斎藤は4350mまで荷上げしてBC

ﾉ､o

9月23日、C1～C2予定地～C1

藤倉、寺本、本田、埜口、鈴木の5名はC2

予定地までルートエ作してClへ戻り、阿部、

斎藤、H｡P2名、キッチン1名がC1へ荷上げ

し、隊員はC1に宿泊、他の3名はBCへ、

9月24日休養日

9月25日C1～C2

藤倉、寺本、鈴木の3名はC2を設営し宿泊。

阿部、斎藤、本田、埜口の4名はC2へ荷上げ

してC1へ。小島がBCからC1に上り宿泊。H

P2名がBCからC1へ荷上げしてBCへ。

9月26日、C2～C3予定地～C2

藤倉、寺本、鈴木の3名はC3予定地約6000

m)までルートエ作してC2へ。

阿部、斎藤、本田、埜口の4名はC1からC2

へ。小島、HP1名CI滞在。

9月27日、C2～C3(6000m)

久しぶりの快晴となる。C2の7名がC3の

設営に向う。12時の交信でC3を設営中との報

告であった。又その後の予定は、藤倉、寺本、

鈴木が上部へのルートエ作、阿部、斎藤、本田、

埜口の4名はC2へ下るとのことであった。

16時の交信でC2に向ったパーティとの連絡

が出来ず心配であった。しかし17時の交信で

C2に向った4名がC3に戻っていることが確

認された。正午すぎからの降雪のため、C2-'､

のトレールを見失いC3へ引き返したものと

判明。

C3の藤倉と協議した結果、この時点で再度

C2へ下降を試みることは非常に危険であり、

C3は4～5人用テントー張りであるが、何と

か収容可能とのことなので、明日下山させるこ

とにした。

18時の交信、明日の行動予定について協議し、

天候次第であるが、藤倉、寺本、鈴木の3名は

頂上アタックへ、阿部、斎藤、本田、埜口の4

名はC2へ下降と決定する。この時点でC1で

もかなりの降雪なので、上部キャンプの雪崩等
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に対する安全性について確認したが、C3，

C2とも大丈夫とのことであった。尚、降

り続いているため充分注意するよう指示し、

明朝7時の交信を約束して終了した。

9月28日

朝約束の7時に呼んだが応答なし。その

後、7時30分、8時、9時、10時、12

時と交信を試みたが依然として応答なし。

トランシーバーの故障とも考えてみたが、

C3には2台あるはずであり、2台同時に

故障というのも考え難く、何らかのアクシ

デントが発生したのではないかと判断した。

（状況から考えて雪崩に遭遇した公算が強

い考えだが、しかし、C3･C2はC1から

状況確認の出来ない場所なので、あくまで

も推測の域を出ないものであった。）その

結果、今後の対策を協議するため、一旦B

Cに下ることにし、午後1時HPと共に下

山を開始し、午後5時BCに到着した。

BCにおいて、リェゾンオフィサー、シ

カール社のラジェシュ氏と協議した結果､29

日HP3名をCl附近の状況確認に向わせ

る。一方、関係機関への連絡については、

29日のHPからの連絡を待って、一名をニ

ューデリーへ向わせることに決定した。

9月29日

HP3名がC1に向かい午後5時に到着

した。しかし、C1はテントー張が雪崩に

より埋没しているとの連絡が入った。また

その他のC1附近の状況からHPを更にC

2、C3に向わせることは危険であると判
ソロ

断し、30日にBCへ下山するよう指示した。

9月30日

コックのダクを連絡のためニューテリー

ヘ派遣したoHPがClからBCへ下山。

10月1日

天候の回復が見られたので小島がHP2名

と再度捜索のためC1へ上がり宿泊。

10月2日

C1からC2に向うも積雪が多く、C2到

達は無理と判断し、クーロアール取付地点



から引返しBCに下山した。この間にリエソ．ン

がアルモラに下山したことを知る。

その後BCにて隊荷を整理し、10月4H、午

前8時最後の呼びかけを行った後、BCを後に

し下山を開始し、10月7日、カプコットで協会

から派遣された伊東君と合流、カプコットに到

着していたITBP救助隊に状況説明をした後ア

32

ルモラに向う(ITBPは11日にBC入りし、

15日までC1附近で捜索を行ったが多量の

積雪のため断念、18日BCを離れた。）

10月8日、ニューデリー到着、日本と連

絡をとり、12日まで滞在し､再び小島がB

Cに向いITBPと合流し、24日ニューデ

リー帰着、10月25日成田着。
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事故対策本部日誌

10月3日（土）

15:00稲田定重專務理事と山森欣一事務局

長が稲田宅（福島県双葉郡浪江町）で事業推

進の打合わせを行っているところへ、ニュ

テリーの旅行会社シカール社から国際電話が

入り、ナンダカート隊遭難の第一報となっ

た。その場で打ち合わせを行い、東京の事務

所にいた菊地薫評議員と打ち合わせ、仕事の

分担を行った。折り返えし東京からニューデ

リーへ電話を申込む。

17:00ニューデリーと電話連絡がとれて、

小島守夫隊長がベースキャンプで吹き込んだ

カセットテープを日本大使館で聴いた、と言

う北海道大学山の会越前谷幸平氏から内容を

聞くことができた。

18:00隊員家族、協会役員への連絡を浪江、

福島、東京で分担して開始する。

22:15外務省・中村氏よりヘリコプター出

動について問合わせがあった。

23:20渉外要員派遣のためのチケットにつ

いてエアーインディア・石井晃氏と協議。

1981年10月4日（日）

7:00稲田・山森東京本部へ入り直ちに対

策本部の陣容を以下のように決定した。

ナンダ・カート峰事故対策本部

総括責任者稲田定軍（協会専務理事）

対策本部長II1森欣-(協会常務理争:)

本部員（報道関係）菊地薫（協会評議員）

（家族関係）八木原圀’ﾘ1

士居正勝

（総務関係）尾形好雄

佐久間隆

（現地派遣）伊東満

15:00高田馬場・シチズンボウル2階会議

室に於て、家族・友人・報道等関係者に対す

る説明会を開催。
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16:40成田に到着した越前谷氏から、ベー

スキャンプで小島隊長が吹き込んだカセット

テープを受取る。第一次渉外として伊東出発。

22:00宿舎の大正セントラルホテル会議室

に於て家族・友人・報道等に対して小島隊長

肉声のカセットテープによる事故報告を公開。

10月5日（月）

13:00冬期エベレスト西稜登山計画の中止

を決定し、スポンサーとの契約を解除した。

15:00家族への説明会席上に於て、最悪の

場合を仮定して今後の対策について協議。捜

索隊の概要について検討した。

20：45大正セントラルホテル会議室で家族

会を開き「遭難の最終結論は小島隊長から電

話により事故対策本部に情況報告があった後

決定するo10月6日夜までに生存が確認され

なければ次の行動（捜索隊派遣等）を開始す

る必要がある」ことを確認した。

父、家族会の出席範囲を協定した。

23：30捜索隊派遣について家族の意向を打

診した。

10月6日（火）

18:20家族会の模様をNHKから撮影したい

旨申入れがあった。家族と協会から今回の事

故についてNHK放映に行き過ぎの血があpた

ことについて抗議した。捜索隊の想定される

規模や筏用について家族側に具体的に説明を

行った。派遣については一家族が反対であっ

た。

10月711(水）

20：50家族会を開き捜索隊派遣について具

体的な意見交換を行う。その後家族だけの話

し合いを持った。

21:50再度家族会を開き、捜索隊派遣につ

いて家族側の合意内容が確認された。しかし、

一家族が反対の立場であり協会側は受け入れ



ることができなかった。その後、協会側に何

点かの質問があり捜索隊派遣について全家族

が合意したため協会もこれを受けることに決

定した。

10月8日（木）

18:00ニューデリーに帰着した小島隊長か

らの電話による報告が入り、これにより遭難

と結論を出した。

20:00家族会を開き小島隊長から受けた事

故状況とその後について報告した。

10月9日（金）

13：25大正セントラルホテルで最後の家族

会を開催し、捜索隊の派遣スケジュール、小

島隊長帰国報告、今後の連絡方法等について

協議した。又、捜索隊派遣についての全家族

と協会との合意書の作成について原案が出さ

れ了承した。

10月12日

協会々員に対するカンパ依頼状を発送。

10月15日

第二次渉外員として稲田出発。

10月17日

第一次渉外員伊東帰国。入れ代わりに第三次渉

外員として八木原圀明出発。

10月18日

第二次渉外員稲田帰国。

10月21日

捜索隊の先発として菊地薫隊長、鈴木茂隊員が

カトマンズに向けて出発。

10月25日

捜索隊の本隊として尾形好雄副隊長他6名がニ

ューデリーに向けて出発。小島隊長帰国。

10月26日

小島隊長・山森事務局長が外務省・日山協等関

係機関にお礼傍々挨拶に回る。

10月31日

午後からシチズンポウルに於て小島隊長による

事故報告会を開催した。終了後、各キャンプか

ら回収できた隊員の遺品の引き渡しを行った。

第三次渉外員八木原帰国。

11月2日

捜索隊ベースキャンプ設営
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11月14日

ナンダ．カート通信No1発行

11月24日

ナンダ．カート通信No2発行

11月28日

捜索隊ベースキャンプ撤収

12月6日

捜索隊本隊帰国

12月10日

ナンダ．カート通信No3発行

12月20日

東京・岸記念体育館に於て捜索隊報告会を開催

した。続いて合同追悼会・家族会を行った。

12月25日

家族からの除籍手続きを速やかに行って欲しい

旨の申入れがあったので法務省民事局第二課の

戸籍係に出向き、事故状況・捜索状況・各家族

の除籍についての考えと手続情況を報告し、各

法務局に対して速やかに死亡届受理の見解を出

されたい旨申入れを行った｡(山森事務局長）

1982年1月13日（水）

読売新聞・夕刊「ニュースすぐらんぶる」の欄

に捜索隊の模様がとり上げられ報道された。

1月16日

ナンダカート通信No4発行

1月17日

寺本政幸隊員葬儀（愛知県津島市）が行われた。

小島守夫、菊地薫、山森欣一参列。

1月22日

法務省民事局第二課よりナンタカート事故の

7隊員については「死亡」と認める旨連絡が入

った。

1月23日

ナンダカート通信No5発行

1月24日

埜口正則隊員葬儀（大阪府吹田市）が行われた。

小島守夫、菊地薫、山森欣一参列

1月27日

ナンダ・カート報告書に掲載する各隊員の追悼

文依頼状を発送した。

1月31日

鈴木陽一隊員葬儀（山形県南陽市）か行われた。



小島守夫、菊地薫、稲田定重参列

2月14日

藤倉和美副隊長葬儀（福島市）が行われた。山

倉洋一、稲田定重、菊地薫参列

斎藤孝雄隊員葬儀（宮城県塩釜市）が行われた。

小島守夫、西郡光昭、山森欣一、伊東満参列

2月21日

本田荘八隊員葬儀（新潟県長岡市）が行われた。

小島守夫、稲田定菫、館野秀夫参列

3月9日

捜索隊八ミリフィルムを希望者に複製して発送

した。

3月10日

ナンダカート通信No6発行

3月15日

外務省より死亡関係書類受哩

小島隊長からの通信

ナンダ・カート峰隊について悪いニュースを送

らなければならなくなりました。順調にルートを

延ばしていたのですが、27日、C3入りした藤倉

以下3名と、C3からC2に戻る途中トレールを見

失い、C3に戻った4名計7名との交信が27日夜6

時の最終交信を最後に、28日の最初の交信である

朝7時の交信から29日の現在までコンタクトでき

ずにいます。多分、27日夜からの降雪のため、雪

崩に襲われた可能性が強いと思われます。私とハ

イ・ポーターの1人はClにいましたが、28日の昼ご

ろまでに60～70Cmの積雪がありました。

28日12時の交信まで続けましたがコンタクトでき

ず、B・Cに下ることに決定し、夕方5時にB・

Cに下り着きました。その後B・Cから交信する

も連絡とれず、リエゾン・オフイサーとシカール

社のラジェ氏と協議し、29日、早朝、3名のハイ

・ポーターを捜索のため、C1に上げましたが、依

然として天気か悪く期待薄です。連絡について協

議をした結果、コックをデリーまで行かせた方が

早いということで、この連絡を届けることにしま

した。在インド日本大使館、1．M°Fにはとり

37

3月28日

阿部直彦隊員密葬（横浜市）が行われた。小島

守夫、山森欣一、佐久間隆参列

4月1日

阿部直彦隊員葬儀（大分県竹田市）が行われた。

山森欣一、片岡邦夫参列

4月2日

ナンタ・カート通信No7発行。ナンダカート

ベースキャンプ訪問申込言発送。

4月8日

全隊員の葬儀が終了したのでナンダ・カート事

故に対しご協力いただいた皆様へお礼の文言発

送。

5月6日

ベースキャンプ訪問について意思確認を行った。

(肉声を吹き込んだテープから）

あえず現段階のことについて、シカール社から連

絡をして¥,らうことにしてありますが、その後の

対策については、手を打てずにいます。こんな結

果になって誠に申し訳ありませんが、今後の対策

についてよろしくお願いいたします。

9月29日、B・Cにて小島。

（テープに少し間があり）

その後の経過について若干お知らせしたいと思

います。

29日夜、C1に達したハイ・ポータからの連絡によ

りますと、Clのテントが、多分、28日夜と思われ

ますが、雪崩で流されて埋没しているとのことで

す。以上のような経過から、このままハイ・ポー

ターを上部で動かすことは、さらに危険を増すこ

とにもなりますので、29日夜の段階で、30日に

Clを徹収してB・Cに下山することで決定いた

しました。つきまして私のその後の行動予定とし

ては、3日までB・Cに滞在し、予定通り4日に

はデリーに向けて下山したいというふうに考えて

おります。その件よろしくお願いいたします。



渉外要員報告

O第一次伊東満（10月4日～10月17日）

－10月5日16時39分国際電話一

今朝、デリー着と同時に大使館の八嶋さんが空

港まで出迎え。八嶋さんの情報は次のとおり。

状況については、クマールの情報と変わりなし。

大使館の情報源は、Mr・クマールと1．M°Fか

らであるoMr・クマールの情報は、彼のスタッフ

のB・Cからの手紙によるものであり、この手紙

のコピーは、越前谷氏から受け取ったものと思う。

大使館から外務省を通じヘリの要請をした。陸

上からの捜索は出た模様であるが、確認できない。

新聞の捜索隊準備中の報道は、1．M・Fのでき

るであろうという話が大使館に伝わりs大使館か

ら新聞社の取材に対してでるであろうという言葉

が準備中に変った模様。

陸上からのヘリを飛ばしても状況の確認ができ

ないかもしれないo1．M°Fのサリーソ氏の見

解は、捜索隊が行っても無駄であろうといってい

る。水曜日、木曜日は宗教上の行事で休みになる

ためヘリは飛ばせない。ヘリによる捜索は、今日

と明日の2日だけに限られる。

C1とC2の2パーティに分かれているの情鋼ま、

インドのI・T．B．Pから得たものと思われる

が真偽は不明。

以上が八嶋さんによって得た情報です。結局の

ところMr・クマールの情報が最も信頼性がありま

す。

IMFの件ですが、午前中IMFへ行きましたが、

サリーン氏は会議中で会えませんでした。午後、

再度会う予定ですが、サリーン氏の部下の方とお

話しをしまして、ヘリと地上からの捜索を行なう

よう要請中です。午後、サリーン氏と会って再度、

要請する予定です。

Mr・クマールの見解では、小島隊長がデリーに

帰るのは7日夕刻ごろであろうと推定される予定

は、4日B・C発、6日夕刻カブ･コット看、7

日夕刻デリー着。それでヘリと地上からの捜索が

決定しましたら、すぐに再度、電話をいれる。ヘ

リに生存者をできるだけ多く収容したいので私は

ヘリには乗りません。小島隊長をヘリで収容する

ことは、小島隊長がベースを出て下山中の可能性

もあり、無理かも知れません。

だいたい以上のところです。その後の新しい情

報についてはデリーでも得られておりません。

O第二次稲田定重(10月14日～10月18日）

第1次渉外員として派遣した伊東満が休暇の都

合で帰国せねばならないこと、HAJの責任ある

立場の者が行く必要が出てきていることなどから

急拠出発の運びとなった。

10月14日（水）

浪江からタクシーを飛ばして30分、原町駅よ

り24時30分の急行に乗る。

10月15日（木）
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上野5時19分着。モノレール浜松町駅で尾形君

より大阪までの航空券と渉外旅費を手渡され、羽

田発7時55分のANAで大阪空港9時着。空港で

西遊旅行の中江氏よりデリー往復チケットを受領、

10時45分発TG921便に乗る。マニラ経由バン

コック17時30分着｡22時発のTGに乗り換え

る。

10月16日（金）



ニューデリー空港着2時。伊東君とクマール氏

の出迎えをうけ、インペリアル・ホテルに入る。

伊東君よりこれまでの経過を聞き、4時就寝。

8時30分、シカール社に行きクマール氏と捜

索隊派遣にともなう諸事項をひとつずつつめて行

く。また、在印中の渉外事項の進め方を打合わせ

る。

10時30分､IMFに行き、モトワニ事務局長に

これまでの協力を感謝するとともに捜索隊派遣に

必要な協議を行う。登山パーミッション、ロイヤ

リティ、リエゾンの件、その他スムーズに運んだ。

しきりに冬のヒマラヤの危険を説かれるが、精鋭

隊であることを強調して納得を得る。

10時50分、エアー・インディアにJ･シン氏

を訪ね、小島隊の隊荷輸送の件で協力を依頼、エ

クセスなしのフリーパスとしてもらうことでOK｡

氏のはからいでH･C･サリーン氏、ITBPヘッド

クォーターと連絡をとりアポイントを取りつける。

15時、日本大使館に八嶋耆記官を訪ね種々話

合いをするoHAJの諸要請に関していかに大使

館が精一杯対処しているか､対策の問題点などを話

される。ひとつずつ話をつめて了解をいただくとと

もに今後の方策、死亡証明書の件など協議して辞

去する。

17時30分、IMF総裁H･C･サリーン氏と通

信省別館で会う。御協力に感謝するとともに現在

までの状況を聞き、捜索隊受入れについてお願い

する。大変懇切な対応に只感謝。

18時30分、伊東君は今夜のフライトで帰国の

ため空港へ向う。諸事伝言を依頼する。ホテルで

整理と記録を行う。走りづくめの1日だが疲れは

感じない。日本へ電話3回。

10月17日（土）

8時30分、ITBP司令官フカム・シン'氏宅を

訪問、救助活動に御礼を申しあげ、状況を聞く。

既にITBP隊は下山の途についていることを知る。

遭難防止に関して氏のアドバイスを聞く。

10時40分、IMFにモトワニ事務局長を訪ね

て捜索隊派遣の件、他について細部をつめる。小

島隊のリエゾンが漸く帰ってきていてさかんに事

情聴取を受けている。大使館の八嶋氏も来ていて

一諸に今後の対策をお願いする。

14時、シカールに行き捜索隊受入れの具体策

を打合わせる｡16時､ホテルに帰り引きつぎ事項

をメモ、17時、ヨーク・ホテルに仙台トリスル

隊を訪ねる｡18時、YMCAホテルに旭川隊を訪

ねてミーティング、捜索協力の申し出を受ける。

18時50分、ニューデリー山岳協会々長アルワ

リア氏（国会議員、今回のアジア大会聖火リレー

の第1走者をつとめた）の自宅に行きHAJとの協

力関係について話し合う。

19時55分、J･シン氏宅を訪問、その後市内

に出て会食、22時30分ホテルにもどり帰国準備。

23時55分、チェックイン完了。日本へ電話3回。

10月18日（日）

ニューデリー発2時20分、TG933便にて第3

次渉外員の八木原氏の空港着とすれ違いに出発す

る。仙台隊と一諸になる。バンコックにてエンジ

ントラブルのため正午発のTG600便にのりかえ

る。待合時間に日本に電話で概要を連絡。

成田着22時20分、電車がないため上野駅でステ

ーション・ビバークをする。

10月19日（月）上野発7時、帰宅11時1Q分。

何ともあわただしい渉外であった。

O第三次八木原圀明(10月17日～10月31日）

10月17日成田発。出発前成田で帰国した伊東

と会い、引継ぎを行う。

18日ニューデリー着。日曜日のため動け

ず。仙台山岳会隊のトランシーバーの

件で電話が2本入る。
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19日11時にシカールトラベル社のラジェ

ッシュ氏がホテルへ来て打合わせを行う。

①1･M．F訪問＝モトワニ氏とクリシニ

ナ氏に会い、英文メンバーリストを渡

す。捜索隊の申請害を提出すると、今



回は登山ではなく捜索なので第三キャン

プ（約6,000m)までの許可とのことであ

った。小島隊のリエゾン・オフイサーの

事故報告書は1．M・Fに届いているので

明日コピーを受取ることにするol･T

B・Pの報告は未だ届いていない。ジョ

シマートのヘット．・クオータヘ帰ってか

ら報告書を作成するので1週間以上かか

るであろう、とのことであった。更に捜

索隊の増員の場合の必要事項について細

かくアドバイスを受けた。

②日本大使館訪問＝矢嶋二等書記官と会

う。和、英文の捜索隊計画書を渡す。現

地で参加してもらう旭川志岳会の3名に

ついて事情を説明。死亡推定証明書の発

行については、I・T．B．P，L/O

等の報告書が届かなければ難かしい･大

使館では、伊東、稲出に言ったことと同

じことを長時間聞かされた。又、IoT

B・Pの行動はヘリコプターの飛行等と

共に軍事機密であり明確には出来ないと

のことである。

③東京からL/O変更依頼の電話入る。

10月20日シカール社訪問=L/Oの変更依頼の

手続きを頼む。シカール社員がL/Oの

報告書のコピーを取りに1．M。Fへ出向

くが、サリーン総裁が読んでいないので

コピーできないとのこと。エアーインデ

ィアのジョギンダール・シン氏は病気の

ため出社していないo1･M°Fから捜索

隊の隊荷の総量を聞かれる。

10月21日①エアーインディアのカブール氏から

捜索隊の日程の質問ある。②エアーイン

ディアのジョギンダール・シン氏を訪問

しL/Oの交代について1．M°Fモトワニ

氏に電話で依頼｡L/Oはサリーン氏の推

せんなので交代は難かしいとのこと。シ

ン氏は、L/Oを呼んで諦めさせるとのこ

とであったが最終的に変わらなかった。

③トランシーバーの出力が大きいために

内務省と1．M．Fで話がつかず、許可の

件長びくもよう。④東京から捜索隊と説
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明会、死亡証明書について電話あり。

10月22日東京との電話連絡

10月23日小島隊長が早朝ホテル着。東京へ電話

入れて報告。小島隊長は、アルモラのデ

ィストリック・マジェスターの報告書とI

・T．B．Pのレスキュー隊長の報告書を持ち

かえる。日本大使館へ小島と共に報告に

行く。

10月24日東京から電話が入ったので、小島の帰

国予定や大使館の死亡推定証明書につい

て報告o1．M･Fと日本大使館へ報告と挨

拶に行く。夕刻L/Oがホテルに来た。カ

トマンズから電話が入っており明日夜3

名が来るとのこと。小島ニューデリー発。

10月25日カトマンズより捜索隊第一陣として、

菊地、山田、鈴木到着。打合わせを行う。

10月26日捜索本隊尾形以下6名がニューテリー

に到着。準備に入る。菊地、尾形は1．M

｡Fに行きトランシーバーの通関依頼を行

い空港で本隊の通関をする。シカール社

と捜索隊について打ち合わせ。灯油講入

許可証の取得を行う｡L/Oと共同でトラ

ンシーバーの使用許可を強行する。

10月27日デワリ祭。隊荷整理、梱包。菊地、尾

形、八木原はジヨギンダール・シン氏を

訪問し、ベースキャンプ～ニューデリー

～東京の連絡網について、エアーインデ

ィアの協力を依頼する。東京と連絡。

10月28日日本大使館を訪問。捜索隊現地からの

連絡網について相談し、大使館～本省に

ついて協力を依頼。シカール社々員とト

ランシーバーの通関。捜索隊は午後2時

過ぎニューデリーを出発。大使館へ事故

隊員のパスポートの返戻について確認す

るが、これは、除籍終了後、大使館一本

省一法務省一家族のルートで返戻される

とのことである。

10月29日東京と連絡、細かい業務の指示がある。

1．M°Fに行き最後のツメを行う。

10月30日夜のエアーインディアにてニューデリ

ーを出発。

10月31日成田着、家族報告会へ出席。



10月8日朝

外務省領事二課からの情報

（第一項）

6日、大使館よりインド外務省、国防省、空軍

司令部及び1．M°Fに対して行方不明の捜索のため

ヘリコプターの出勤を要請。これら各省と接衝を

重ねた結果、午後4時にいたって天候が許せばヘ

リコプターに依る捜索を7日早朝より開始する旨、

決定をみた。この決定に対し、イント空軍当局は、

(ｲ）捜索対象地域が、標高6,000mであること、

(可ナンタ・カート峰を中心として標高5,000m

~6,000mの稜線がU字状に走っているため、悪

気流がうずまいていると考えられるので、ヘリコ

プター塔乗員にとってはきわめて困難な飛行にな

ることを指摘すると共に㈱捜索対象地域は悪天

候が続いているので飛行には事故発生の懸念があ

り、慎重にすすめる必要がある旨、表明した。ま

た、空軍当局はすでに行動を開始しているインド

・チベット国境警備隊(I・T･B･P)と緊密な

連係をとりつつ捜索を行なうこととし、UP州

（ウッタールプラディッシュ州）、カップコット

に下山しているとみられる小島隊長とすみやかに

連絡をとるよう努力するとしている｡(=jさらに、

インド空軍当局は、このような悪条件が続く限り、

仮にC・3の所在を確認し、行方不明者が生存して

いることが判明しても通信連絡物資投下などは行

なえるであろうが、ヘリコプターからの救助員の

降着、遭難者の救出はまったく不可能に近いとし

ている。

7日午後5時、現地より大使館に入った連絡に

依れば伊東満は、10/7B･Cを出発して下山した
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小島隊長に会えた模様であり、同隊長は、近く当

地に帰着するおもむき、また、I・T．B．Pは8日、

B・Cに向けて出発する予定のおもむき。

（第二項）

6日夜、大使館より日本ヒマラヤ協会の捜索隊

派遣の意向を詳しくモトワニ1．M°F事務局長に

伝えたところ同事務局長は、とりあえずの所見と

して(ｲ）空軍及びI・T．B．Pに依る空地連合の大

がかりな捜索救助活動が開始されたばかりであり、

この活動をみまもりつつ現地からの報告を待って、

日本側のレスキュー・パーティの派遣を検討すべ

きではないかと述べると共に、（ﾛ）山の条件は、

刻々変化するものであるし、10月下旬となれば遭

難の発生した地域は厳冬期になりヒマラヤ登山に

経験豊富なベテランで編成されたレスキュー・ハ

ーテイーといえども容易に接近できないと述べ、

さらにい日本隊が派遣されるとしてもインドの

捜索救助活動の指揮下に入って側面から協力して

もらうにとどまることになろうと述べた。

（第三項）

当館としては、上記二項のモトワニ事務局長の

言の他、小島隊長及び日本ヒマラヤ協会の伊東満

が、インド側の捜索活動に参画していることも考

慮し、現在行なわれているインド側の捜索救助活

動の進行ぶりをみまもりつつ、その方針及び状況

判断をふまえた上で対処すべきものと考えるので

日本ヒマラヤ協会の捜索隊派遣については今週末

ないし来週早々に1．M.Fの最終的判断をへた上

で報告することといたしたい。



捜索隊派遣までの経緯

山森欣一

が反対であった。協会側が提案した①の件がある

ため、これでは派遣は不可能であった。

そこで暫らく協会側を除いた家族の間だけで話

し合いをしてもらい、更に捜索隊の内容に関する

細かい質問があったが、結局反対している1家族

も派遣に同意した｡(もっともその後､家族関係者か

ら聞かされた話しでは、このようにかなり強力に

派遣反対の立場を表明した家族がいたにも拘わら

ず「反対したかったが、反対と言える雰囲気では

なかった。」「協会が派遣の方向へ持っていった｡」

との話しがあると聞く｡)

こうして総費用約1,600万円（隊員12名）期間

1ケ月半の捜索隊派遣の合意をみた。費用は保険

で充当する600万円を協会が負担し、900万円を

隊員8家族で均等分担することになった。

協会は事故処理に当てる予定であった隊員の保

険金を拠出したため、捜索隊以外に既に支出し今

後も見込まれる事故処理費用を会員からのカンパ

と役員への支援依頼によって何とか切り抜けるこ

とにした。又、当面の捜索隊に係わる費用（保険

金は除籍が済まなければ請求出来ない。）につい

ての資金調達しなければならなかった。

連日、夜遅くまで続く隊員家族への説明はこと

細かな点にまで及んだ。この中にあって、10月5

日には、稲田、山森、菊地によって、冬期エベレ

スト計画の中止が話し合われた。そして中止する

ことで合意をみた。

この10月5日午後8時半過ぎから行われた、説

明会の席上で、家族会の構成メンバーが決められ、

この家族会にようて①最終的な結論は小島隊長か

ら直接、事故対策本部へ報告が入った時点で本部

が決定する。②生存の確認が6日夜まで無い場合

は、次の行動を起さなければならない。と決定さ

れた。

そして夜になっても「生存」の連絡が入らなか

ったため、午後11時30分から家族会を開き、

次の行動即ち「捜索隊」の派遣について家族と協

会側で種々協議に入った。

家族の大部分は派遣を希望していた。しかし、

翌6日に行われた家族会ではl家族が反対を表明

した。席上、協会側が家族の皆さんに提案したの

は、

①仮に派遣する場合は隊員家族の全員一致の

要請がなければ、協会としては受けられない。

②家族対策としての名目的な隊ではなく、実

質捜索を行う隊である。

③隊員に協会が付保した隊の保険金は、事故

処理（捜索以外）に補充する約束になってい

るが、捜索隊を派遣することが決まれば、こ

れを全て協会が拠出する。

④残額は隊員家族が均等して分担してもらい

たい。

⑤捜索隊の目的は、遺体の発見にあり、遺留

品、遺骨の収容を第一義の目的とするもので

はない。

この日の討論の中では、捜索隊の経費概要を示

すことが出来なかったため、翌7日には明細を説

明した上で更に協議を行ったが、前日同様l家族
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遭難家族同意書

遭難捜索隊の出動を要請するに当り、遭難家族会での意見を次のようにまとめる。

1．捜索の目的は、あくまでも遣体の発見であって遺骨、遺品の収集を絶対的に要求するものではない。

2．捜索にあたって、目的を達成できない場合でも何ら異議はありません。

3．捜索隊に託す家族の気持は、遭難者家族の眼となり、手足となって現場の状況を確かめ報告いただけ

ることによって、心の整理をしたいところにある。

4この捜索活動が、今後の日本山岳界、日本ヒマラヤ協会、後継者に対し、何らの形で貢献するであろ

うことを願う気持がこめられています。

5．捜索費用に関しての確認

（1）出発前隊員にかけられていた保険（簡易保険：100万円）全額を捜索費に充当することを承諾いた

します。

（2）総費用約1,500万円のうち、上記保険で不足する900万円は、隊長家族をも含む8家族で均等負担と

する。

（3）上記負担金の一括払いができない場合は、協会を窓口として何らかの方法により、分割払いの方法

を検討し、最終的には、平等に支払いできるように運用する。

（4）家族全員の努力にもかかわらず、必要資金900万円を調達できない場合は、協会も含めて別途協議

する。

6．捜索隊の二重遭難に対する保障に関しては、家族会では責任を負えない旨、協会に了解をいただく。

7．捜索隊が無事帰国の際は、家族会にて「慰労会」を行い、その際、捜索報告をお願いしたい。

上記、家族会の決定事項に対し署名をもって同意いたしますb

尚、同意事項に対し一切の異議申し立てをしないことをお約束いたします。

ここに相互確認の為、2部を作成し各々の代表が所持する。

昭和56年10月9日

表
員
上
上
上
上
上
上

誹
会
族
族
家
家
同
同
同
同
同
同

１
１
１
１
１
１
１
１

住
氏
住
氏
住
氏
住
氏
住
氏
住
氏
住
氏
住
氏

所
名
所
名
所
名
所
名
所
名
所
名
所
名
所
名

上記、同意書に合意いたします。

日本ヒマラヤ協会会長柴田金之助

住所東京都新宿区高田馬場3－23－1淀橋食糧ビル506
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除籍まで
ヒマラヤ登山で発生した死亡事故は、遣体のない場合や医師の随行がなし､場合が比較的多

く、そのため、死亡証明書喧体検案書）が無い事が多し､。このため除籍に至るまて時間が

かかるケースが必然的に多くなる。これらの手続きについては一般的な例として参考まてに

第六部資料編に掲げた。

ここては、今回の死亡につし､て小島隊長が帰国して開かれた報告会の後（10月31日）

市町村へ提出する「死亡届」に添付する書類として協会が各ご家族にお渡ししたものを掲げ

た。

O市町村への死亡届

1）死亡届の提出先

本籍、現住所のいずれかの市町村（区）

2）死亡届の添付書類

医師の証明書等がないので下記のものを代

わりに添付する。

1．登山隊々長の事故報告書

2．イント．州行政官の書類（英文、和文）

3．インド・チベット国境警備隊の捜索

隊々長の報告書（英文、和文）

4．日本ヒマラヤ協会々長の参考文書

5遭難を報じた新聞記事

3）遺体の埋葬許可

遺体がありませんので許可は必要ありません。

1．登山隊々長の事故報告書

（省略）

2インドリ'l'l行政官の書類（英・和）

（次ページ）

3．インド・チベット国境警備隊の捜索隊々長の

報告書（英・和）

（次ページ）

4．遭難を報じた新聞記事

45頁～46頁

5日本ヒマラヤ協会々長の参考文書
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市長村長殿

昭和56年10月31日

会

日本ヒマラヤ協会

長柴田金之助

インドヒーマラヤ、ナンダ・カート峰における

遭難者の生存の可能性について（ご参考）

標題につきまして、今回の遭難者の生存の可能

性について、ヒマラヤ登山の專門家の立場から下

記のとおり判断しておりますので、ご参考までに

添付いたします。

記

1）事故発生日昭和56年9月27日午後7時から

28日午前7時までの間（通常のヒマラヤ登山では

携行したトランシーバーにより、定時交信を行

うが、これが途絶えたのがこの間である。しか

も遭難者は7名で2台を携行しておりこれが同

時に沈黙している｡)

2）事故現場標高6,000mの第三キャンプには二

度の頂上アタックに備えた食糧（7名×2日分

十予備食）しかないのが通常である。テントは

一張と確認されている。

3）捜索の状況第一回＝9月29日第二回＝

10月1日第三lul=10月11日～16日

いずれも多量の積雪のため第二キャンプに到

達することさえできなかった。

4）事故原因推測事故日時と思われる9月27

～29日にかけて、インド、ネパールを中心とす



るヒマラヤ全域は西方からの大きな低気圧の影

響で大量の降雨・雪があり平地では大きな洪水

となり、山岳部は大雪となったものと推測され、

当時キャンプ1にいた小島隊長の経験も考えあ

わせると、雪崩による埋没の可能性が強いと考

えられる。

5）生存の可能性以上のように、l・事故原因

2．事故からの経過期間（10月16日で19日間）

3．事故現場の情況（食糧、高度、テント）を

考えあわせると既に10月16日の時点で生御可

能性はきわめて薄いと判断します。
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ざ
に
窪
わ
り
は
な
剛
に
ち
ぱ
、
辨
湖
「
運
が
な
か
っ
た

い
○

ど
ん
な
に
Ｔ
ぐ
れ
馬
、
頃
で
も
、
｜
深
帷
継
孵
轆
繩
群
湖
一

ｌ
遠
征
ラ
ッ
シ
ュ
、
人
間
の
弱
さ
忘
れ
な
い
で
Ｉ

＝I

■■■■■

缶
刈
脳
適
に
テ
ン
ト
を
渋
っ
た
り
す
れ
Ⅲ
水
上
〉
ニ
ラ
ヤ
協
企
か
は
じ
妙
呈
の

ぱ
、
や
ら
れ
－
つ
に
出
宇
芳
一
」
哩
曾
婆
」
造
蠅
を
出
し
た
一
九
七
一
年
釧
後
か

う
は
。
ｒ
ぢ
て
み
て
も
、
零
分
当
人
だ
っ
ら
、
口
本
人
の
叫
妙
娩
山
は
弓
越
に
活

て
、
わ
か
っ
て
て
も
避
け
匂
れ
な
か
つ
宛
に
な
っ
て
い
っ
た
。
途
中
の
睡
過
を

た
ほ
ど
に
厳
し
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
微
い
て
、
畑
近
の
州
向
を
耐
う
と
、

か
、
と
思
い
が
ち
だ
。
「
小
人
数
で
、
必
よ
り
金
一
一
一
か
け
ザ
ゞ

I

ラ
ヤ
は
ご
〆
、
必
症
な
作
庇
に
牟
司
に
。

も
っ
と
も
、
珂
化
を
め
さ
ず
汗
は
、

海
外
の
山
で
あ
ろ
以
上
、
ど
う
し
て
＋
回

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
ぁ
。

裁
山
詳
叫
の
腫
祷
で
あ
る
。
い
い
山
、

い
い
ル
ー
ト
は
、
外
阿
陸
も
ね
ご
つ
か

ら
、
昶
發
稲
が
激
し
い
。
あ
ち
こ
幻
の

山
の
何
年
分
か
の
亜
山
絆
刺
を
、
あ
ら

か
じ
め
蚊
二
且
し
ま
お
う
と
い
う
症
十
慣

れ
た
グ
ル
ー
デ
も
州
て
く
る
ｏ
じ
っ
く

り
持
っ
て
い
た
の
で
は
、
脚
体
的
に
峠

を
越
し
て
し
ま
う
呵
能
性
も
あ
る
の

一
肖
符
星
蛤
は
い
わ
れ
な
い
の
だ
。
そ

に
、
好
毎
犀
川
重
り
を
」
Ｌ
一
い
つ
こ
」
）
し
て
晒
叶
叫
岸
成
っ
た
以
上
は
、
州
』
・
－
し
｝
母
と
岬
宛
た
人
，
い
い
］
つ
な

に
な
り
一
』
一
つ
だ
ｃ
平
川
上
｛
》
異
朽
鋤
》
つ
こ
て
弾
手
』
の
川
一
．
詑
一
誹
小
』
一
寸
②
仏
‐
湿
蝿
Ｆ
ゞ
”
う
一
」
ず
一
の
ｎ
Ｌ

》
蕊
誌
蔑
塁
「
雛
灘
黙
驚
蕊
融
睡

ｌ
‐
Ⅲ
評

本
来
》
一
」
ん
な
に
如
く
な
い
し
、
押
巧
味
一

も
さ
ま
ざ
ま
な
の
に
、
仏
近
の
畑
向

は
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
Ｍ
と
壷
り
方
々
め

ざ
し
て
い
る
よ
う
に
地
え
る
。

川
碇
い
の
哩
さ
は
、
Ｍ
ｍ
ｔ
ｌ
に
礎

』
叩
嵯
が
、
い
つ
の
Ⅲ
に
が
上
》
今
ヤ
を

煽
る
行
の
伽
で
は
一
確
的
に
な
っ
た
〕

翫
酸
余
・
巾
釧
」
の
刀
が
仰
仙
が
上

だ
、
と
思
わ
れ
が
ち
だ
。

氷
山
は
、
一
今
」
ま
ざ
ま
な
鰭
塾
Ｌ
唾
し
ん

一
］
い
い
忙
韮
心
の
川
鉦
Ｊ
へ
の
、
納
醒

か
、
何
」
．
厳
く
ワ
ン
ハ
タ
．
－
ン
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
人
間
は
、

『
一
・
式
勾
晶
、
｝
こ
の
で
、
へ
叩
コ
ブ
・
Ｉ
踵
楳
州
螺
’
ぎ
川
脚
。
Ｊ
ゞ
‐
。
、
・
・
汽
粍
‐
帥
耐

に
、
脚
（
城
一
価
。
．
心
、
‐
‐
い
‐
が
．
‐
・
眠
卸
ゞ
●
今
ゞ
ｈ
』
‐
函
Ｊ
－
，
、
紬
浜
蠅
‐
・
に
」
・
宮
・
り
ゞ
，
・
・
‐
．
．
、
－
．

，
・
△
、
Ｄ
‐
、
．
・
宮
‐
１
Ｊ
・
凸

電
、
‐
オ
ー
ｌ
‐
・
』
言
・
‐
‐
Ｐ
〃

。
‐
‐
叩
、
Ⅱ
一
・
｝
‐
．
》
・
Ｊ
Ｉ
Ｌ
杙
、
。
ｈ
一
・
一
柵
Ⅷ
州
咄
碓
‐
・
岬
咄
冊
川
雌
州
珈
封
‐
。
、

叩
磑
芋
↑
・
ヅ
、
一
℃
」
璽
華
一
《
叩
。
．
岬
‐
叩
』
賑
一
波
杣
句
・
、
戸
，
Ｉ
：
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
０

。
‐
日
Ｆ
１

妙
一
尺
）
‐
化
彬
４
－
’
一
・
『
‐
一
打
呵
旦

、
ｉ
ｆ
■
‐
．
Ⅸ
一
い
‐
Ｐ
・
〃
媚
叫
旺
卜
川
沁
庇
，
弧
・
ド
ト
山
口
・
△
“
”
日
・

鯵
』
〃
岡
川
へ
“
一
ゞ
嘩
生
垂
一
よ
”
沖
ｒ
Ｊ
・
」
．
．
，
、
』
〆
薦
‐
睦
十
獅
一
．
、
‐
１
‐
、
‐
‐
〃
シ
四
Ｌ
‐
‐
：
咄
‐

０
．
Ｊ
咄
一
８
１
‐
’
１
１
１
０
卜
‐
。
．
昌

川
ゞ
郡
唖
シ
似
一
，
』
‐
ゞ
向
・
’
一
，
〃
‐
１
勺
Ｋ
ゞ
ン
ハ
‐
十
【
．
一
向
一
の
．
‐
い
ハ
、
一
‐
・
収
ゞ
札
‐
己

．
‐
１
．
と
１
．

ゞ
，
Ⅷ
‐
↓
｜
‐
門
川
附
放
で

。
Ｔ
一
』
・
己
Ｉ
〆
一
Ⅲ
一
ｒ
」
割
４
部
、
。
。
．
。
．
砧
ｌ

ｉ
川
辰
、
貞
一
郷
蝿
、
’
一
割
柵
粉
ゞ
辨
一
．
率
い
Ｊ
｜
ふ
え
る
椛
故

も
ノ
Ｊ

１
．
』
川
・
も
ノ
、
一
・
、
ｊ
・
・
、
ノ
‐
引
、
Ｊ
、
。
’
、
；
ｒ
釦
。
Ａ
ｌ
Ｊ
ｏ
１
Ｉ

・
・
‐
‐
‐
，
．
Ｕ
“
↑
・
‐
‐
Ⅱ
Ｕ
Ⅲ
ｌ
″
学
ｌ
‘
１
．
．
，
・
眺
一
〈
〃
咄
⑳
こ
ぎ
〉
岬
Ｉ
上
、
川
嶋
‐
姑
§
ｌ

ｒ
こ
‐
，
｜
，
↑
そ
一
Ⅲ
仙
晒
．
ゞ
狼
．
術
代
、
吟
味
‐
制
の
脈
岫
が
川
Ｋ
い
，
鵠
，
ご
ざ

三’
三’

二

三
＝
三

二
三
三

７
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
＋
声
ン
ダ
・
力
ｌ
卜
嶬

鰹

、

｜
唯
一
如
柚
刷
崎
封
州
〉
咽
》
一

一
い
“
斑
役
の
・
ハ
リ
バ
リ
洲
Ｅ
・

と
を
‐
●
ゞ
副
え
ば
勘
．
』
わ
れ
る
だ
》
《

そ
れ
な
ら
、
こ
‐
た
な
に
人
間
ボ

な
、
哀
剣
な
眼
Ｊ
Ⅷ
み
避
丁

わ
れ
わ
れ
が
で
》
一
・
・
雪
」
と
は
、

毎
短
見
し
て
蝿
室
Ｌ
鞭
る
か
、

こ
』
’
｜
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
墨
て
ゆ
く
の
は
、
芯
ぜ
な
の
か
。
脚
体
一

畑
に
は
ち
つ
帳
い
な
”
い
が
征
で
碑
堂

ヨ
ヨ
ヨ
’
’
’
三
一
三
一

戸
江
本
嘉
伸
肥
者

、
に
‐
Ｆ
・
え

１
１
』
Ⅱ
ｊ

こ
い
つ
も

§
も
、

Ｂ
↓
力
Ｌ

や
人
と
い
一

つ
た
人
と

礼
手
や
よ
つ
一

Ｉ
し
酔
於
ｈ
｝

咽
判
や
４
，
Ｌ

｜
ん
な
こ

つ
つ
か
、

恥
汕
娠
恥
一

Ⅱ
ぐ
可

Ⅱ
’
－
９
０
１

と
い
う

、
や
鐸
、
聖
，

錘
壁

｜
・
．
、
、
Ｌ
山
１
荊
一
‐
‐
．
ｒ
‐

０
０
今
ロ
も
、
ｊ
言
‐
宮

宅
ノ
‐
』
シ
ー
◆
坐
、
Ⅱ
し

一
・
七
○
し
ｔ
Ｉ

－
０
ノ
ー
’
１
０
１
リ
ー
，
０
口
“
料
、
ワ
・
脾
一
二
や

一
い
》
誰
・
州
航
し
哩
一
イ
。
卜
・
・
ゞ
人
出
一

一
の
に
、
‐
ｊ
Ｌ
ｉ
↑
曙
一
一
・
ト
ー
、
Ｌ
‐
ノ

｜
↑
ト
‐
Ｍ
・
川
仏
鈷
む
つ
‐
為
・
叩
仙
｝
ず

｝
ず
‐
Ｉ
、
伊
Ｊ
Ｆ
。
，
。
‐
◇
狸
１
日
↓
、
ｌ

い
》
‐
．
ｐ
脾
．
し
一
、
Ⅱ
階
グ

ー
造
の
淋
皿
‘
僖
碓
．
、
，
？
｜
仙
川
い
処

「
川
陸
画
に
。
』
ゞ
‐
一
つ
〆
叩
、
蝿
ぺ
湖

二
‐
Ｌ
二
ｒ
・
』
・
‘
・
卜
§
，
川
の
上
，
悟
，

一
〈
．
畑
一
へ
翅
、
．
．
‐
↓
？
‐
収
町
‐
蝿
、

一
が
ノ
ー
Ｐ
・
・
８
，
’
二
、
Ｉ
・
・
ロ
ー
‐

一
Ｊ
巴
啄
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
Ｊ

－
ｐ
つ
一
』
喉
．
つ
』
｜
・
‐
、
一
Ｏ
ｌ
ｅ
Ｌ
‐
］
・

ロ
Ｐ
卜
、
、
限
，
ロ
Ｌ
、
．
Ｊ
出
川
十
卜
員
０
．
Ｊ
．

ｆ
ｌ

Ｉ
Ｄ
Ｉ
０
・
ｒ
Ｊ
０
‐
，
〃
し
。

’
、
‐
型
椰
に
．
二
》
ｇ
｝
，
，
‘
匙
。

１
‐
ｒ
ｂ
Ｊ
．
ｒ
，
０
１
、
ｂ
ｂ
、
Ｊ

一
人
．
●
．
ｆ
卜
犯
ゞ
恥
三

I
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一
報
嘘
、
小
姑
（
お
じ
ま
）
郡
夫
隊

両
一
一
が
、
川
本
い
槻
が
本
帥
に
あ
て

七
皿
迩
テ
ー
ザ
に
よ
っ
て
、
．
↑
百
、
も

に
ら
さ
れ
た
・
ヘ
ー
ス
キ
坪
ン
プ
を

黙
け
満
Ｄ
に
州
眸
の
『
刃
ク
か
、
こ

の
テ
ー
手
を
川
降
の
イ
ン
ド
で
の
”
恥 墨
一
、
…
。
；
、

蕊
侭
蝉
曾
醗
匂
騨
雷
料
Ⅷ

‐
『
‐
‐
Ⅱ
‐
で
ｂ
‐
Ｎ
‐
Ⅱ
‐
‐
冒
冒
『
宮

．
．
‐
塾
溌
識
錨
鑿
蝿
遇

》
能
と
、
刈
砿
、
ｖ
句
つ
・
ゞ
ゞ
刑
‐
心
二
一
三
‐

｜
州
拒
印
、
。
”
Ｈ
・
‐
（
．
，
こ
い
巡
恭
が
『
つ
と
川
叶
。
‐
し
人
面
川
」
小
那
‐
汐
一
一
Ⅱ
耐
に
元
肥
』
へ
●
一
‐
川
は
七
●
鯵
川
が
卜
‐
人

１
Ｍ
凸
。
、
ｑ
ノ
ｌ
Ｊ
ｈ
焔
Ｊ
Ｆ
ｒ
川
川
マ
．
．
．
ｆ
十
Ｌ
、

白
臥
一
崎
飛
景
罰
Ⅷ
域
二
痴
封
脚
施
沙
一
岬
踊
酬
報
耐

の
む
留
守
宅
ゞ
…
剤
、
｜
静
。
；
”
ｉ
ｉ
１
１

コ

鴫
｝
の
聖
へ
』

Ｔ
詞
勺
・
…
。
．
』

》
ラ
．
沖
．
恥
は
横
罰
た
く
応
粍
、
が
な
く
、
．
壁
咄
・
・
ゞ
⑳
師
凹
械
、
″
チ
ン
ジ
エ
〃
》
一
小
心
に
、
’
一
細
表
一
一
赴
却
八
・
〆
に
、
・
・
・

罹
燥
輔
騨
溜
清
黙
凱
魂
硴
唾
劉
斯
服
融
、

寄
せ
集
め
一
か
月
行
程
＃
…
ｉ
脇
」
“
‐
」
ゞ
ゞ
ｉ
製
ゞ
ｉ
！
》
↓
、

７
人
不
明

締
汀
に
汕
擶
。
ゞ
・
卜
札
川
に
砿
、
此
し
、
・
へ
札
：
ゞ
‐
‐
）
？
｜
胸
一
に
坐
ｒ
●
腿
し
て
一
八
Ｎ
‐
．
）
な
い
二
》
ゞ
」
ｊ
沁
岬
．
、
ノ
ル
ミ
ハ

部
侭
・
》
人
の
ハ
イ
・
４
小
ｌ
グ
ー
（
』
【
呵
慨
哩
噌
だ
が
、
仙
の
、
，
ｉ
、
脾
ｒ
旗
汁
、
・
恥
’
、
叩
Ⅲ
侭
｝
．
そ

ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
の
厳
・
〕
ご
を
学
・
蔀
堅
９
の
一
登
山
学
校
・
」
が
↓
砥
し
て
し
人
も
の
行
方
不
明
者
毫
川
し
て
し
よ
っ
た
。
・
・
↑
Ｈ
皮
、

が
岫
言
・
‐
一
イ
Ｖ
ン
ゲ
に
、
恥
へ
為
・
‐
乢
峠
皿
．
沖
狗
蝿
げ
辿
睡
）
非
娠
胱
一
し
に
〕
し
か
．
‐
降
州
；
．
”
》
一
‐
・
堀
い
』
、
に
》
・
う
ヤ
山
一
へ
／
Ｍ
砂
川
川
依
、
昨
咋
峠
ゞ
作
に
』
皿
て
、

イ
ン
ド
・
上
↓
、
ラ
イ
の
六
千
肝
姉
、
ナ
ン
ダ
・
カ
ー
ト
か
ら
Ｍ
い
た
一
州
総
、
こ
と
し
海
外
で
の
Ｈ
ｆ
隊
凹
雌
ラ
ッ
ー
》
五
で
シ
妙
ギ
ャ
ン
プ
厚
今
嬬
雨
・
・
・
『
鵬
災
．
豊
島
州
前
不
｜
・
雌
し
、
↑
、
″

・
し
、
Ｍ
皮
、
姉
・
ギ
ヤ
、
予
仁
に
ど
り
皿
し
め
て
。

ま
け
に
企
行
程
一
か
川
の
壷
Ⅲ
剛
川
で
、
水
叫
に
Ⅲ
卯
か
な
か
っ
た
‐
一
．
一
診
：
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
史
ｋ
油
例
の
な
札
》
咄
州
一
岬
詫
悔
卦
時
州
恥
部
碓
也
｜
峠
一
蹄
罹
砕
刊
岬
啼
巴
許
吋
尋
一
一
Ｆ
一
栖
仙
妙
舛
一
干
却
剖
佃
一
封
帥
同
一
〕
卦
《
陸
一
昨
干
咋
》
》
副
畦
岬
韮
価
却

コ
ソ
ク
統
さ
の
川
本
登
山
界
に
、
ま
仁
も
人
さ
な
伽
喀
と
芋
え
た
。
こ
の
十
年
、
卜
敬
隊
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
送
り
、
一
人
の
犠

靴
肯
も
出
さ
・
な
い
こ
と
を
祷
っ
て
い
た
ｄ
本
し
寺
一
Ｚ
１
協
会
。
巽
疋
排
細
は
水
明
た
が
、
全
脚
各
地
か
り
の
湯
せ
塊
め
隊
、
お
び
芋
爪
い
ぼ
艇
を
除
く
し
人
が
吹
緬
零
ぎ
れ
て
い
増

い
、
こ
と
し
の
海
外
で
の
遡
難
多
発
。
隊
以
の
留
守
家
族
は
、
七
人
の
照
糊
を
ひ
た
す
・
ら
折
っ
て
い
る
。

に
こ
；
つ
別
た
」
上
し
て
川
八
？
が
、
山

寺
、
二
‐
Ｐ
Ｔ
Ｆ
ノ
群
・
と
ノ
１
袋
一
つ
ア
一

一
世
が
《
ぬ
〈
て
ば
が
恥
、
川
，
ｍ
・
暇
、
Ｍ
岬
．
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へ
云 計 報

碓
口

1）収人(18,185,000円）

1.HAJ会員等カンパ収入3,190,000

2．保険金収入6,000,000

3．捜索隊派遣遺族負担金収入8,995,000

2）支出（20，262，485円）

1．事故処理費4,886,191

2捜索費15，376，294

3）差引（△2，077，485）

※差額は一般会計から補充した。

※遣族ベースキャンプ訪問（1982年のみ）に派遣する随行員費、

一周忌等費用、借入金返済等今後発生する費用はHAJ会計で

処理する。

支
事

／
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ｌ
、

１
１
坐

出 の内

故処理

説明会

現地渉外費

通信費

人件費

葬儀費

写真費

借入金金利

事務費

雑費

訳）

費
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1，631，290

730，795

389，630

761,710

119，668

185，000

73，998

172，250

捜2 索費

渡航費

装備費

食糧費

輸送費

こん包費

記録費

滞在費

通信費

保険料

渉外費

医療費

事務費

現地アレンジ

1

１
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2，202，048

534，846

1，322，490

165，000

2，111，943
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七羽の白い烏が紺碧の空に羽ばたいている。

虚空の彼方へ飛翔するかの如く、大きく、ゆっくりと、孤を描きながら舞っている。

ここはヒマラヤの只中、ナンダの女神の山、ナンダ・カートの第三キャンプ地点、

6,000mをも越える高み。

此所に倒れ果てし7名の岳友たちの亡骸を求めてこの地にたどり昔いた今、彼

らの魂は天空の彼方へ昇天してゆくのか。

遠く日本から訪ね来たりし友の姿を迎えて彼らは烏になったのだ。

彼らの魂を乗せて舞い上がる七羽の烏たちよ願わ〈ばその御霊の安らかならんことを。

そしてナンダの神の御加護が永遠たらんことを。

はじめに

くりかえすより術がないと思っている。

しかし、今回の捜索が終った今、隊員たちに共

通の親しい友人を含めて7名という多くの岳友を

失ってしま=’たという言い難い喪失感と、捜索そ
げ,

のものが所期の目的を達成せずに終ったという、

敗北感と挫折感、これらの自らに対する憤りに入

り混って他の感情がある。それは不遜にもある種

の満足感にも似たそれである。彼ら7名が残した

道標べの赤旗数本、それに残置されたフィックス

ザイル、そしてナンダカートの石以外は何も持

ち帰れはしなかったけれど、隊員全員一丸となっ

て事にあたり、限界ぎりぎりのところまで全力を

出し切ったという思いが隊員たちの胸の中にしみ

渡っているのも確かである。そして、この奇妙な

自慰にも似た我々の思いを、彼らはきっとわかつ

ガルワール地方の冬の訪れは早しN｡11月は冬を

告げる季節。冬期エベレスト西稜奄山と言うヒマ

ラヤ登山界の大きな課題を中止して取り組んだナ

ンダ・カート峰捜索隊ではあったが、思いもかけ

ぬ早い冬の到来で、遺体の捜索発見、遺品の回収

の目的はことごとく果せずに終ってしまった。

それも冬のヒマラヤで最も懸念されているジェ

ット気流による強風のためではなく、二度にわた

る大量の降雪による結果としてであった。

このヒマラヤ蓋山史上初めての試みである本絡

的捜索隊の派遣、それも冬期のヒマラヤヘという

冒険的企ては、全くふがいない結果に終り、御遺

族の方々の思いや協会の会員諸氏の期待に応える

ことができず、我々捜索隊員の心情は申し訳なさ

で揺れ動いている。この事については平身低頭を
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てくれるだろうと信じてもいるのである。

こうした様々な思いを隊員たちの胸に残して今

回のナンダ・カート捜索隊は終ったが、ここで簡

単にその概略に触れておくことにしたい。

捜索隊出発まで

10月3日､デリーにあるトレッキングエージ

ェント、シカール社のクマール氏よりの国際電話

でこの悪夢は始まった。「HAJ隊ナンタ’、カート

峰で7名遭難／｣､この報を受けただちに事故対策

本部を設置し、御家族の方々にも上京していただ

き、連日正確な情報の収集と善後策の検討をくり

かえす。この間、第一次現地対策員として伊東会

員、第二次には稲田専務理事が現地に飛び、そし

て第三次として八木原会員がと連続して現地入り

し速やかな事故対策と情報の入手にあたった。そ

れにもかかわらず毎日朝夕の二回現地より入って

来る電話による知らせは悲観的なものばかり、遂

に10月9日には、生存の知らせが届かぬまま、全

員絶望の決断をせざるを得なかった。むろん、現

地入りした3名は、ヘリコプターによる空からの

救助活動とI.T.B.P隊（インド・チベット国境警

備隊）へ強力に出動の要請をくりかえし、地上か

らの強力な救助隊派遣にまでこぎつけた。しかし

空からの二度にわたる飛行、そして地上からの

I.T.B.R隊による活動にもかかわらず、とうとう

待ち望んだ吉報は来なかったのである。

この現地での救助活動と並行して、日本で起こ

すべき行動についても、種々検討された。そして

もし、万が一生存の見込みなしと断定されたなら

すぐそれに対処すべく、具体的には、遺体捜索隊

派遣についても、っっ込んだ話し合いが幾度か、

くり返され、御遺族の方々の間で意見がまとめ上

げられ、正式な派遣要請を全御遺族一致で作成し

ていただき、それを受けて早速捜索隊作りに入っ

た。この決定がなされたのは先発隊出発12日前の

ことであり、全く殺人的スケジュールになったが、

検討会でも幾度か話されたように、今冬に予定し

ていたエベレスト登山を中止して、その人員、装

備、食料など全てをつぎ込むことによって、何と

か対処できた。とは言え、ネパールに予定してい

た登山を急拠インドへ振り向けた訳であるから、
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別送品の発送からはじまり、メンバーの決定、イ

ンドの登山ビザの取得に至るまでその困難さは時

間との闘いであり、特にビザは先発隊出発の3時

間前にかろう･じて下りるというきわどいものであ

った。

重なる疲労から先発出発を目前に倒れかけた菊

地をささえて、そんな中で、尾形の活躍は目を見

はるものがあった。

ともあれ、捜索隊が短時日の間にまとめられ、

予定通り出発にこぎつけられたのは、御遺族から

の切なる要請と、エベレストを中止しても何とか

彼らの変りし姿を捜し出したいと願う隊員たちの

熱い思い、そして、HAJの永年積み重ねられた

豊富な経験と洗練された知織があったからに他な

らない。

最終的には捜索隊参加のメンバーは、現地ニュ

ーデリーから友情参加の支援隊員3名を含めて14

名の多きにのぼった。

ビンダリの川をたどって

10月25日夜遅く、尾形以下6名の本隊は、全

ての日本での準備を終えて予定通りニューテリー

空港へ着いた。出迎えたのは第三次の対策員とし

て現地に残っていた八木原と、この日夕方カトマ

ンズよりデリー入りした先発隊の菊地、鈴木、そ

れにネパールの秋の登山を終えてカトマンズで先

発隊と合流し、登山装備を共に搬出して来た山田

の4名、それともう1人、今夏ブリグパントとい

うガルワールの山に登山しそのままデリーに残留

している絹川、彼は3名の現地援助隊員の1人で

ある。

この他にドクターの参加が間に合わなかった我

が隊のために、やはりブリグパント隊の2名の看

護婦さんがやはり援助隊員として参加してくれた

し、更に、これは後の話になるが、我々のベース

キャンプ入り後、今回の捜索隊参加の要請は見合

せていた春のカンチェンジュンガの仲間、若尾、

片岡の2名が、秋のネパール登山の疲れもいえぬ

身で、自らの意志で登山終了後すぐにカトマンス

から駆けつけてくれたものである。

これが今回の捜索隊の全陣容である。

さて、26日、27日の両日を通常の登山隊がす



ると同じ様にあわただしい準備活動にあて､26日

には無事隊荷の通関にも成功､27日は折悪しくイ

ンド最大の祭日の1つ、デワリと重なってしまっ

たが、現地購入品の買付、デポ装備のチェックな

どを終え､翌28日は予定通り貸切ったバスで、投

宿していたインペリアルホテルを後にすることが

できた。

この日はデリー出発が、午後になってしまった

こともあり、夜遅くサブヒマラヤの山並みが続く

ふもと、インド平原の端にある田舎町、ハルドワ

ニヘ着き、そこで泊まることになった。

蚊に悩まされた一夜も明け、10月29日は一日

中バスに揺られての旅である。サブヒマラヤにつ

けられた道が延々と果てしなく続いている。これ

がインドヒマラヤ、ナンダカートへ続く道程な

のだ。松の木陰に遠くヒヤラヤが見え隠れする。

あれはきっとﾅﾝﾀ､･デヴィ山塊だ。目ざすナン

ダ・カートはどの辺りだろうか。

途中、アルモラでこの地区の行政長官と警察署

長に会い、速やかな連絡網の設置に関する便宜の

供与を依頼する。双方共、心よく引受けてくれた。

ナンダカートの事故に関しては良く理解してお

り、協力を惜しまないという。異国の辺境にあっ

て、地元役人の協力は心強い限りだ。ありがたい。

一日中､走りづめに走ったバスは夜10時過ぎ、

カプコットの奥2km程の所にあるバラリバザー

ルという小さな町へ着いた。ここがピンダリの谷

へのキャラバンの出発点となる所だ。今日は彼ら

7名も投宿したここの小さなロッジ泊りとなる。

インド入りしてからは連日快晴が続いており、

秋のヒマラヤの気候そのもののようだ｡明るく29

日も真赤な朝焼けのうちに迎え、ハザールから見

えるナンダコットの鋭'|峰が美しい。

キャラバンの初日はのんびりとした出発になっ

た。ポニーとポーターで計100個近い荷がさばか

れる。隊員たちが荷物の出発を確認後、バラリを

後にしたのはすでに昼をまわってからであった。

道は河沿いの車道工事中の広く平担なものが続

いており、3時間程歩いてから一登りすると山の

斜面の中腹にある小さな村ロ／､ルケットに着く。

ここのツーリストロッジでキャンプ第一夜を迎

えた。
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次の日はダクリの峠越え(2,940m)がある。

ロハルケットより上は村がなくカルカ（放牧小屋）

が点在するばかりの山道となるが、ネパールとは

違い道はすこぶる良い。ダクリの峠からは目指す

ナンダカートもその頂稜部分を見せていた。隊

員たちは初めて望見するナンダカートにそれぞ

れの思いを胸に峠を越えて行った。一下りした森

林の中にひっそりと建っている禰酒な山小屋がこ
しようしや

の日の泊り場となった。

キャラバン3日目、いよいよピンダリ川に沿っ

た道をたどる。ダクリのロッジから山腹を巻き気

味に下りながら最奥の人里、カティ村を経て道は

ジャングル地帯へと進んでゆく。カティの人は言

う。ピンダリ川の奥地にはナンダデヴィ（女神）

が住んでいると。ナンダ・カートとはナンダの神

の寝所だとも言っている。我々は今、その聖なる

地へと踏み入ろうとしている。倒れし友の姿を求

めて。

左岸の森林帯の中を歩きやすい道は続き、猿の

大群に驚されながらも、キャラバンは順調に進み

途中、二度川を渡って卜．ワリの小屋に落ちついた。

明けて11月2日。ドワリから尚もピンダリ川を

つめて、プルキア、マルトリと過ぎる。午後にな

り天候は下り坂、小雪もチラつき始めるが、ナン

ダ・カートの方は上部ガスの中に第二キャンプへ

の道をうっすらと見せていた。

この日、我々は予定より一日早く、小島隊のベ

ース・キャンプの下方10分程の所にベース．キャ

ンプを設置することができた。高度3,700m・ピ

ンダリ川右岸最奥のカルカのあるその名もピンダ

リ・オティアルという場所である。夕方には小雨
ゆ

に変り、深く切れ込んだピンダリの谷の奥地、岩

壁部の下に設けられた我々のB.C.(ベース・キャ

ンプ）は初日から灰色に沈んでいった。

第二キャンプまでの道のり

翌日は大雪となった。アラビア海に発生したサ

イクロン（インド版台風）の影響とかで午前中は

何とか持った空も午後になり、湿雪が間断なく降

り続き、全く雪のなかったB.C地も、またたく間

に真白になってゆく。初めから厳しい冬の洗礼を

受けることになったが、これはもとより覚悟の上、



我々は冬のヒマラャヘ来ているのだからどんな困

難もいとうことはすまい。しかし無用の危険は断

じて避けねばならぬ。この後も捜索終了まで絶え

ずトランシーバー交信を通して交されたことに、

「安全第一./」という言葉があったが、この夜の

降雪には事実恐怖が伴ったことだった。

というのは、B.C.入りした直後からの降雪だっ

たこと、そして突然の多量降雪にピンダリ谷のそ

こ、ここでト､－ン、ドーンという雪崩の音。昨日

のB.C入りの時は後方に展開する岩壁の上方がガ

スに煙っておりよく確認できなかったことがこれ

に輪をかけた一因であった。

実際には、これは全くの杷憂であり、我々のB.

C.地は完全な安全地帯であったのだが…･…。

さて､翌11月4日には、ささやかに彼ら7名の

慰霊を我々の捜索活動の安全を祈願し、いよいよ

登筆活動に入った。

しかし2日間降り積った雪のため、きついラッ

セルを強いられ、その上草付の斜面とルンゼのト

ラバースが多いため雪崩の危険も伴い、ルートは

思うにまかせない。

小島隊とは全く別のルート、ピンダリ氷河のア

イスフォールを越えて第一キャンプ(C1)ま

で到達するルートを偵察してみたが、アイスフ

ォールの状態が悪く、ルートとしては芳しくな

い。

結局、上部氷河函養台地の稜（雪稜と呼んだ）

に登り着くのに、藤倉ルートとは別のルートを作

ることになった。危険と思われる個所には固定ロ

ープが張られ、C1への道はどうにか確保された。

我々のC1は、小島隊のそれよりずっと下方、

雪崩から完全に安全だと思われる我々が「象の頭」

と呼んだ稜線上に設置された。高度4,500m。B.

Cからここまではトラバースが多く距離があるこ

と、その上、登り下りが多くこれ以上先にClを

延ばすのは得策ではないこと等の要因があったが、

何よりも重視されたのは当然のことながら、キャ

ンプ地の安全性であった。

こうして難渋したC1までの道程も開かれ、9

日には3パーティのうちの2隊、尾形隊と山田隊

がC1入りするまでに至った。

またこの間6日には、頼もしい援軍が2人ネパ
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－ルから到着した。秋期登山を大成功の内におさ

めた片岡、それに若尾が、登山が終るや否やとる

ものもとり敢えず、おっとり刀で駆け着けて来た

のである。ありがたい。これで隊は強化され、思

い通りの陣容になった。

Clに入った6名は次の日から今回の捜索活動

の足がかりになる第二キャンプ(C2)に向けて

ルートエ作を開始。上部にはインド・ナイニター

ル隊が「ロックバリヤー」と呼んだ岩の大障壁

がある。それを乗り越すことが、ナンダカート

の頂きへ続く大雪原への道なのだ。藤倉たちもき

っとこの岩壁帯を越えて行ったに違いない。

中央やや右寄りに真っすぐに上に向って延びる

一条のクーロワール、あれこそがルートだろう。

しかし、あそこまでどのルートを取るべきか？

対岸から連日ルートを指示する隊と交信で種々検

討の末、クーロワール取付までは藤倉ルートを取

らず、若二｢困難度は増すが、安全性が高く、かつ

短かい懸垂氷河直上ルートを採用することに決定

する。

相変らず深い雪に悩まされながらも工作隊の活

躍でルートは延び2日目の午前中には問題のクー

ロワール入口に達していた。案の定藤倉隊もこの

クーロワールにルートを採っている｡'72年インド

隊もそうであったが、我々は我々の仲間に敬意を

表し「藤倉のクーロワール」と呼ぶことにした。

彼らが張ったであろうポリプロピレン製の固定

ロープも今は深く雪中に没している。それを所々

堀り起したり、新たに設置したりしてどうにかこ

の日午後遅く、クーロワールを抜け切り風雪の稜

線に飛び出した。ここからキャンプ2予定地まで

はほんの一投足、天候は悪化の気ざしだが､5,400

mのこの地点まで難関部を僅か2日間で突破した

こと、捜索の前進基地となるC2を明日には建設

できるだろうことで、隊員たちの土気は高い。

「明日はC2入り。あさってからは本格的捜索

活動開始./」

この日の夕方の定時交信では、いつも通りの明

るい会話に終始し、各隊員の胸中は今後展開され

るであろう捜索活動のことで埋まっており、次の

日から続く魔の荒天など予想だにできないことだ

った。



二度目の降雪については、後述するとして、思

いもかけぬB.C入り直後の降雪に見舞われながら

もどうにか予定のペースでCl，そしてC2付近

までルートが延びたのはひとえに隊員たちの意志

力、体力の強靱さによるものである事に触れてお

かねばなるまい。冬のエベレストの予定メン/､－

が大半を占めていたこと、今春と今秋でのネパー

ル登山を経験した隊員が多数いたこと、それに加

えて何より仲間たちの捜索を何とかやり抜きたい

という迫力。これらが相乗して全く高所順応への

不安を抱かせることなく、体調は万全、深雪をは

ね返すルートエ作を見せてくれた。

これは重なる疲労をものともせず捜索活動の終

了まで続いたのである。全く頼もしい我が仲間達。

冬の嵐をついてC･3地点へ

冬の到来を告げるその日の降雪は突然に始まっ

た｡11月12日､早朝5時ごろより降り出した雪は終

日止むことを知らず、C1に居た9名は全員停滞

せざるを得なくなった。B.Cも同様に天気待ち。

各キャンプ共、テントの除雪に忙しい。

不運は続く｡明くる13日も鉛色の空にあけチリ

チリと降雪は続く。キャンプ1よりの移動は雪崩

の危険を避けるため、今日も見あわせもう一日天

候待ちを決定。しかしこのまま降雪が続くとC1

までのルートさえも維持が危くなってくる。B.C.

からはルート確保のためC1へ向けて出発するが、

これも途中で引返さざるを得なかった。

この雪は幸い次の日には止み、行動をすること

が可能となったが、思い返すにこの日降った雪の

ため、それまでは何ケ所かで見受けられた藤倉た

ちのルート標識も全て埋めつくされ、その後の捜

索活動が困難を極める結果となったことを思うと、

返す返すも無念で仕方がない。

ナンダの女神は我々に微笑みかけることを忘れ

てしまったのか？

14日､昨日までとはうって変って快晴にあけた

中を隊員たちはC2へ向けて移動して行く。幾度

か新雪表層雪崩に襲われながらも無事「藤倉のク

ーロワール」を抜けて5,400m地点に冬期エベレ

ストで使用されるはずだった新調の特殊ミート型

テントが1張設置され捜索隊第二キャンプとした。
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今日はラッセルがきびしく山田隊のみC2にステ

ィするに留まったが明日には尾形隊もC2入りし

もう’張のテントが増えて強化されることになる‘

そしていよいよ本格的捜索活動の開始だ。しか

しこのC2付近にあったと思われる藤倉C2が全

く見当らない｡2度にわたる降雪のため雪の中に

沈んでいるのだろうか。

ともかく我々は今、やっとC2地点までたどり

着いた。これからは彼らが眠るであろうC3地点

付近を重点的に捜索の始まりである。

15日には早くも山田隊がC3地点と思しき場所

に登り着いた。彼らがいるとしたらきっとこのあ

たりに違いない。縦横に入り組んだクレバスをぬ

って上部懸垂氷河をまわり込み、雪の斜面の屈曲

部から左に折りかえした所に展開するナンダ．

カート主峰下の雪面の直下にある大雪原である。

そこにはおそらく9月末の大降雪の折の名残りだ

ろうか、大きなデブリが散見される。

彼らはきっとこの下のどこかに眠っている。事

故現場と思われる地点に立ち、いやが上にも隊員

たちの気ははやる。それにしても何んと広大な雪

原だろう。常識的に考えればキャンプ．サイトと

してはごく一般的な安定した所だ。それでも雪崩

の爪跡が見られるとは、やはりヒマラヤの遠大さ

は計り知れない。

この日から3日間は上部C3付近の捜索に重点

がおかれてゾンディーレンがくりかえされた。我

々の捜索の手段と方法はこうである。

まず主たる装備である長さが2.5m､太さ10mm

の鉄の棒、淘称ゾンデ棒と呼ばれるもの、それと

雪用スコップ、最後に雪崩レポートの権威である

出海栄三氏より御教示いただいたピラミッド．パ

ワー応用による金属探知機、これはごく簡単な細

い鉄のバーを曲げただけのものだが、電池式探知

機よりも信頼性があることは言われており、特に

機械による探知は今回の捜索に参加した館野の言

でも明らかな様にほとんどその効力が期待できな

いということで持参しなかった。彼は今年、10ケ

月の長きにわたって谷川岳に散った仲間の捜索を

続けていた経験を持っていたのである。

さて山田隊がC3地点付近に到達した時も、き

っと何らかの痕跡が見受けられるに違いないとい



う我々の予想に反してそこは一面の雪野原と化し

ていた。かろうじて見つかったのは、道すがら細

いクレバスに張られた一本の固定ロープのみであ

へた。この日からゾンデ棒を振っては、進む単純

だが辛く苦しい作業が始った。きっとこの近くの

どこかに居る｡切なる願いと共にゾンデ棒を50c77z

間隔につき刺しては進み、かすかな反応でも両の

手に感ずｵ'ばスコップで堀り下げるという気の遠

くなるような作業のくり返しである。

翌16日からは尾形隊も加わり､必死の捜索は続

く。何とかこのC3地点で彼らの姿、そしてテン

トを発見したい。

C3捜索隊は、我々のC2より捜索地点まで、

ほとんど2時間足らずという驚異的なスピードで

到達し必死でゾンデ棒を振っている。6,000mの

高所でのそ”ま、常人の想像を絶する労働に違い

ない。

「我々の上空を今、七羽の小さな白い烏が

ゆっくりと舞っています。彼らの魂でし

ょうか？藤倉C3はきっとこの近くに

あると思いますJ

七羽の白い烏に導びかれてその地点を捜索する

6名の手に今日もテントを見い出すことはできな

かった。

一方、C1の佐久間隊も手をこまねいていたわ

けではない｡C2の6名の食料補給と共にC2付

近で天幕発見の捜索を開始する。苦しい荷上の後

にゾンデ棒を持つ作業をしている佐久間より、テ

ントらしいものにあたった、との交信があり一瞬

喜んだがこれもぬか喜びに終った。

C2，C3付近共旧雪層（昨年までに降ったと

思われる雪の層）まで2m以上の深さであり、そ

こまで至るのに、9月未、11月初めの我々のB.C.

入りの時、そして先日と三層程になっていて、そ

れぞれの層が氷化して少し固くなっており、それ

をつき抜ける時にゾンデ棒が反応するのである。

遂に三日間に及ぶ第一期の上部捜索活動で、我

々は何も発見できずに終った。その結果、反省点

として、

1．もしかすると9月未の降雪の層というの

はもっと下で、ゾンデ棒が届いていない

のではないか？
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2．藤倉C3付近と思われる地点が、あまり

にも広大な雪原と化しており、捜索ポイ

ントを絞りにくく、はたして「ここだ」

と言い切るのに、若干疑問がある。

この2点が上げられ、種々検討の後、より容易

に発見できると思われるC2を先に捜索し、その

埋没状況を見てから改めてC3を捜し出そうとい

うように戦術が変更された。

こうして活動は第二期のC2発見という目的で

の捜索に入ることになる。

C2にもう1人でも多く上げたいと言う考えか

ら19日には佐久間、佐藤の両名がC2に入り、上

部の滞在者は8名と更に強化された。

旧C2(藤倉隊C2)も色々な情報を総合して

見ると、ほぼ我々の近くに位置していたものと考

えられる。更に藤倉が交信で残した言葉。

「C2はクレバスの下にあるので、雪崩からは

安全ですb」

ということを手がかりにC2の捜索は始った。

C2付近はクレバスが幾重かに錯綜してはいるも

のの高度とキャンプ・サイト適地から、きっと発

見できるはずだ。そうしたらその状況を見てC3

も、という我々の予想とは裏腹にこのC2捜索も

難行を極めた。Clからの2人も荷上傍々参加し

て隊員全員10名での必死の捜索にもかかわらず、

雪の下に必ず沈んでいるはずのダンロップテント

はようとしてその姿を表さない。

三日間の予定ではじめたこの第二期捜索も結局

空振りに終ってしまう。隊員たちのオーバー・ミ

トンはボロボロに破れ、それぞれの顔に疲労の色

が隠せない。それでも泣き言ひとつ言わず必死で

ゾンディーレンを続ける隊員たちの姿に、いかに

我が仲間たちとは言え感動の涙する思いであった。

幸いなことに、あれ以来好天が続いている。も

っとも恐れている冬の万物を吹き飛ばしてしまう

悪魔の様なジェット・ストリームの吹き出しも未

だ始まらず、天候による支障はない。高所に位置

しているため雪が固まらず、ゾンディーレンする

のに深いラッセルを強いられるが、それは隊員の

がんばりでなんとかはねのけられることだ。

この3日間のC2捜索活動で、我々のC2付近

の雪面という雪面には、隊員たちのゾンディーレ



ンの足跡が付き、あたかも種蒔きを終えた畠地の

ように見え、それは見事な程美しいものであった．

最後の捜索活動

そうしたある日の夜の定時交信、C2から容易

ならざる事態が伝えられて来た。重なる疲労感と

焦躁感はジッとのみ込んで、つとめて冷静に、か

つ明るく交信をかわすのが常であったが、これは

驚きであった。頼みの燃料EPIガスが不足を来

たしているという。しまった./寒さのことをす

っかり忘れていた。辛い労働に耐えて活動する隊

員たちにせめて食べ物だけはと、どんどん食べる

事を指示し、暖を取らせて来たが、ガスの消費量

がこれ程早く進んでいるとは。

考えれば無理もないことだ｡連日-25oCをゆう

に越す冬のヒマラヤのキャンプのこと溢水を作

るにしてもただ事ではない。朝早くから夜遅<ま

でコンロの世話にならざるを得ないのだから。

日本でも多目に計算して持参したにもかかわら

ず、すでに前にもガスボンベの消費が早いとの報

告があり、上部では極力節約している様子だし、

C1ではデリー出発間際購入したインド製石油コ

ンロにきり変えて事にあたっている。

いずれにせよギリギリ節約したとしても、当初

予定の11月未日までの捜索活動は縮少せざるを得

ない事態に直面したことになるハ加えて5,400m

のC2に上って以来一週間が経っている。いかな

屈強の連中たちとは言え、疲れが蓄積しているの

は否めない。ここは慎重の上にも慎重にやらなけ

ればなるまい。

11月21日夜、第二期の捜索も実りないまま、焦

りと苛立ちをおしつつんで次の事項が決められた。

1．第三期を最後の捜索としC3、C2の各地

点を隅なく探ぐる。その期間は11月25日までと

する。

2ガスポンベの不足は3台の石油コンロで代

替し、2台をC2に配置する。これに伴い23日の

夜からはC2滞在者を4名にしぼる。

この決断により、佐藤、新郷の両名は泣く泣く

B.C.へ降りざるを得なかったが、これまでの活躍

を考えれば許されることなのに、「残念ですJと

いう言葉を残して彼らは一足先にB.Cへと降りて
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行った。

C1のテントも石油コンロ1台という決して安

易ではない状況になったが、こ湖ま一時間朝早く

起きれば対処できることだ。要は残された限られ

た時間内に何とか遺品、遺体の発見に努めること

である。

いくつかの問題点が整理され、最終スケジュー

ルが決められてゆく。

一つはC2からC3へ向う途中のクレバスに張

ってあったフィックスロープの状況を詳しく調べ

てみること。これにより新たな事実が判明するか

も知れない。

それともう一つっ朧倉のクーロワール」の取

付に張ってあったダブルのフィックスロープの解

明。この部分は多量の雪と間断ないチリ雪崩によ

り完全に埋められており、通常ダブルで張る所は

余程の悪場に限られるため、万に一つ、ここまで

下降しに来て下降用に張ったものかも知れないと

いう一繧の望みが残っていたのである。

このクーロワール取付のザイルは菊地隊により

堀起されたが、やはり登塞時のそれであり、それ

も完臺なまでにしっかりと工作固定してあり、ロ

ープ固定技術の手本を示しているようでもあり、

藤倉の性格を知る我々にとっては、少し<感じる

ものがあった。

一方C3下部のクレパスのフィックスは山田隊

が回収したが、やはり固定アンカーは2m程下に

埋っており、一方は完全にちぎれて切れていた。

ブロックに崩壊によるものだと推定される。これ

を堀り進んでゆく時に彼らは一本の赤旗を発見し

た。口惜しいことに雪面下ほんの15cm下から見つ

かったのである。もし二度の降雪がなかったら、

あるいは後のそれがなかったら、きっともっと容

易に捜索は進んでいたに違いない。それを思うと

今だに悔しい思いがする。

第一期の反省点から、もしかして我々が考えて

いるよりもっと下に彼らがC3を作ったことも想

定いインド隊が張ったと思しき付近も徹底的に

捜索したが遂に何も出ては来なかった。

またこの間、ルートを変えたことと、C2，C

3は必ず発見できるという考えから通ることのな

かった藤倉C1地点を捜してみる必要性を感じ2



日間の捜索で、2m程の雪の下から雪崩ですっか

りボロボロになったl張のテントを堀り出すこと

ができたが、他に手がかりになるようなものはや

はり何も発見できなかった。

23日からはC2に残った尾形リーダー以下4名

とC1の4名による最後の捜索が続く。24日は再

"C2付近のこれはと思う所を片っ端から深さ2

mの溝を堀って進む。想像を越える作業に彼らの

腕はとうに上がらなくなっているはずだ。

とうとう捜索最終日が来た。最後にC3地点を

もう一度やりたいという尾形隊の4名はC2を早

く出てC3地点へ向ってゆく｡Clの4名はC2

付近の堀り起しにあたる。
にお

小さなゴミの一片らでもいい。彼らの匂いのす

るものなら何でもいい。何か見つかってくれ。

最後の望みも空しく時は過ぎてゆく。この日は

午後になって今度の叢山中一番の風雪となった。

彼ら7名の友を帰すまいとする叫びであったのだ

ろうか。逆巻く吹雪の炮峰の中に、断腸の思いで

徒労に終った捜索活動に終止符を打つ隊員たちの

胸の内は複雑に揺れていた。

無念さ、苛立ち、敗北感、虚無感、挫折感、喪

失感、終了感、そうした様々な迫り来る感概を胸

に彼らのためにしてやれることと言えば、塔婆の

代りの七本の竹を雪にさし、心ずくしの供物を供

し写真を埋めること位であった。

やっとの思いで香をたき手を合わせ、立去りが

たい思いを振り切って帰路に着く隊員たちのゴー

グルが曇っていたのは、ひとりブリザードのため

ばかりではなかった。

捜索を終えて

きっと彼らの倒れし姿に相いまみえることがで

きると信じて出かけていったピンダリ氷河の奥地

ではあったが、遂に彼らのテント、遺品は発見す

ることなく終ってしまった。

捜索最終日と決めた11月25日、ナンタ・カー

トの山は荒れに荒れこ。微し〈頬を打つ吹雪の中で

隊員たちはそれぞれの感慨に浸りながら最後のゾ

ンディーレンを終えた。

ピンダリ河の奥地にはナンダデヴィの女神が

住むという。そしてナンタ、カートはナンダの女
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神の寝所となる所だとカティの村人は説いてくれ

た。

彼らは今、神々の寝所で永遠の深い深い眠りに

ついている。この聖なる地で永眠した彼らは故国、

日本に戻ることを望まなかったのだろうか？

11月28日、B_C'を離れる日、我々 は精一杯の

力でジャンピングをふるい「レリーフ」を刻んだ。

その大岩の前での慰霊祭で最后の別れを告げた。

「雪山に消えたあいつ」の歌声が静かにピンダ

リの谷に響いていたのが印象的であった。

「ピンダリ川の奥地におわすナンダの女神よ、

願わくぱ我らが願い聞き届けたまえ。

神々の寝所に召されし7名の岳友達、藤倉、阿

部、斎藤、寺本、本田、埜口、鈴木の御霊の永遠

に安らかならんことを。

そして我が岳友たち、我々が君達の辿りしルー

ト、倒れし雪原を求めてこの地を訪れてより1ケ

月。

遂に君たちの変りし姿に相まみゆることはでき

なかったけれど、この上は限りない冥福を祈ろう

ではないか、いつしかきっと再びこの地を訪れる

ことを約しながら．．…･」（慰霊祭での献言より）

我々捜索隊がベースキャンプに残し得たのは次

のレリーフの碑文だけである。

『InthememoryofSevenbraveJapanese

WhosleepingsomewherenearnKhat"of

GodessNanda.

神々の寝所に召されし7名の日本人勇者

此所に眠る1981．9．28

H.G.E.'81

K.FUJIKURAS・HONDA

N.ABEM.NOGUCHI

T.SAITOY・SUZUKI

M.TERAMOTO」
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▼藤倉隊が当初ルートに予定した

アイスフォール帯



／ 

捜索隊構成

隊 長菊地 蕉(35) 1 94 6. 5生

宮城県登米郡

1974 ラムジュソ ・ ヒマール(6.983m)登頂 

1900 カ‘／チェソジュZが（貞察副隊長

1981 カソチェソジュソガ(8,598m)躙lj隊長

1981 冬期エペレスト西稜予定

甜隊長尾形 好雄( 3 3 ) 1 948. 7生

東京都中野区

1974 ツク チェ ・ ヒ←ク(6,920m)隊長

l切8 ヒ マルチュリC 7 8 9 3  m)隊長

1980 ケダルナート (6,940 rn)隊長

1981 ヤルソ ・ カソ (8.5J8m?)縦走隊長

1981 冬期エペレスト西稜予定

隊員山田 昇( 3 I) 1 950. 2生

群馬県沼田市 

1975 ラ トック山群一周

1978 ダウラギリI (8,167m)登頂

1980 ヵ•ノチ ェ ソ ジ ュソガ偵察隊

1980 ケダルナート(6.940m)副隊長

1981 カ汗ェソジュ｀ノガ(8,598rn)登頂

1981 ラソクソ ・ リ (7,239m)初登頂

                 1981 冬期ェペレスト西稜予定

隊 員若尾 巻広( 32) J 949. 7生

長野県伊那郡

1979 マッキソレー(6,194 m)登頂

1980 ヵ•ノチ ェ ソ ジュ ソガ偵察隊

1981 ヤルソ ・ カ ソ(8,250mまで）

1981 ラソクソ• リ(7.239m)初登頂

1981 冬期エペレスト西稜予定

隊 員佐久問 隆( 31) 1950. 8生

神余川県大和市

1976 ,、ソチソトソ

1981 ヤルソ・ カソ(8,000mまで）

1981 冬期エペレスト西稜予定

隊 員新郷 侶J扱( 38) 1 9 4 3. 3.生

佐質原佐賀市

1978 マノキソレー (6,194m)登頂

1900 ヶダルナート・ ドーム(6,831nv登頂

1981 冬期エペレスト西稜予定
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隊員舘野 秀夫(32) 1 949. 2生

栃木県宇都宮市 

1切5 リジパヘ-ル(6,99'2rn)登頂

隊 員宮崎 久夫( 32) 1 949. 10生

東京都江東区
0

1W4 ツIJチエ・ヒーク (6,920m)登頂

l切8 ヒマルチュ リ(7,893 ml登頂

隊員鈴木 茂(26) 1955. l生

宮城県桃生郡

1978 ダウラギリI (8,J67nv登頂

1981 カソチェソ•入力7'(8.5ffim)登頂

                   1981 冬期エペレスト西稜予定

隊員佐藤 誠(27) J 954. 6生

東京都中野区 

隊員片岡 邦夫( 27) 1954. 4生

裔知県邸岡郡 

1975 マッキソレー (6.194m)

旧79 ルブガルサ ール(7.200m)登頂

1979 ディオチバ(6.00]m)登頂

1979 チュJレ ーW ( 6,6llm)登頂

1980 ヵソ チ ェ ソ ジ ュソ ガ偵察

1981 カ方ェ｀ノジュ｀ノガ (8.598ni)登頂

1981 ドルジェ ・ ラクバ(6.98蛉隊長鳥複澄頂

1981 冬期エペレスト西稜予定

現助絹川忠直( 2 I) 1960. 9'�� ・

J. ·'ート 北涌道旭川市

1981 プリクペソI、(6,777m )

現地村上 閤子(25) 1 956. 3生 后護婦

畔ート 北涌逍旭川市

1980 ヶダルナート・ ト
＇
ーム (6,8.31 m)登頂

1981 プリクバ ・ノI・(6,777m )

現地物井 洋子(25) I 956. L生 沿股婦

サポート 北而道旭川,ti1

1981 プリクペソト(6,777m)



捜索隊日誌から

上部捜索活動報告

11月15日天候へ-快晴

いよいよ今日からC2上部の捜索活動を開始

する。

山田パーティは今朝7時30分にC2を出発し

て藤倉隊C･3とおぽしき所(高度5,900mの地

点）迄上がるも何も彼らの遺留鮎を見つけること

は出来なかった。

途中、クレバス内にフィックス（固定）ロープ

を見つけたと云うので彼らのルートを辿っている

ことに間違いはないものと思われる。

取り敢えず明日もう一度、今日の山田隊の最高

到達点迄上ってみて自分の眼で確かめながらヅン

ディーレンをしてみたい。

C･2入りしてから彼らのC･2を探し出そう

とC・2より15分程登った地点を3名でゾンディ

ーレンするも何もみつからず徒労に終る。

果して9月27日の夜、彼らの元に何が起ったと

云うのだ。いろいろな推察が飛びかうもあくまで

推察にすぎず、将にナンダの神のみぞ知る。

アクシデントのあった日から数えて51日、この

間、当地では3度にわたる大雪があったと云う。

この新たなる積雪層が捜索の妨げとなっているの

は確かである。何もかもおおい隠し山々は太古の

昔の姿を取り戻している。この中から彼らを見つ

け出すと云う事は将に砂浜の中からゴマツブを捨

うようなものであろうか。

兎に角、明日は彼らのC3へ登ってみること

にしよう。

11月16日天候～快晴

上部捜索活動2日目の今日も何ひとつ遺留品は

見つからず重い足取りでC2に戻る。

藤倉達のC・3とおぽしき所に立ってその余り

にも膨大なデブリの痕跡を見て云いようのない絶

望感に襲われた。
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尾形好雄

12時の交信の時､突然どこからともなく7羽の

真白な烏が現われ我々の頭上を飛翔するのが見ら

れたが、あれは彼らの霊魂であったのだろうか、

1羽だけ群から離れて飛んでいた白い烏、あれは

藤倉の烏だったのだろうか……誠に魔詞不思議な

ことである。

結局、今日は4時間半にわたる捜索活動で何も

手がかりは得られず明日はまたやりなおしである。

6,000mと云う高所でのゾンディーレン、けっし

てなまやさしくはないがひと突き、ひと握りが彼

らの為にやってやれる最後の務め、メロメロにな

る迄探しまわろう。

11月17日天候～晴のち雪

約5時間もにわたる重労働が徒労に終った時、

自分は自分にどのように云い聞かせたら良いのだ

ろう力も

上部捜索活動に入って今日で3日目、今日こそ

はと思って出かけたものの今日もまた何も見つけ

ることも出来ないまま重い足取りで帰幕する。

今日は午后より真冬日の天候となり東つく中で

のゾンテイーレンはなかなか辛い仕事である。それ

でなくとも6,000mでのゾンデは並大低の事では

ないのである。遅々として進まぬ作業量を見て腹

を立ててもしょうがない、これがこの地に於ける

限界なのであろうから。

。藤倉隊C･3の位置は果して昨日、今日ゾン

ディーレンをした付近なのであろうか。

o9/27～28頃の旧雪層まで今のゾンデ棒

(2.5m)で到達しているのであろうか。

昨日、今日の反省としてこの2点が気になると

ころである。明日のRestにじっくり今後の捜索活

動について考えてみよう。



11月18日天候～晴のち雪

7時の時で－18｡C，昨日あたりから気温が下

がりはじめ、今日あたりの風の冷めたさなどここ

カルヮールでも冬の到来がひしひしと肌を通し

て感じとれる。

朝とも昼ともつかない食事の後、昨日、佐久間

パーティがゾンディーレンをした場所迄行って9/27

から今日迄の積雪層を調べる。その結果､9/27頃

の積雪層迄は140cm位であり、先日堀り下げた

赤旗が150cm位であったからまあまあの線であ

ろう。と云う事は今あるゾンデ棒で充分探索は可

能と考えられる。

夕方6時の定時交信で明日以降の捜索ポイント

を「C･2発見」に置いて全力を注ぐことで上の

キャンプと下のキャンプの意見の一致をみる。

C･2はなんとしても探しださねばならない。

C-3付近のデブリ帯の捜索と違ってC･2付近

はゾンデしやすいのでなんとか2日位で見つかる

のではないだろうか。

明日は例のミラクル・パワーも用いてみよう。

こうなったら考えられるあらゆる手段をすべて取

り入れ隅なく探すだけだ。

山は日一日と冬の装い、一日も早くみつけ出し

て皆の待つ日本へ連れて帰ろう。

11月19日天候～快晴

Rest明けの今日は藤倉隊C・2の捜索に全力

を上げてかかったが労多いアルバイトの割には何

ひとつ遺留品を見つけることも出来ずグッタリ。

今日でC2スティを出してから早、6日目。い

まだ何ひとつ彼らの遺留品をみつけることができ

ず只々焦燥にかられるのみなり。

C°2の燃料EPIカスもだんだん底をついてき

ており今、捜索活動も大詰を迎えているが、まっ

たくの手がかり無しでの捜索は将に白銀の砂漠で

ゴマツブを捨うようなものなり。

今のゾンデ棒で充分探索可能でありながら、何

物もひっかからないと云う事は、やはり藤倉隊C

・2の位置推定が間違っているのであろうか、明

日はもう少し奥を捜索してみよう。

それにしてもこの高度で一日中ゾンデ棒を振り

まわすことはなんと辛い事か．．…｡．
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明日中にC･2をみつけ出さないとC3の探

索などおぼつかなくなる。なんとしても明日には

決着をつけたいものである。今日より佐久間、佐

藤の2名がC･2入りしたので明日からは8名の

捜索活動となる。この人海面のパワー・アップに

期待しよう。

また、今日は隊長、L0(リエゾンオフィサ

ー）もここC･2に登ってきてゾンディーレンをし

ていった。

隊長の胸中もさぞ焦燥感で一杯であろう。

11月20日天候～晴のち雪

C･2捜索2日目の今日も何も発見することは

できなかった。

日中の最高気温もマイナス10度以下と云う真冬

日の中でどこに在るのか解らぬC-2の発見に繰

り返す単調なゾンデ作業、何千、何万、何億回雪

面を突きさせば出てくるのやら、一日の作業を終

えてテントに横たわる時、両足は鉛のように重い。

まだ高度順化が完壁でないのだろうか。それとも

順応を上まわるオーバーワークなのだろうか。

それにしてもあと2日間で事実上、上部捜索活

動が打ち切りとは……。

今朝の燃料計算ではあと4日間はもつと思った

が今夕6時の定時交信になったらEPIガスカート

リッジがあと10本しかないと云う。とんだ誤算な

り、これも最高気温がマイナス10度以下と云う低

温の為に熱効率が悪くなっているからであろう。

それにしてもあと2日とは……手ぶらで帰れと

云うのであろうか、御遺族の方々の胸中を思って

もとても出来やしない。大枚かけて当地に赴きな

がら「7羽の白い烏を見た｡｣だけでどうして済ま

されよう力も

それにしても何故見つからないのだろう。せめ

て夢枕に出てきて暗示を与えて呉れたまえ。我が
とも

岳友よ.／

あと2日しかないと云うのであれば死んだ気に

なって全力を尽くす他はなしも

なんとしてでも探し出してやる。俺達はc2

をみつけにきたのではなく彼らを探しに来たのだ

ゾ.ノ

タ方6時から8時過ぎまでの長い長い交信が終



わる。

11月21日天候へ-快晴

EPIガス燃料の欠乏に依り8名のC・2滞在

者からなる本格的捜索活動も残すところ明日一日

となったにもかかわらず今日もなにも探し出すこ

とは出来なかった。今日は7時前から午后3時45

分迄精を出したが成果は零であった。

ほんとうに藤倉隊C2はどこに設けたのであ

ろうか。これまで隅なくゾンディーレンをしても見

つけられないと云う事はどう云う事なのだろう。

ゾンディーレンに依る捜索方法が間違ってるのであ

ろうか･･…･あと考えられるキャンプ．サイトはど

こだと云うのだ。

午前中、10時頃迄8名総がかりで捜索隊C･2

下方の雪原をゾンディーレンするも手がかりなし。

休憩後、2パーティに分れて山田パーティは昨日、

片岡より意見のあった上部雪原の捜索､尾形ノーティ

は昨日、菊地隊長がトレースをつけたルートを上

部雪原迄ゾンデを行なう。然し手がかりはなかっ

た。

将に矢尽き刃折れ、八方塞がりの状態なり…"6

夕方6時からの交信で明後日からの捜索活動方

針の検討を行なう。明日で8名での捜索活動は終

了し、明後日からは4名がC2に滞在して引き

続き上部捜索活動にあたることにする｡C･2に

残る者は尾形、山田、片岡、鈴木の4名とし新郷、

佐藤の2名は一旦B・Cへと下る。そして菊地、

若尾、佐久間、宮崎の4名はC･1に留りC-2

のサポートにあたることになる。

いずれもRestを狭んで5～6日であろうか､そ

れが最後の捜索になるであろう。

今日も18時から20時過ぎまで長い交信が続け

られ、その中で隊長からの'|動突の交信には胸がつ

まされた。

舘野、絹川の両名は帰国の途へ。

11月22日天候へ-快晴

本日でC2上部の8名からなる捜索活動は終

了した。最後の意気込みもむなしく今日も到頭何

も発見することは出来ず、只々焦燥にかられるば

かりなり。
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今日はパーティを2つに分け山田パーティは例

の上部クレバスにかかっていたフィックス。ロー

プの堀り越し、尾形パーティはインドナイニタ

ール隊のC･3付近のゾンディーレンを行なう。

7時過ぎにC･2を出て14時半迄､今日は昼食

も取らずに頑張ったが駄目だった。明日には下へ

下らねばならない新郷、宮崎、佐藤も居たので捜
とう

索現場で香をたいて黙祷をして引き上げる。

上から脈鰍したゾンデの跡はとても美しく印象

的であった。本来ならば醜い足跡としか写らない

のであろうが、一本一本に思いをこめられた苦労

の跡だけに美しく眺められたのであろうか。

夕方6時からの定時交信ではB･C撤収の打ち

合わせがおこなわれる。

見つかっても見つからなくても上部捜索活動は

25日迄とし26日には全員B･Cへ下山､27日、

隊荷整理と隊荷の搬送（プルキャ迄)、28日､慰霊

碑刻みと追悼慰霊祭、そして29日の早朝B･Cか

ら下山と云う日程が交信された。

いよいよBC撤収の日取りは決った。それに

しても手ぶらで帰れるであろうか、とは云うもの

のこれだけ探しても見つけだせないとは……ほん

とうにどこへ消へてしまったのだろう。

ペンを取る側でシュラフにもぐる隊員達は横に

なるや否やもう寝息をたてている。これ迄の蓄積

疲労を訴えるかのような寝息を聞いているとこれ

以上の無理を強要することは出来ないようにも思

えてくる。

11月23日天候～晴

いよいよ本日よりC･2滞在は4名に削減。朝

食後、C・2の片方のテントの撤収にかかり、10

時少し過ぎに4名は下っていった。

下り去る4名を見送ってから残った4名でC・

2上部のゾンディーレンを精力的に行なうも何も手

がかりは得られなかった。

一方、9時半にC・1に上がってきたハイポ

ーター（高所人夫）と共に藤倉隊C･1に上った

隊長は雪崩に押しつぶされた藤倉隊C1のダン

ロップテント1張を発堀して回収した。その有様

たるやズタズタの状態で若しもc2も同じよう

な状態であったとすればゾンディーレンでの探索は



かなり難しいように思えるとの連絡がある。

そうは云われても兎に角、上部での捜索は残り

あと2日なのである。今やれる手法でベストを尽

くして頑張る他ないであろう。

いに消されていた。例のヒナ段状のハンギング・

グレッシャーの左側の氷壁には雪がびっしりとつ

き雪崩の脅威に怯やかされる。

前lp1のゾンディーレンの反省をふまえて今日は、

ここはと思われる個所をスコップで堀ってみた。

然し、デブリの亜壕堀は雪がガッシリと締ってお

り手堀りではこの作業も遅々として進まず大変な

アルバイトを強いられる。丁度120～150qn位

堀り下げた辺りから依然、堅雪層が現われ堀り出

しに時間がかかる。若し、この堅雪層が9月27日

頃のデブリの爪跡の層だとすれば、とても4人程

度の人力で堀り出せるものではない事を痛感し改

めて大自然の力の前に人間の非力さを感じさせら

れた。

午后2時半、風雪が激しく荒れ狂い視界が利か

なくなってきた為、残念至極ではあったが今捜索

活動の全ては打ち切られた。

卒塔婆の替りに7本の旗竿を立て、頼まれて携

えていった諸々の物をお供えし彼ら7名の冥福を

祈って無念の帰幕にかかった。

午后になって荒れ狂い出した風雪は帰る頃には

益々激しさを増し、往路のトレールはすっかりか

き消され目もあけられぬ程の激しいブリザードの

中でルートを探し出すのに難儀した。それでもど

うにかこうにか16時少し前にC2へ無事帰幕し

た。9月27日の午后も多分、今日と同じようなブ

リザードに見舞われたのであろう。

今日の風雪、明日には下ると云う事で彼ら最後

のなごり雪であったのであろうか･･･…。

11月24日天候～晴のち雪

本日はC2探索の為、ここはとおぽしき所を

片端しから塑壕を堀ってみたが赤旗1本、ゴミひ

とつ見つけることも出来ず徒労に終ってしまった。

この高度で一日中穴堀りと云う作業はかなりの重

労働で午後も仕舞になる頃には穴の中から雪を放

り出す事も出来ないほど上腕が疲れ果ててしまっ

た。

午后3時頃になって視界も40m程に天候が崩れてき

たので今日の作業を切り上げる。

夕方になって雪が降り出し心配されたが20時近

くになって雪は止んだ。積雪10cm位。

10～12日の悪天周期を考えると丁度、また悪

天候期間にあたるが、なんとかあと2日間はもち

こたえて貰いたいものである。

それにしてもC･2入りしてから今日で10日目。

この10日間必死の捜索にもかかわらず未だ何もみ

つけることが出来ず、いよいよ明日で上部捜索は

一応打ち切りとなる。結局、我々は何一つ彼らの

遺留品を見つけることなく帰国することになるの

であろうか･･･…。

この高所に於けるこれ迄の捜索活動を振り返っ

てみても悔いは残らないであろう。我々人間の力

に比べヒマラヤの持つ大自然は余りにも大きすぎ

たのである。

それにしてもこのゾンテイーレンの傷痕だけで満

足して帰らなければならないとは全くもって残念

至極なり。

11月25日天候～晴のち風雪

到頭何も発見できぬまま無念の下山を甘受する

結果となってしまった。本日でもって上部捜索活

動は打ち切りとなる。

最終日の今日は4名で藤倉隊C･3の捜索に全

力を尽すべ<上部雪田に出かけた。

8日振りに上った上部雪田は新雪層が40cm程

降り積っており、前回のゾンデーレンの跡はきれ

▲
画 宰

琴
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第2キャンプ上部のルー 卜図

捜索隊行動概要

10月21日～菊地、鈴木の2名はカトマンズのデボ

装備をデリーに搬送するために成田を

出発。

25日～菊地、鈴木それにカトマンズで合流し

た山田の3名、デポ装備を携えてカト

マンズからデリーに入る。

’1111、捜索隊の本隊として尾形、新郷、

舘野、佐久間、宮崎、佐藤の6稲は成

｜{|を出発してデリーに向う。

26日～未|ﾘjに現地渉外要員としてデリー入り

していた八木原とカトマンズからの3

名、日本からの6名それに現地サポー

ト要員の絹川が合流。

この日はまずシカール・トラベル社

へ赴き捜索隊の契約事項等に就いて打

/捜索隊第2キヤンプ
ノ（5400）

尾形好雄
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ち合わせを行なう。その後、IMF(/f

ンド登山財団）へ出かけ隊荷通関のた

めのUnderTaldng(保証書）を貰い

リエゾン・オフィサーのMr.マンガル

ビザとの打合わせを行なう。

午後は空港に行って隊荷の通関を行

なう。魔のインド通関も2時間ほどで

怠外とスムーズに済む。

大型無線機と云うことで懸案になっ

ていたトランシーバーの使用許可もこ

の日許可証が交付された。

27日～「ハッピー・デワリー」でお役所関係

はすべて休み。

（「デワリー」と云う行事はヒンズー教

の盆、正月のようなもので大変賑わう

、



11月

祭りである｡）

隊荷の再梱乞と現地購入姑の買い出

しに一日費やす。

夕方、此の度の遭難事故で一方なら

ぬお世話を戴いたIMF幹事のMr.J･

シソ氏の自宅に伺いこれ迄の御礼と捜

索隊への御協力をお願いしてくる。

28日へ午前中、日本大使館へ赴きこれ迄の御

礼傍々捜索隊との連絡方法等について

打ち合わせを行なう。

その後、空港へ出かけ入国時にデポ

したトランシーバーを引き取ってくる。

「デワリー」をはさんで僅か2日間の

慌わただしい出発準備の後、午後2時

半1台のバスでデリーを出発する。こ

の日は約8時間のバス・卜．ライブでハ

ルドワニに到着。

29日～ハルドワニから先は山岳道路となるの

でさらにトラック1台をチャーターし

て隊荷を積みかえバス1台とトラック

1台にてカプコットの2Km程奥にあ

るバラリヘと向う。

途中、アルモラでは行政長官と警察

署長の所に立ち寄って捜索隊との連絡

方法について打ち合わせを行なう。

ハラリには夜9時半頃に漸く到着し

ツーリストロッジに泊る。

30日～キャラバン開始

バラリ（高度1,130m)からロハルケ

ツト（高度1,750m)へと辿る。

31日～キャラバン2日目

ロハルケットから2,940mのダクリ峠

を越え峠の下のツーリストロッジに

泊る。

ダクリの峠から初めてナンダカー

トの頂稜が眺められる。

1日～キャラバン3日目

ダクリ（高度2,740m)からピンダリ

河へ向って高度を下げ、さらにピンダ

リ河に沿って遡りドワリ（高度2，738

m)へと進む。

2日～ベースキャンプ(B,C.)到着
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ドワリからプルキア、マルトリと辿り

高度3,700mのピンダリ河右岸の河岸

段丘上にあるカルカ（放牧地）に捜索

隊ベース・キャンプを設ける。

3日～停滞。

前日の正午ごろより降り始めた激しい

降雪が一日中続きテントl張が押しつ

ぶされる。かなり大型のサイクロン(イ

ンド判台風の様なもの）が上陸した影

響に依るもので下界の平野部では大雨

に見舞われ大きな被害が出る。

4日～B.C.で「ハタケ」の儀式（安全登山を

祈願する儀式）を行ない、尾形隊（尾

形、宮崎、佐藤）はC･1へのルート

偵察に出かける。

入りくんだ複雑な地形と前日迄の積

雪に依りさっぱり距離を稼げないまま

4,080mを最高到達点としてBCに

戻る。

5日～CMへのルート偵察

尾形、宮崎、それに高所ポーター1名

は前日に引き続いて藤倉ルートをトレ

ースしてClへのルート偵察を行な

うも不安定な積雪層に難渋して4,320

mの上部氷河函養台地の稜までしか到

達出来ずB･Cへ戻る。

一方、別ルートの偵察として山田、鈴

木、新郷はピンダリ氷河へ向ったがア

イスフォール（氷の滝）の状態が悪

く下部からのルートは不可能との判断

を下し引き返す。

6日～前日のルート偵察の結果から藤倉ルー

トとは別に上部氷河函養台地の稜に出る

ルートを工作する。これは9月の段階

では運動靴で登れた草付の斜面も一面

雪でおおわれてしまっており雪崩の危

険が危倶されたためである。

BルンざとCルンゼの間の尾根にル
ートを取り固定ロープを9本張って上

部氷河函養台地の稜こ出る。この日は

さらにこの稜の裏側に入る沢へと下り

沢を渡って対岸の懸垂氷河の下を横切



ってC1予定地が間近に眺められる

所まで足を進める。

若尾、片岡の両名がB･Cに到着す

る。

＊～上部氷河函養台地の稜に喰い込

むルンゼを便宜上、BC側か

ら各々A，B，C，Dルンゼと

命名した。

7日～漸く待望のC1予定地に到達する。

前日の最高到達点から「象の頭」と呼

んだ穰線へ急峻な雪のクーロワールを

登って到達しこの「象の頭」4,500m

を捜索隊C･1とする,

8日～菊地、若尾、高所ポーターの2名はC

1への荷上げに向う。

残りのメンバーは翌日からのC1滞

在に備えて休養。

9日～第一キャンプ建設。

尾形隊（尾形、宮崎、佐藤)山田隊(山

田、片岡、鈴木）の6名はC･1に上

がりこの日からC･1滞在となる。

10H～c2へのルートエ作

上部で真一文字に連らなる懸垂氷河に

向ってC1より真直ぐに登り弱点を

ぬってこの懸垂氷河を越え、その上の

クレバス帯をトラバースしてスノー・

ドームの下へ到達する。途中、固定ロ

ープを11本張って5,050m迄達っする。

11日～C2へのルートエ作完了。

前日の最高到達点から雪面を登ってス

ノート．－ムに出てクーロワールの入

口に向う。このクーロワールの手前で

藤倉隊の2本の赤旗が見つかった。こ

れはその後の大雪で2本とも埋もれて

しまった。

クーロワール内には藤倉隊の固定ロ

ープが抜け出る地点まで張られてあっ

たが大半が雪に埋もれており堀り出す

のに苦労する。この日はクーロワール

をぬけ出した5,380m迄到達する。

12日～激しい降雪のため全キャンプとも停滞

となる。

67

13日～C･1気象停滞。

菊地、若尾、高所ポーター2名はC

1までのルート確保にB･Cから向い

途中までラ",セルを行なう。

14日～第二キャンプ建設。

山田隊（山田、片岡、鈴木)C2滞

在一物井、村上の両現地サポート要員

と11／4にメール・ランナーとして下

った絹川の3名B・C到着。

15日～上部捜索活動（上部捜索活動報告の項

25日参照されたい｡)

26日～C2，C1を撤収して全員B･C

に集結する。

27日～隊荷整理とBCの撤収準備。

28日～慰霊祭。

B･C徹収、プルキアヘと下る。

29日～帰途キャラバン。

プルキアーカティ。

釦日～カティーロハルケット。

12月1日～ロハルケットーバラリ。

2日～ハラリよりバスにてアルモラヘ。

3日～アルモラよりバスでデリー帰着。

4日～デリー滞在。

日本大使館、IMF(インド登山財団)、

Mr.J'シソ氏それにITBP(インド

チベット国境警備隊)のMr.フカム・シ

ン氏の所へ捜索隊の報告傍々挨拶に往

訪する。

デリーデポ装備の整理。

5日～IMF総裁、HCサリーン氏の自宅

へ捜索隊の挨拶に往訪する。遭難者の

パスポートキャンセルの件で日本大

使館へ伺う。

尾形、新郷、宮崎、佐久間、佐藤の

5名はAI-308便(デリー発21時40

分）にて帰国の途に着く。

6日～菊地、山田、若尾、片岡、鈴木、物井

はカトマンズからの持ち出し装備の再

搬送の為にRA-401便にてカトマン

ズに向う。

12日～菊地、若尾、鈴木、帰国。
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山申請言）をIMF(インド登山財団）に提出した。

然し､仮アプリケーションを提出して間も無くIMF

から「ナンダコットは国防上の理由から許可出

来ない。只、近くのナンダカートなら許可する｡」

との連絡が入った。（6月19日、IMFからの手

紙参照されたい｡)協会では早速、登山学校実行委

員会に計って極々検討を重さね、その結果目標の

山をナンダカートに変更して1981年の登11｣学校

を実行する事に決定してナンダ・カートへと向っ

た。登る山が外国にある以上、自分達の申請した

山が国防上の理由とか他の外国隊と競合している

などの理由に依り変更を余儀なくされることはイ

ンドだけに限らずネパール・パキスタンに於いて

も多々あるこである。

この新たな目標となったナンダ・カート(6,611

m)は、ガルワールヒマラヤ東部のナンダデ

ヴィ内院の東に位假し、北はロング・スタッフの

コル(5,910m)を隔てて盟主ナンダ･デヴィ(7,816

m)､南にはパンワリドワール(6，663m)､東に

は有名なトレィル・パス(5,312m)を経てナン

ダ．,}(6,861m)へと続いている。このよう

にナンダ・カートは周囲に誓える著名な雄峰の為

にどちらかと云うと不遇をかこっており、1，936

年に、周囲のナンダデヴィ（西峰）やナンダ・

コットが登られたのに対してこの山が最初に登ら

れる迄はさらに25年も待たなければならなかった。

1961年の10月20日にP･チョウダリー隊長の

インド隊がピンダリ河から初登頂を果した後､1970

9／27の夕刻6時の交信を最後に消息を絶って

しま一た7名の岳友達は果して何処へ消えてしま

ったのであろうか。誰れ一人として目撃者もなく

忽'然として恰も神隠しにでもあったように音信が

途絶えてしまった此の度の遭難事故……神々の寝

所に召される形で戻らぬ彼らの消息は将に神のみ

ぞ知る事となってしまった訳けであるが、ここで

は、何故、彼らが消えてしまったのか我々の考察

し得る範囲で原因を推察してみることにしよう。

計画段階の反省

HAJの「ヒマラヤ登山学校」は1977年秋ガル

ワール・ヒマラヤのタルコット峰(6,099m)で

日本山岳会に協賛しておこなって以来、毎年継続

的に行なっており今回のナンダ・カートは第5回

目の「ヒマラヤ登山学校」であった。

では、まず今回のナンダ・カート登山学校の計

画から振り返ってみることにしよう。

そもそも1981年の「ヒマラヤ登山学校」はナ

ンダ・コット(6861m)の計画から始った。

ナンダコットはピンダリ河を挟んでナンタ・

カートと対時する山で、我が国最初のヒマラヤ登

山が行なわれた意義ある山である。即ち1936年

立教大学隊によるこのナンダコット遠征で日本

のヒマラヤ登山は黎明を迎えたのである。

HAJでは1981年はこのナンダ・コット奄頂か

ら45年に当ると云う事でこの日本人にゆかりの山

ナンダ・コットを目標に上げて磯ll_1学校を実行

すべく1979年に仮アプリケーション（登
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年.5月にA｡K･チャンデカール隊長の率いるイ

ンド隊が挑んだが5月31日にピンダリ氷河上部で

起った雪崩により3名が遭難死して登山は中止し

ている。第二登は1972年の秋、同じピンダリ河

から入ったG･シャー隊長のインド隊によってな

された。（10／13登頂)､その後1978年6月に

もP･バッタチャルジーの率いるインド隊がピン

ダリ氷河より試登したが6／22に無名峰に登頂し

ただけで終っている。

これらがナンダカートを舞台に展開された登

山小史であるがいずれもインド隊の記録と云う事

で資料が乏しく出発迄資料収集に苦労する。特に

ルートの写真については九山同人隊よりお借りし

たバソワリ・ドワール側からのやナンダ・デビィ

ナンダ・コットからの写真ぐらいでルートの仔細

について知悉するには至らなかった句

こうした中での検討の結果、行動の概要は次の

ように計画された。

まず、ピンダリ氷河とチャングーチ氷河の合流

点付近約4,000mにBCを設営、ピンダリ氷河下

部アイスフォールをぬけ、トレィル・パス下部

に広がる雪原に出てこの雪原にCl"5,100

m)を建設し、ナソダ・カートから東にのびる稜

にルートを求める。東稜の約6,000m付近に最終

キャンプのC･2を建設して頂上アタックを計る

と云うものであった。

然し、当初計画したこのルートは後日、捜索隊

も偵察してみたが下部のアイスフォールの状態

が悪くルートになりえない事が判明している。

彼らは偶然にも先発の藤倉インストラクターが

デリー入りした際に1972年のインドナイニタ

ール隊の隊員と巡り合う事が出来、詳しい情報を

入手することが出来た為に当初の計画に縛られる

享なく初登ルートへ取りつくことが出来たのは賢

明であった。

実際、ピンダリ河右岸の河岸段丘上のB･Cか

らC1へのルートは上部ブリア氷河からの|函養

台地を形成する稜の山腹を複雑にトラバースする

登路となっており、カティの村人達が夏には放牧

に上ると云うだけあっていたる所に家畜の踏跡が

あって判りにくいルートになっている。

先発隊は、ピンダリ河からの登路を知っている
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と云うジョシマートのハイ・ポーター（高所人夫）

を2名雇用した事や前記したように現地入りして

から得た詳しい情報に依ってBC設営後、ルー

ト偵察に多くの時間を費やすこともなくC1へ

のルートを速かに聞くことが出来た。この予定以

上の日程消化のスピーディぶりは本隊がB･C入

りする前にC1迄のルートがすでに確保されて

いたことで伺える。

このように計画段階では目標山の変更を余儀な

くされ、その情報収集に奔走するも資料が乏しく

ルートを良く知悉することが出来ないまま出かけ

る形となってしまった。その后、現地入りしてか

ら入手した情報に依って当初の計画を変更するこ

とになった訳けであるが、確かにそれが遭難事故

の直接間接原因云々と云う事とは別に資料不

足からの計画のまずさがあった事は確かである。

ヒマラヤ登山の場合、国内の登山とちがって五

万分の一の様な詳しい地形図が有る訳けで無く(も

っとも極く一部の山に関しては作られているのも

有るがj詳細な文献資料が豊富に有る訳けでも無

く一部始終を全て把握して行くことは希であり、

逆にそれら未知なるものがあるが故にヒマラヤに

魅せられる訳けである。然し当協会が継続事業の

一環としてやっている今回の「ヒマラヤ登山学校」

の様な場合は、その性質から云って未知なるもの

を求めることなく豊富な資料が入手出来、予定ル

ートに関して仔細に知りつくすことが出来るよう

な山で実践すべきであったのであろう｡1978年の

第一回ヒマラヤ登山学校から1981年のナンダ．

カート登U｣学校まで過去4回の登山学校を振り返

ってみると毎年実施された山塊山名はそれfぞれ

違ったところで行なわれている訳けだが、「登山

学校」としての運営を考えればこうしたやり方よ

りも目標とする山を三座ぐらいに絞って固定しそ

れを3年周期ぐらいで順繰と実践していくような

方法が良いのではなかろうか。そうすれば過去の

データ蓄積は生かされるであろうし、ある程度遠

征そのもののマニュアル化もされるであろう。ヒマ

ラヤ登山学校の「趣旨」にもあるように「安全か

つ確実を第一義」とするならばこの辺のところを

もう少し堀り下げて検討すべき必要があるように

思われる。



今回は現地入りしてから詳しい情報を入手する

ことが出来、また下部ルートなど周辺地理に明る

い高所ポーターを雇用するなどした為にルート自

体は良く掌握しており、余計なルート偵察に時間

を費やすこともなく順調にキャンプ展開が計られ

予定よりも早くアタック態勢が確立した。然し、

逆にそれが裏目となり登山の最終段階を迎えた時

に悪天候につかまり被害を大きくしたとも云える‘

遭難事故の原因

それでは次に本論である遭難事故の直接原因に

就いて推定してみることにしよう。

まず、彼ら7名の最后の動静を小島隊長との交

信内容から見てみよう。

9月27日、第一次アタックを翌日にひかえてこ

の日ナンダカート頂上雪壁の下、高度6,000m

付近にC3を建設し、第一次アタック隊として

藤倉、寺本、鈴木の3名は、そのままC･3に留

った。C3建設のサポートと高度順化の為にC

3に上った阿部、斉藤、本田、埜口の4名は、

その任を果してC･2へ向けて下降を開始したも

のの午后になって崩れ始めた悪天候に掴まってト

レールを見失いC2へ下りきれず、また再びC

・3へ引き返してきたところから今回の大きな悲

劇は始まる訳けである。

16時のC･3とC・1の交信ではC･2へ下っ

た4名との連絡が取れず安否が気づかわれていた

が17時の交信の時には4名とも無事にC3にま

た引き返し、留ってた3名と一緒に居るとの事であ

るから､彼らは17時近くになってC･3に戻った

のであろう。

17時の交信の時にC3の藤倉は､この時間に

再度C･2へ下らせる事は危険であると判断して、

この夜はC3の4～5人用テント1張に7名で

泊り明日下山させることに決断する。遅い時間、

悪天候などからして当然の判断であったと云えよ

う。

そして18時の交信では翌日の予定について協議

し、C･3の藤倉の考えでは天候次第で藤倉、寺

本、鈴木の3名は予定通り頂上へアタックに向い

他の4名はC･2へ下山させる旨が伝えられたと

云う。また、この時に藤倉に雪崩に対する安全性

を確認したがC2、C･3共大丈夫との事であ
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ったと云う。C･1の隊長は、尚も降雪中なので

C･3も充分注意するよう指示し翌朝7時の交信

を約束して交信を終えている。

そしてこの交信を最后に彼ら7名はプッツリと

消息を絶ったのである。果してこの後、何が起っ

たのか．．…将に神のみぞ知る。

彼らが消息を絶ってから50日が過ぎ去った11

月16日にこのC3の事故現場を訪れた捜索隊員

は一様にその余りにも広大な雪原に失望した。サ

ッカー場が何面もとれるようなスノー．グラウンド

に残る古いデブリの痕跡は次から次に降り積った

雪におおわれておりその爪跡は僅かに認められる

だけであったがかなりの範囲に散ぱっていた。遭

難事故のあと初めて彼らの消息が途絶えたC3

付近に上がり、この光景を眼にした時、直感的に

この雪崩にやられたのだなと思ったのは筆者だけ

ではなかったであろう。

C・3に上った7名全員が還らぬ今となっては、

あの広大なスノー・グラウンドの何処にキャンプを

設けたのかは小島隊長との交信で伝えてきた乏し

い交信内容から推定する他はない。

高度6,000mに広がる雪原のドン詰りから頂上

に続く雪壁が約600mの高度差を持って迫上がっ

ている。過去2度にわたるインド隊の登頂ルート

となったこの雪壁だが、今回はここで雪崩が起っ

た。雪崩のセオリーから云えば当然ながら雪崩が

起ってもおかしくない斜面であるが、ここで問題

となるのは雪崩に対する危恨感である。若し、我

々が初めてあの地を訪れて広大なスノー・グラウン

ドに立ってあの頂上雪壁を見た時に雪崩に対する

危倶感を果してどの程度抱くであろうか。その度

合に依ってあの広大なスノー・グラウンドの何処に

キャンプを設営するかが決まる事になるであろう。

前記したように遭難した藤倉パーティは18時の

交信ではC・3付近の雪崩に対して危1倶感を抱い

ておらず、それは雪崩に対しては危険のない（と

判断した｡）キャンプ地を選定したと云う気持があ

った為なのであろう。あの地で危愼感を抱かずに

テントに留っていられると云う隊長への交信内容

を考え合わせると彼らは頂上雪壁の基部からかな

り離れた所へキャンプを設けたものと思われる。

彼らは彼らなりに頂上雪壁の雪崩に対して警戒し



ていたであろうし、万が一雪崩が起った場合でも

そのデブリの最高到達距離を考えてキャンプ地を

設定したであろう。然し、結果として頂上雪壁か

ら起った大雪崩は彼らの予想をはるかに凌ぎ一瞬

にしてテントごと呑みこんでしまったようである。

現場の地形からして押し流されるような地形では

なく雪崩に遭遇したら押し潰されるような平担な

雪原なのである。それでも万が一の事を考えて捜

索隊が上部捜索活動に上った際、このスノー・グ

ラウンドの中ほどに走るクレバスも捜索してみた

が其の后のスノー．カバーもあってゴミ－つ見

つけることは出来なかった。

以上、捜索隊員として現地に赴き捜索活動を展

開した事故現場の状況などから雪崩にやられたの

であろうとの直感的な観点から彼らが消息を絶っ

た原因を雪崩と決めつけて筆を走らせてきたが、

それは次の幾つかの疑問点を考え合わせても事故

の直接原因としては「雪崩」と想定せざるを得な

いのではなかろうか。

まず一つには、事故発生の時刻であるが、彼ら

が持参していた2台のトランシーバーが同時に故

障することは通常考え難い事から云ってやはり9

月27日18時の最終交信から翌28日朝7時迄の

夜間に起ったと考えるべきであろう。若しもこの

間に、彼らがC･3から行動を起した後で発生し

た何等かの事故であｵ1ば全員一緒と云うよりも7

名のうち誰か1人ぐらいは連絡に降りれるのでは

ないだろうか。連絡に下った者が途中で遭難する

ことも当然予想される訳けでこれだけの事から云

々とは云えないが、ここは現場に居た藤倉副隊長

の慎重かつ冷静な判断からして悪天候下の夜間行

動は絶対に無かったものと確信したい。第三者が

このような確信をすることはおこがましい次第で

あるが、私事を若干述べさせて貰えば筆者と藤倉

副隊長とは高校山岳部時代からの山仲間でかれこ

れ16年もの長きにわたって山行を共にしてきたの

である。その間、ヒマラヤにも6,000m峰8,000

m峰と三度の遠征を一緒に出かけており、ヒマラ

ヤのような高峰に於ける低酸素領域の中で彼がど

の様な事を考えどの様な行為に出るかはある程度

予測出来る。と云っても過言でない程のカメラー

ドであった事を申し添えておきたい。
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余談が長くなったが、もう一つは現地に唯一居

合わせた小島隊長が抱いた当日の気象状態に依る

雪崩への危倶感である。27日午后からの降雪は小

島隊長の居たc’1でも大雪に見舞われ、雪崩が

非常に起り易い状態になっていた。

以上の事から判断しても今回の遭難事故の直接

原因としては「雪崩」以外に考えられないのでは

ないだろうか。

今回の雪崩遭難事故について

我々山へ行く者にとって雪崩は国内外の山にか

かわらず氷雪登山の最大の脅威でありながら、そ

の現象はまだよく解明されておらず、その為に雪

崩に依る遭難は、危険の予知と予防が難しい厄介

なものであり、なかでも新雪雪崩は時を選ばず発

生する点で、特にその感が深い。

ヒマラヤの遭難事故の最近の統計を見ると駐84

頁）雪崩に依るヒマラヤの遭難事故は実に56％と

半分以上を占めており然も雪崩遭難の場合、その

大半が大量死亡となっているのである。

本論に入る前にこの直接原因となった雪崩に就

いてもう少し詳しく知ることにしよう。

雪崩

1．雪崩の分類

雪崩の分類はその目的によっていろんな分類法

がある。1973年の国際分類では､発生の原因（4

種類)､発生の形態（5種類)､滑り面の位置（6種

類)､発生時の雪の水分（3種類入通過区の形態(3

種類)､運動型（3種類)､デブリの粗さ（5種類)、

堆積した雪の水分（3種類)､堆積区内の混入物(6

種類）等で分類されており、これら9要素の組み

合わせは、単純に計算しても291，600通りある

ことになる。（註1）

このように30万種にも及ぶ雪崩の中から自分達

が遭遇した雪崩を見つけることは到底不可能に近

いことであろう。

日本氷雪学会が1965年に作った雪崩の分類法

はこれほど詳細な分類ではなく、（1唐崩発生の形

（点発生と面発生）(2)雪崩層の雪質（乾雪と湿雪）

(3)滑り面の位置（表層と全層）の3つの要素から

分類し、それぞれをさらに2つに分けて6種類に

分類している。

ここでは遭難予防の見知からは勿論の事乍ら判



害も小さいようだ。

斜面勾配が60度以上のところでは､降り積るそ

ばから流れ落ちてしまうので、普通の降り方では

雪がつかない。

一方、広大な斜面の場合には、緩傾斜なるが故

に出るべくして出ないでたまっていた大量の雪が、

一度に崩落することがあるので、そう云うときは

速度も大きく、凄まじい被害をもたらすことがあ

る。

ナンダ・カートの頂上雪壁は、南峰～主峰～北

峰にかけて幅広く広がっており、これが6,000m

の高度に展開するプラトーヘ向けて一気に切れ落

ちている。その高度差は約600m,平均斜度は45

度位であろうか。こうしてみると頂上雪壁の傾斜

は、ひとたび雪が降り積もれば極めて雪崩が起り

易い斜面であったことは確かである。とは云うも

ののナンダカートをピンダリ河側から攻略しよ

うとした場合、登頂ルートは唯一この雪壁に取ら

ざるを得ない訳けで過去、初登隊以来いずれの隊

もこのルートを登っているのである。

り易い典型的な雪崩を5種類掲げることにしよう。

すなわち、

乾燥雪崩、雪板雪崩、湿潤雪崩、旧雪雪崩、氷

河雪崩。（註2）

であるが、ここでは今回の直接原因と思われる

乾燥雪崩を中心に触れる事にする。

乾燥雪崩

乾燥雪崩は積雪が増加することによって自然発

生する表層雪崩である。寒いときに急斜面に降り

積った新雪は、少量ならばこの雪は斜面にとどま

っているが、新積雪が深くなると、自分の目方を

支えきれずに滑りおちてしまう。風のようなちょ

っとした刺激でも発生するし、また、これに登山

者が踏みこむような刺激を与えればなお発生し易

い。従ってこの雪崩は降雪中、降雪後1日の間位

に起り易く、その発生率は80%とも云われている。

降雪が終ってから、とくに刺激がなければ新雪

は次第に落ちついていき、一般には2～3日でか

なり安定すると云われている。然し、気温が低い

ときは、その危険はさらに長く持続する。

この雪崩は、密度0．1位からそれ以下の軽い雪

の雪崩であり、速度が速いのでこれを見てから逃

げ出すことは難しい。

次にこの最大の脅威である雪崩の発生条件に就

いて見てみることにしよう。

ヒマラヤの雪崩遭難の発生件数と死亡者数は、

かなりの高率で起っているが、そのかかえる問題

が余りにも難しい事もあって、この難題は解決さ

れることもなく手を束ねているのが現状である。

ここでは、日本などの雪崩から導き出された一

般原則的な発生条件を見てみることにしよう。こ

れらが普遍的な原則として即、ヒマラヤの雪崩に

あてはまるかどうかは判らないが考察する上での

一助とはなり得るであろう。

（2）密度・雪崩層の厚さ

乾燥雪崩は、結晶が低温中で形成された雪、い

わゆる粉雪の場合に多く発生する。粉雪は密度が

小さく(0.10～0.25)､結晶の間に空気の入る余

地が多いので結晶同志の結合力が弱く崩落しやす

い。

降り積った雪は、変態が進んで締り雪と化し、

密度が大きくなって安定するわけで、従って新雪

の密度増加は安定化の目安となるが、それ以外の

場合には、密度が必ずしも安定度の尺度になると

は云い難い。

積雪の種別と密度の範囲（登山講座第4巻

山と渓谷社編）

2．発生条件

（1）傾斜

雪崩は30～50度くらいの斜面に出るのが普通

で､ことに40度前後のところに多いとされている。

然し、見通し勾配（雪崩の最上部と最下部を結

ぶ線の角度)が18度以下の斜面でも雪崩は起り･う

る。只、その場合は一般に落下速度は小さく、被 確かに理論的には上記のようになる訳けである
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種別

新雪

締り雪

ざらめ雪

乾

濡

乾

濡

、
１
Ｊ
ノ

大

密 度

0．05～0．20

0．10～0．30

015～()_45

0．15～0．50

0．25～0．50

0．30～0．60



が、実際問題としては新雪の密度推移がどうこう

と云うよりも、行動中に積雪層の安定度テストを

行なう方が確かであろう。危険のない斜面の積雪

を丸く塔を残すように堀り捨て、そこに残された

塔を手で押してみる。もし特定の層からすっぱり

切れて滑るようであったら、上部の斜面も危いと

考えるべきであろう。（若林式弱層テスト）

積雪層の厚さが一定の限界に達すると、それ自

体の重量や外部からの刺激により、結晶同志の結

合力が崩れて雪崩層の積雪が50cmになると､他

方の積雪を一緒にひきずり落して面発生となるも

のが多いとも云わ荊疋いる。

（3）地表面の形、状態

雪崩の発生し易い地形としては、半漏斗状で、

下方の急斜面（ことに斜面の下方に滝や崖がある

ような地形）に連なるコンヴェックス斜面（凹形

斜面）に多いとされている。

また、雪崩の発生する位置は一般に斜面の上部

が多く、スラブなどの岩盤が露出してたり、氷な

どで覆われた滑らかな地形などは危険と云われて

いる。

ナンダ・カートの頂上雪壁は太古の昔から培わ

れた蒼氷と堅雪のミックス壁となっており、北峰

よりの斜面にはハンキンググレッシャーがひな段

状に積み重なっていた。

（4）気象

モンスーンの影響を受けるネパールやガルヮー

ル・ヒマラヤではモンスーン中に大量の雪がも

たらされる事は周知の通りである。

4月から5月にかけてインドでは太陽が殆んど

頭の真上にくるようになり、強大な熱的にできる

低圧部となる。こうして形成された熱低気圧が徐

々に北へ移動するためベンガル湾北部では東北モ

ンスーンにかわって南東風が吹きこむようになる。

この南東風はヒマラヤ山脈のため東風に曲げら

れ、インド北部では多量の雨に恵まれる。

ヒマラヤ山中もこの時期には、ヒマラヤジェッ

トの南枝の衰えや下層の南東風循環の加速などに

より上層気流が撹乱されるようになって大量の降

雪がもたらせるようになる．
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恐らくこのモンスーン時が新雪雪崩の号音が最

も激しく山々に響きわたることであろう。

9月下旬になると、普通はこれらの南から侵入

する季節風は衰え始める。然し、モンスーンの末

期には偏西風の谷に伴われた低気圧が襲来するこ

とが多く、モンスーンのなごり雪とも云うべき豪

雪に見舞われる事がある。

太古の昔から積層されてきたヒマラヤの氷雪層

の表面が大量の新雪によって一度に覆われた時、

山々は極めて危険な状態となる。

事故当時の気象

雪崩の概念を掴んだところで、今回の雪崩遭難

に就いて考察してみよう。

まず、最初に事故当時、ヒマラヤの各地を襲っ

た豪雪からみてみることにしよう。

昨年秋のネパールや‘ガルワール・ヒマラヤの

気象を見ると9月11日までは､モンスーンに依る

典型的な悪天が続いた後、一転して12日から26

日までの2週間にわたって概ね良好な天気が続い

た。このため早いモンスーン明けと錯覚された登

山隊が多かったようである。早々にBC入りし

て登山活動に入っていた登山隊は、この好天期間

のお陰で順調にルートが延び、ナンダ・カートの

当、協会隊のように早くもアタック態勢に入った

隊もあった。こうしてルートが延びきっていたと

ころで9月27日から悪天が始り、3日間にわたっ

て異常降雪がヒマラヤの各地にもたらされた。そ

して、この異常降雪は乾燥雪崩のセオリー通りと

なって3隊を襲い､わずか2日間に13名もの命を

飲みこんでしまったのである。

特にこの異常降雪は、ヒマラヤ東部ほど多く、

同時期入山していたネパールヒマラヤのランタ

ン･･リ(7,239m)のネパール･HAJ合同隊のベー

スキャンプでは27日から29日にかけて約2m

近い降雪に見舞われている。この隊は、たまたま

全員アタック前の休養でB・Cに下っていたため

にこの白い悪魔に掴まらずに済んだようである。

一方、アンナプルナ山群の北面でマルシャンデ

ィ河からガンガプルナ(7,455m)北西稜に挑ん

でいた明治大学駿台山岳部隊も27日から29日に

かけて豪雪に見舞われ､29日の朝までにC･2(6,750

m)の積雪は2mを越えたと報告している。それ



で､この隊は、29日にC･2が雪崩に襲われ不幸

にも2名の隊員を失なうことになってしまった。

このアンナプルナ山群では前日の28日にも惨劇

が起っている。アンナプルナI峰(8,091m)に

北面の北西バットレスから頂上を目ざしていたフ

ランス隊は、27日夜にC･2(5,650m)が雪崩

に襲われ、シェルパ2名が死亡、翌28日にはC.

1(5,100m)も雪崩に襲われ2隊員が犠牲とな

った。同じ頃、裏側の南壁から取付いてた日本の

イエティ同人隊も死亡事故に至らなかったものの

雪崩の襲撃を受けている｡27日に南壁に起った大

雪崩の爆風でC･2(5,500m)のテントが吹き

飛ばされ2隊員が新雪に埋められたのである。幸

いにも脳震とうというだけで済んで大事には至ら

なかったようだ。

このようにネパール・ヒマラヤ各地を襲った豪

雪は、インド、ガルヮール・ヒマラヤも襲い当

協会のナンダ・カート隊もこの白い悪魔の爪にか

かってしまったと云えよう。

ガルワール・ヒマラヤ東部のナンダカート

周辺では、この嵐の襲来はネパールヒマラヤ中

部周辺に比べて半日から1日位遅れて襲来した。

ネパールのドルジェ，ラクパ(6,989m)(法政大

第1部山岳会隊，では26日午後から天候が崩れ出し

夜半より雪が降り出したと報告しているのに対し

て､ナンダ・カートでは27日の朝もまだ快晴に見

舞われており、C・2に居た7名は何ら逵巡する

ことなくC3建設に向けてC･2を後にしたの

である。

午前中はたいした天候の崩れもなく、順調に登
はかと．

高も捗り12時の交信時には､すでにC･3予定地

に辿り着いてテントを設営中との事であった。

然し、午后になって天候が崩れ出し、サポート

の4名がC･2に戻る頃にはブリザードが荒れ狂
さまよ

いホワイト・アウトの中を坊裡う事になる。ルー

トを見失なった彼ら4名はやっとの思いでC･3

へ引き返すことが出来、再び7名が一緒になった

のである。

事故当時のこのような天気は、ガルワール・

ヒマラヤのピンダリ河側だけの局地気象だけだっ

たのだろうか。同じ時期に山稜を挟んだ裏側のト

リスルI峰(7,120m)に挑んでいた仙台山岳会
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の人達の話しを聞いてみよう。

仙台山岳会の人達は、9月27日、C･3からC

・4へのルートエ作に向った。午前中は晴れてお

り、6,100m付近迄ルートエ作を行なう。午后に
ガス

なって濃霧が上ってきて風雪に見舞われるように

なり、16時頃、激しさの増した風雪の中をC･3

に戻ったらすでにテントが埋れていたと云う。

翌、28日は朝から風雪であったが、8時半頃に

C3から下降を強行する。C･2へ下る途中で

フィックス・ロープを堀り出している時に新雪雪

崩が発生して1名流されるもフィックス．ロープ

のお陰で助かる｡C･2の雪壁の所には、かなり

大規模なデブリが見られ、腰までの深いラッセル

を強いられる。C･2からC・1迄は通常1時間

でいけるところを6時間もかかったと云う。この

日は、さらにBC迄下降している。

29日も1日中風雪が続き、翌、30日の午後に

なって漸く上部キャンプから晴れ間が現われはじ

めたと云う。

このように隣接するトリスルIII隆でもこの荒天

を予知出来ないまま風雪に襲われていた。

一方、この時期には平地でも大雨に見舞われ、

インド、ネパールなどでは大洪水による大きな被

害が出ている。

これらの原因は一説によるとアラビア海で発達

した低気圧がイント西部からネパールにかけて縦

断したと云われている｡(註3)

然し、当時の北半球の500mb等圧面天気図や

地上天気図を見てみると9月24日にベンガル湾(北

緯16｡30'、東経87｡30')にサイクロンが発生

しており、このサイクロンはかなりの速度でイン

ド亜大陸に上陸したあと、なお北西方向に進路を

取って進み、28日にはパキスタンに近いインディ

アンデザート（砂漠）まで達している。

この天気図を見る限りに於いては、平地を襲っ

た豪雨は、このサイクロンの北上に伴う南からの

高温湿潤な風の吹き込みによるものと見るべきで

はないだろう力も

確かにヒマラヤ山中にもたらされる豪雪が、単

にこのベンガル湾からの影響によるものでなく上

層気流の影響によるものとされてる事は（註4）

周知の通りであるが、今回の豪雪をもたらした要



図－1北半球500mb等圧面天気図
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図－4北半球500mb等圧面天気図
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図－6北半球500mb等圧面天気図
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図－8北半球地上天気図 図－10北半球地上天気図

因としてこのサイクロンが作用した事は確かであ

ろう。

図－1～7は、北半球の500mb等圧面天気図

である。この天気図は、丁度、標高5,500m位の

高さのところの天気図である。従ってこの高層天

気図に現われる風の流れ､寒気の状態は直接5,500

,級の山岳における風や寒さの程度、天気状態の

よき指標となるのであるが､生憎とヒマラヤ山中で

はゾンデ観測がやられてないため我々登山者が一

番知りたい地域のデーターが無いのが残念である。

ナンダ・カートは北緯30｡18'、東経80o55/

に位置するわけだが、ここに一番近いインドのソﾞ

ンデ・ポイントとなるとヒマチャルフ･ラディシ

1州のアンバラ（北緯30｡23′､東経80｡55')と

なる。300kmも離れたHP州のゾンデ観測から地

形入りくんだUP州の外れに在るナンダ・カートの

局地気象を推測することは難かしいであろうが、

ここでは、この9月のインド北部の気象推移をこ

のアンバラの高層気象からみてみることにしよう。

表－1は、9月のアンバラの高層気象であるが、

この表を見るとアンバラの上空は、通常は偏西風

の影響を受けて北西寄りの風が吹いているのが判

る｡24日にベンガル湾にサイクロンが発生してか

ら風向きが南西に変わり熱い湿った空気が吹き込

んだのであろう気温、湿度駐5）ともに急に上

っている。25日、26日の両日も同じような観測
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表－19月のアンバラの高層気象（北半球 ら冷い気流が流れ込んだ事が予想される。そうだ

とすれば非常に不安定な上層界相を生じさせるこ

ととなり当然のことながら悪天に見舞われること

は必至である。

果して、そのような事が起りうる現象なのであ

ろうか。ちなみに気象庁で閲覧した500mb等圧

面天気図のこの日のデーターについては、データ

ーが異常であるとの赤印が入っていた。

風向が北北西と云っても風力が5ノット（25

m/sec)と非常に弱く、500mbの高度が上がっ

たとしてもこれは気圧気温から算出する値であ

るし、湿度も気温と露点の差から求めるとなれば、

気圧・気温の観測が間違えばこれらの値も変って

くる筈である。然し、気象変化によるヒマラヤ山

中での遭難事故は27日から28日にかけて起って

いるのである。

それでは、次に28日の天気を見てみよう翌日

になると一変して風向は南西と向きを変え30ノッ

ト(15m/sec)の風となって吹き込むようにな

り、湿度もグンと上昇する。

29日の地上天気図をみるとこのサイクロンは、

勢力を劣えながら（前日の500mb等圧面天気図

からは見れなくなり地上天気図だけとなる｡)パキ

スタンのジャコババド辺り（北緯2903東経70。）

まで進んでいる。アンバラの高層気象もまだ湿度

は高いものの風向きは北西寄りに変ってきている。

こうして24日にベンガル湾にサイクロンが発生

してからの気象の推移をみてみると､やはり27日

の観測データーは特異であり、気に懸るデーター

である。当日、300kmも離れたヒマラヤ山中の

ナンダカートでは午後より激しい風雪に襲われ

ている事などを考え合わせると、やはり、アンハ

ラの上層では、この気象庁も疑問視するような特

異な気象現象が起ってたのではないだろうか。

以上の事から9月未にヒマラヤ山中に豪雪をも

たらした悪天候について推察してみると、ベンガ

ル湾に発生したサイクロンの北上に伴って、南東

もしくは南西の高温湿潤な風が吹き込み、それに

よってヒマラヤの上層を流れる偏西風に撹乱が生

じ、気圧の谷のようなものが出来たところへまた

吹き込みがあってあのような豪雪をもたらしたの

ではないかと思われる。

500mb等圧面天気図による)(時刻:21時）

気温と露
点の差

風力
(ノット）

気温|風向高度⑪月日

｜
岬
一
が

9/15,830

25,820

3（入電無U

45,800

55,820

65，830

75,790

85,820

95,800

105,780

115，760

125，900

13（入電無L)

145，840

155，810

165,800

175，800

18（入電無I_)

195，780

205,790

21（入電なI_)

225，860

235,770

245,840

255，850

265,800

275,990

285,750

295，780

305,720

Ｒ
Ｊ
Ｒ
Ｊ

ワ
ム
ワ
ム

脂
一
ｍ

岬
一
Ｗ

脂
一
妬
－
５
ｌ
５
ｌ
ｍ
ｌ
５
ｌ
岨
一
別
一
妬

却
一
刈
一
釘
一
繩
一
釘
一
趣
一
翔
一
鄙
一
蝦

岬
一
冊
ｗ
ｗ
亜
一
ｍ
Ｗ
ｌ
ｗ
ｌ
ｗ

×．×

×．×

×．×

×．×

11.0

11.0

×．×

16.0

×．×

５
’
㈹
－
５
’
５

却
一
妬
一
却
一
恐岬

Ｗ
ｗ
亜

Ｎ
Ｎ
Ｅ

×．×

×．×

15.0

11．0

NNM5
NNE|10

釦
一
部

率
一
率

苧
一
脚
一
“
｜
岨
一
知
皿
一
型
一
池
識

細
一
祁
翔
一
却
刊
一
両
悲
一
調
一
赤
や
一
蝉

５
’
５
’
５
’
㈹
一
岨
－
５
｜
訓
一
旭
一
加

皿
ｗ
諏
岬
州
皿
諏
岬
岬

28

ワQ
白し’

データーが見られており､当然乍ら27日もサイク

ロンの北上に伴って同じ様なデーターとなるべき

であろうと考えられるのだが、どう云うわけかガ

ラリと変った観測データーが得られている。即ち

風向が北』陳に変り、急に気圧が上がり湿度が低

くなっているのである。

若し、この観測データーが正しいものだとする

と、サイクロンの北上に伴って（とは云っても前

日に比べて130kmも移動してないのだがJ吹き

込まれていた南からの高温湿潤な空気の上に北か

ワワ

イイ



遭難事故の反省

此の度のナンダカート峰遭難事故で7名もの

有望な岳友を失った我々は、云うまでもなく大き

なショックを受け、悲しみの深潭に突き落された。

この遭難事故で我々が受けた大きなショックも

我々1人1人が深刻に受けとめ、冷静に分析し、

彼らが生命と云う掛け替のない代償を払って示し

てくれた大自然の教えを生かしていかなければた

だの個人的感傷として残るだけであろう。

志しを同じとした我々としては、こうした悲劇

を二度と再び繰り返す事のないよう自らの問題と

して指摘する点は指摘し、反省すべき点は反省し

てそれらの事柄がそのまま自分達の今後に具体的

な形で生かされるようにしなければならない。

遭難事故はいつの世もそうであるように突如と

して恰も青天の震震の様に起るもので、その発生

要因も幾つかのファクターが競合して起る場合が

多く、そうした全ての要因を分析して反省を加え

るのが事故報告書の役目であろう。然し、それは

自分達の手に余る問題もあるであろうし、到底短

い文章では書き表わせるものではないであろう。

ここでは、現在の自分達にとって可能な範囲で

詳述し、省察していきたいと思う。

まず、はじめに直接原因となった雪崩遭難につ

いてであるが、これは前述したようにベンガル湾

に発生したサイクロンの北上に伴った上層気流の

攪乱によってヒマラヤ山中に一度に大量にもたら

された豪雪で起った雪崩と云えよう。

では、このヒマラヤ山中を襲った悪天を事故が

起る前に予知することはできなかったのであろう

か。

ヒマラヤ登山を目的とする大半の登山隊では、

昔のマナスル隊(JAC)の様な大がかりな気象観

測器材を携えて出かける事は、まずない。「ヒマ

ラヤの気象」を学術テーマとしてとらえて專門家

が随行して行くような隊でもなければやられてな

いのが現状である。

日本国内の様にBCにファクシミリでもあっ

て常時、北半球の500mb等圧面天気図などが送
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られてくるのを眺められれば確かに素晴らしいこ

とであるが、高価な機材や操作（オペレーターが

常に張りつけ状態になりうる｡)などに問題がある

ために余り一般化はされてない。それに過去に持

参した登山隊の報告でも余り有効利用である事が

述べられてないことなどもあって多くは活用され

ていない。

多くの避山隊は、往路のアプローチ・マーチや

BC設営を通していち早くその山塊の局地気象

のパターンを掴むことに努力し、把握した気象パ

ターンの日為の気温、風向き、高度計の指針の変

動などから天気を予報したり判断するのが常であ

る。

今回のナソダ・カート登山隊でも当然の事乍ら

これら局地気象の掌握には注意が払われていた事

は、小島隊長の言葉からも伺える。

昨秋の天候は、前述したように、9月11日頃迄、

典型的なモンスーンによる悪天候が続いた後、一

転して好天期間が訪れており、これを境に昨秋

のほとんどの登山隊は早いモンスーン明けと錯覚

したようである。

この落し穴にはまった為に9月未になって3日

間も悪天が吹き荒れるとは予知できなかったので
÷ヲ声

めつフo

確かに500mbの等圧面天気図や地上天気図を

後になってみてみるとサイクロンの発生を知る事

ができ、なるほどと考えさせられるわけだが、実

際、我々が山の中に入って観天望気だけの手段で

此の度のような悪天を予知することが出来るので

あろうか。天候が崩れるとか雪が降るだろうの予

測はできても、それが豪雪に見舞われるとか何日

も降り続くなどは、観天望気だけでは難かしいよ

うに思われる。

ヒマラヤ登山と云っても最初から四方に眺望の

利く山稜を登ってる訳けではなく、通常は谷間に

設けたB・Cから山塊の一角を頂上目指して登る

わけであるから山の反対側からどのような悪天を

知らせる雲がたなびいているのか、どんな雲堤が

押し寄せているのかなどを掌握することはなかな

か難しい事である。

観天望気の技術にもよるであろうが、ヒマラヤ

山中での谷間（側面）からの観天望気には限度が



あるのではなかろうか。一部の気象学者は、観天

望気さえしていれば予知出来たことであると語っ

ているが、果してそうであろうか。

ヒマラヤ登山に於いて高度計は必携品であるが、

我々はそれを単なる高度計としてばかりでなく晴

雨計としても用いることが多い。即ち同一地点の

気圧の変動で天候を予測するのであるが、9月27

日朝、C･2に居た彼らがC2の気圧変化をど

のように受けとめたか、またどの様な気圧変動が

あったのかは誰も居ない今となっては不明である。

前日迄、好天が続いていて27日、当日も朝から

快晴となれば、上に向って行動を起しても当然で

はなかっただろうか。

確かに、この澄みきった青空が、日本の冬山で

遭遇するような疑似好天（註6）であることを看

破して下っていれば今回の遭難事故は回避できた

であろう。

然し、日本の様な詳細な気象通報も無いヒマラ

ヤ山中でそれを予期できるかと云ったら、それは

我々登山者の予知能力をはるかに越えるものであ

り困難な事と思われる。

それに今回の登山隊の様にBoCから上での登

山活動を14日で攻略しようとする短期速攻登山に

あっては一日の無駄も許されない効率の良いロー

テーションが望まれるタクティックスにあって、

翌々日は第一次アタックをかけると云う最終段階

の中で朝から快晴であればアタック・キャンプ建

設へと登っていっても当然ではなかったろうか。

この日、下ると云うことは頂上アタックを放棄

することであり、好天が続いてきた中、快晴で向

えた朝に下山しようと云う決断が下せるであろう

か。これと云った判断材料も無い状態でそのよう

な決断をするのは勘だ難かしい事に思える。

こうして振り返ってみても27日にC3建設へ

と彼らが行動を起したのは決っして間違っていた

とは云えないのではなかろうか。

それでは次にキャンプ・サイトについてみてみ

ることにしよう。

これまで今回の遭難事故は諸般の状況からみて

7人の居たC･3のテントが雪崩に襲われて埋没

したのであろうと云う推定の元に考察してきた訳

けであるが､それではC3のキャンプサイトは、
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キャンプ地として適地であったのだろうか。

実際、彼らがC･3を何処に建設したのかは、

C・1に居た隊長との交信内容から推定するより

ほかない訳けであるが、彼らが伝えてきた高度

6,000m付近というのは500～600mにもわたっ

て広大に展開するスノー・プラトーなのである。

彼らはこのサッカー場が何面もとれるような広

大な雪原の何処に最期の宿を設けたのであろうか。

このプラトーに上がるルートは1個所だけであ

り、頂上雪壁のアタックルートも初登ルートが

唯一雪壁の弱点をぬったルートに思える。このプ

ラトーヘの入口点と頂上雪壁の取付点の2点を結

ぶラインをこの大雪原に引いてみると彼らのトレ

ールが浮んできそうな感じがする。さらに、雪原

のどん詰りから迫上がる頂上雪壁を見ていれば、

そうそう壁の際へは設営しないであろうし、かと

云って翌日のアタックの事を考えればアルバイト

が長くなるようなプラトーの上がり口付近にも設

営はしないであろう。

このような観点から前に描いたラインを追って

みるとある程度、彼らのキャンプ・サイトが判然

としてきそうな感じがする。そして、そのポイン

トを追い求めていった所は悲しくも塁々としたデ

ブリの山と化していたのである。

設営した後､27日夕方の隊長との交信でも雪崩

への危倶感は抱いておらず、彼らにしてみれば、

よもや雪崩が起るとは予想しなかったのであろう。

然し結果的には驚異的な豪雪に依って予測もしな

かった大雪崩が発生し、埋没させられてしまった

のである。

予測しえなかったとは云え、結果的に雪崩の襲
〈‘

来する所へテントを設営した事は失敗であった。

。このどこでもキャンプ地となり得るようなプラ

トーがキャンプ・サイトとして不適とするならば

このルートのファイナルキャンプは、かなり下

方に設けなくてはならなくなり著しくアタックに

不利となる。そうなるとこれは、キャンプ．サイ

トと云うよりもルートの問題ともいえよう。（この

ルートについては後述することにする｡)

彼らは先蹴者達のルートに従ってあのルートを

登りつめていきプラトー上にファイナル．キャン

プを設営した。これ迄培ってきた経験から当然の



事として判断したのであろう。

日本でも5月のゴールデン・ウィークには穂高

の澗沢にかなりの数のテントが張られテント村が

出来る。テントを張っている登山者達は何の疑い

も持たずに設営しているのであろう。然し、昔に

1聴沢側から起った大雪崩が潤沢の池ノ平をひと

なめにして北尾根の5．6のコル付近迄押し寄せ

た雪崩の猛威を眼にした人は、例えそれが100年

に1度起ったものであってもけっして5月の個沢

にテントを張ることはしないであろう。

予期しなかったとか、まさかあんな所からと云

うのは登山者の経験から判断されることが多い。

登山において経験が大切なことは云うまでもない

が、長い自然界の歴史にくらべて、我々の登山史

は余りにも短かい。ましてやヒマラヤ登山にあっ

てはなおさらそうである。わずかな経験を過大評

価して自然に対する謙虚さを失ってはならない事

を改めて教示された思いである。

では次に先に触れたルートについて反省してみ

よう。

国内の計画準備段階に於いては初登ルートが判

然としないまま現地に赴いた事は先に述べた通り

である。

HAJの登山学校は､その趣旨にもあるように比

較的短期間に於いてヒマラヤ登山の基礎と実際を

経験しようとするヒマラヤ登山のガイダンスシ

ステムとなっている。

成田から成田まで28日間で準7,000m峰に登っ

てこようと云うわけである。従って往復のキャラ

ハン・マーチを考えるとB･Cから上部の実質登

山活動はせいぜい2週間位となる。

このような短期速攻型の登山は、すでに1907

年頃からロングスタッフなどによってガルワー

ルヒマラヤで展開されており、日本では、ソ連

のパミールキャンプへ行って強烈な印象を受け

てきた原真氏が1977年秋にガルワールのタル

コット峰(6,099m)で試みられたのが最初とな

り、其の後このタクティックスは序々に浸透する

ようになった。昨今では「高所登山のルネサンス」

なるものが叫ばれるようになってこの短期速攻登

山のタクティクスは、8,000mの高峰でも展開

されるようになった。
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この短期速攻登山にあっては、いかに短期間に

身体を高所に順化させて頂上を勝ち取るかが問題

となる。その手段として塙所順応法」なるもの

がある訳だが、これを行なうには目標とする山の

ルートも問題となってくる。即ち、この「高所順

応法」をやり易い山としては、登った距離に応じ

て高度もコンスタントに稼げるようなルートが良

い訳けで、例えばBCから山頂まで30～400

位の斜度で上がっているルートなどが一番望ましい

のである。それに対して登り降りがあったり途中

にプラトーがあるルートや冗長な山稜で登った距

離に対してなかなか高度が稼せげないようなルー

トではこのタクティクスは不向きと云える。

この原則を良く踏まえた上で山の選定やルート

の検討をしないと短期速攻登山はうまくいかない。

'80年のケダルナート登山学校では、ガンゴト

リ．エリアのオープンと云う事でこの聖なる秘境

への入域が優先してケダルナート(6,940m)が

選ばれた。我々が辿ったキルティ氷河側からのノ

ーマル・ルートは、まず、B･Cからガンゴトリ

氷河に沿ってシブリンの裾をからんだところにキ

ャンプを設けそこからキルティ氷河を横切って漸

くケダルナート・ドームから派生している冗長な

雪稜に取り付く。冗長な雪稜はドームから快適な

スキー滑降の斜面となるような傾斜で続いている。

そして最後の大詰に来てケダルナート・ドームか

らケダルナート本峰への主稜線は高度差にして約

150mも切れ落ちたギャップとなっているのであ

る。

このように短期速攻登山を実践するには非常に

やりにくいルートであった為、結果的には本峰の

攻略にはならなかった。結局、ドームまでしか届

かなかったのであるが､その登頂者が19名と大量

に及んだ為、この遠征は失敗と云う現実をよそに

「ケダルナートドーム大量登頂」と云う成功に

置き換えられてしまった。

この遠征で山ルートの選定のまずさから敗北

感を味わった当時者として帰朝早々にこの事を登

山学校委員会へ具申したが、やはりドームの大量

登頂と云う成果のために、この紙一重の裏側に隠

された危険性について余り関心は引かれなかった。

そのうち月日の流れとカンチヘの躍動の中でこ



の事は次第に忘れ去られ、ナンダ・カート登山学

校は新たな陣容の中で準備が進められていった。

結局､'80年のケダルナート遠征から短期速攻登山

に於ける一番の大きな反省点として上げられたル

ートの問題点に関しても、それほど深い検討もさ

れないまま山は決りルートも決められていったこ

とは送り出す側の立場にあった者として大いに反

省している。

捜索隊の一員として現地に赴き、何もかも雪で

覆われてしまった斜面にルートを切り開きながら

感じた事は、短期速攻で攻めるには非常に不向き

なルートであったと云う事であるっ

Clへのルートは、河岸段丘から上部の氷河

函養台地を形成している稜迄急峻な斜面のトラバ

ースを強いられ、その稜上からは一担、裏側の沢

へと下り、さらに急唆なクーロアールを登って対

岸の稜へ上がると云うアップ・ダウンの激しい長

いルートとなっており、さらにその上に続く広大

な斜面を右上へとトラバースして漸く彼らのC

・1へ到達すると云ったルートであった。

C･2から上部もクレバスが錯綜する広々とし

た雪原状となっており、途中に立ちはだかる懸垂

氷河の高捲きによって高度を稼ぐようなもので

あった。

9月頃は、まだ雪線も高くC･1まではズック

で行けたと云うから羊を放牧する牧童の如く大し

たアルバイトもなく登ることが出来たのであろう〔

C･2から上部もクレバスにさえ気をつければ

何処にでもルートが取れる容易なルートの為、こ

れと云ったルートエ作も必要としないまま、1日

でC3予定地へ到達して設営することができた

のであろう。

結果的にはこれが命取りとなった。確かに今回

のようなルートは、鋭い岩稜や急峻な氷壁などを

登るルートに比べたら技術的困難さはさほどない

易しいルートだったと云えよう。然し、ここで今

一度、我々は困難性と危険性の違いを認識する必

要があるのではないだろうか。

冗長で広々とした雪稜や雪壁のルートは、登塞

技術面では困難性がないにしても、逆にホワイト

・アウトや雪崩など自然界の危険性を背負うこと

になるのである。技術的な困難さは登山者側の技
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価によって克服することはできても、この自然界

のリスクは登山者側の努力ではいかんともしがた

いものがあり、時として人間の予知能力をはるか

に起えた悲劇となってもたらされることを肝に銘

じておきたいものである。

ここで誤解のないようにもう一度融れておくが、

今回の遭難が短期速攻登山にふさわしくなかった

ルートであったがために起ったというのではない。

短期速攻に云々と云うのはあくまで「順応法」の

問題であり、この高所順化に関しては、今遠征で

は実にうまくいっており、高度障害による脱落者

も出ずに登山活動は順調に進捗した。これは偏に、

今回参画したメンバー1人1人が優れた基礎体力

の持ち主だったことに他ならないであろう。

要は、安易なルートであったがゆえにこの大き

な惨劇に見舞われたと云う事である。

次に7名もの隊員が一度に消え失せてしまった

今回の大量遭難について言及してみよう。

これは前述したようにC･3へサポートに出か

けた4名がC2への下山中、ホワイト．アウト

に掴ってルートを見失ない再びC･3に戻った事

に起因している｡

C･2からC･3のルートに関しても前述した

が、大きなクレバスが錯綜する広い雪原状の所は

晴れてれば観界が良ければ）何ら問題もなくそ

れこそ鼻歌混りで通れるルートであったであろう。

然し、それがひと度、風雪が砲峰するようにな

るとクレバスと云う悪魔の口を見ているがゆえに

動きがとれなくなってしまう。

こうした危険を回避するために我々は通常、目

印用に赤布を付けた旗竿を途中に立ててくことに

している。今回の彼らも当然の事ながら所々に赤

旗を立てていっている。（捜索隊も彼らの赤旗を

何本か回収している｡）

それでも4名は、C･2へ下りきれなかった。

結局、猛烈に吹き荒れる風雪によって視界が妨げ

られ赤旗を見い出せなかったのであろう。それと、

最初に登ったその日にホワイトアウトに掴った

のも不運であった。何度かキャンプ間を行き来し

ていればトレールもしっかりしたものに固められ

るから摺足ででもそのトレールを踏み外さないよ

うに出来たであろうに、残念至極である。



では、赤旗の間隔はどうであったろうか。普通

我々が道々に付けていく赤旗は、ルートにもよる

がせいぜいまめに付けても10mに1本位ではない

だろうか。それでもルートが長くなれば旗竿の数

も馬鹿にならない。

然し、このようにまめに赤旗を立てても一寸先

も見えなくなるような風雪下では実際問題として

役に立たないのである。

捜索隊もC･3捜索活動の最終日に、荒れ狂う

ブリザードに掴った。往路のトレールは、すっか

りかき消され、事故隊の二の舞を踏むまいと

かなりこまめに立てた赤旗さえ見つけるのは苦労

した。何度か通ったお陰でトレールが良く踏み固

められてあった為、摺足でこのトレールを踏み外

さぬよう注意してかろうじてこの白い魔手からの

がれることが出来た。

こうしてみると赤旗によるホワイト・アウト対

策と云うものには限度があるように思える。ヒマ

ラヤに於いて帰途、風雪に見舞われる事はよくあ

ることであり、その肝心な時に用をなさない赤旗

では、別な手段を講じなけｵ'ばならないであろう。

従来のヒマラヤ登山にあっては、ルートの難し

い個所にはフィックス・ロープを張って通常の安

全が計られてきた。ルートによっては、キャンプ

からキャンプまで張られる事がある。こう云う所

ではテントからフィックス・ロープにカラビナを

かければ、どんな悪天でもルートを見失うことも

なく次のキャンプ地へ辿り着くことが出来る。

かと云ってB･Cから頂上迄全てフィックス．

ロープをべた張りにするとなるとべらぼうなロー

プの量となって大変である。

今回のc、2から上部のようなルートでは、技

術的な難しさはなく、単なるルート標示が出来れ

ば良いのであるから、細い3～4mm位の細引を

張りめぐらすことで悪天によるルートロスは防

げるのではなかろうか。

いずれにしろこのホワイト・アウト対策に関し

ては、最近のヒマラヤ登山にみられる短期速攻登

山やアルパイン・スタイル登山に於いては重要な

課題であり、逆に云えば、ルート途上にこのよう
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な対策を講じなければならない雪田を有するルー

トでは上記のようなタクティクスは不向きであ

るとみなければならないだろう。

今回の遭難事故に依って受けた我々の打撃は大

きかった。この大きな犠牲を強いられたことで、

こうして反省してみると遭難そのものの性格は単

純である。即ち悪天や雪崩に対する危険予知の判

断と云う純技術的な問題に絞られるのである。

確かに今回の9月未の豪雪は、これまで云われ

てきた気象現象からすれば異例のものであったの

かも知れない。現に豪雨によって大洪水に襲われ

た平地の新聞報道などでは40年ぶりとも報じられ

ていた。

我々は、ヒマラヤでの大きな気象遭難の後、よ

くこう云った何年ぶりに1度の異常気象であった

と云う事が強調されるのを耳にするが果してそう

なのであろうか。表．－2は､ここ最近12年間に起

ったヒマラヤの雪崩遭難事故である。

この表を見ると、1971年の同じポストモン

スーン期にネパールのガンガプルナ峰で大量雪崩

遭難が起っている。この隊は、登頂后から始った

豪雪にC･2が襲われて6名が埋められて死亡、

さらにC･3からC2に向ったシェルパ2名も

深い雪のため死亡と云う惨劇に見舞われた。

この時も平地では豪雨による大洪水で大きな被

害がもたらされており、一説では70年ぶりの異常

気象であったと云われている。

このように実際､この11年の間にその気象要因

は違うかも知れないが2度も大きな事故が起きて

いる事態を直視すれば、これは自分達の不運を肯

定する言逃れにすぎないのではなかろうか。

我々、ヒマラヤの高峰登山を志す者としては、

これらの尊い教訓を生かしていく上でも、ただそ

の不運を嘆きその偶然性を怨むことよりも、最初

の計画段階からこう云う異常気象はありうるのだ

と云うことを念頭に置いて、徹底した豪雪対策と

してルートなりキャンプ展開、人員配置等を考慮

すべきではないだろうか。特に易しいルートと云

われるようなところが意外と自然界の落し穴が潜

在していることを留意したいものである。
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1934年ドイツ・メルクル隊が、ナンガ

パルバットで遭難した際、ヴィーンが

天気図解析を行ってこの原因がベンガル

湾でなく上層にある事を発表。

高層気象観測では気温と露点から湿度を

みている。露点は、その時点での空気を

冷していった時に結露する温度であるか

ら気温と露点の差が大きいほど湿度は低

いと云える。

疑似好天、西高東低の典型的な冬型の気

圧配置になると谷川岳や剣岳などの脊梁

山脈では連日風雪に見舞われるようにな

るが、日本海に低気圧が発生したような

時は、この季節風の吹き出しが一時的に

弱まり、雪が止み時には薄陽さえ射しこ

むような好天となることがある。然し、

この好天はせいぜい3～4時間程度のも

のであって低気圧の進行と共に再び激し

い風雪に見舞われるようになる。この一

時的な晴れ間を疑似好天と呼ぶ。

１
２
３
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註
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▲岳友を求めて
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ヒマラヤの雪崩遭難事故

1970年から1981年までの12年間にヒマラヤ

の6,000m以上の高峰に向った日本人は、408隊

で3,476名にものぼり、このうち57隊が遭難事故

に遭遇し109名もの人が亡くなっている。

これら驚くべき数の遭難事故を原因別に書き表

わしたのが図-11であるが、この図を見るとヒマ

ラヤの遭難事故に於ける雪崩遭難がいかに多いか

が窺えられる。即ち、これ迄に61名が雪崩によっ

て死亡しており、その数は遭難死亡者数の半分以

上も占めることにな

るのである。（実際

死亡事故につながら

ない雪崩事故はもっ

と多いと思われる｡)

図－11原因別死亡状況

また､表2はここ12年間に日本隊がヒマラヤで

雪崩に遭遇した登山隊の一覧表である。表中の死

亡者数欄を見ると7人、6人、5人など大きな数

字が眼につくわけだが、雪崩遭難の場合、その大

半が大量死亡事故につながるということも見逃せ

ない特徴の一つである。

ヒマラヤの雪崩

表2の分類で見ると（不明なものも多いが）や

はり、何日か悪天が続いた後、大量に降り積った

新雪による乾燥雪崩にやられているのが多い。こ

れらの事例を見ると、雪崩に対する「急斜面にお

いては降雪が終ってもせめて一日くらいは待たな

ければならない｡」と云った誰もが認識しているよ

うなルールが、迫り来る雪崩の恐怖感から守られ

ず行動を起して雪崩に流されたり、異常な降雪な

どによって、ある程度安全を見極めて設営したで

あろうと思われるテントに居ながら埋没してしま

ったりしている悲惨な例も見られる。

また、爆風雪崩による大きな被害も見逃せない

一つであろう。

普通、我々が雪崩による遭難事故というと、雪

崩によって流されたり埋没してしまうことを考え

がちであるが、雪崩によって甚大な被害をもたら
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すのは、実はこの爆風雪崩なのである。

爆風雪崩は、外国ではエアー・ウェーブ（参：

雪崩の世界から新田隆三著）とも呼ばれている

軽い雪粉と空気の混合体の流れである。日本でも
ほう

泡とかホウラと呼ばれ、各地に大きな被害をもた

らしている。

吉村昭の小説「高熱隊道」にも出てくる黒部

志合谷の鉄筋コンクリート造りの宿舎がそっくり

600mも離れた対岸の奥鐘西壁に叩きつけられた

り、同じように阿曽原の宿舎が勿然と消失してし

まったりしたのもこの仕業である。

1978年にユトマル・サールで5名が死亡した

遭難事故もこの爆風雪崩であった。

C･lに居た5名が遭難したのだが、消息が途

絶えた2日後に現場へ急行した救助隊が目にした

ものは、地形は元のままであり、テント場の下流

には雪崩のデブリ跡も無く、雪崩になど襲われた

形跡が全く無い状態でC･1は跡形も無くなって

いたのである。又､テント場の上部50m程の所に

は大きなデブリが押寄せていたという。

結局､テント場より30m程下方のクレバス内で

遺体やテントの残がいが見つかったのである。

この事例から考えるに、テント地を設営する際、

古いデブリの痕跡などからデブリの最長到達距離

だけを見て、ここまでは来ないだろうとの判断は

危険といえよう。

また、これは爆風雪崩に限ったことではないが、

雪崩に対する防禦対策として小さな山やクレバス

を楯として頼りにしている報告がよくなされてい

るが、これらの防護楯は余り役に立たないことも

知るべきであろう。

エアーウエーブが爆発的な力を発揮し易い場

所の一つとして、ヒマラヤやアルプスなどの広い

U字谷が上げられている。これは壁の急峻な斜面

を落ちてきたエウー・ウェーブが谷底に来て急に

ゆるやかになるために爆発するといわれており、

前述したユトマルサールやエベレストA･BC

のヌプツェ側から来る雪崩などがその実例であろ

う。

もう一つヒマラヤの特徴的な雪崩に氷河雪崩が

ある。氷河雪崩の典型的なものは、ハンギング・

グレッシャーの舌端が欠け落ちるものである。氷
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うける日本隊の雪崩事故（1970～1981年）

容分類 内エ
ヨ

○内数字は現地人死亡・負傷者数

|賊5岬綱驍謝謹漁鮒縦柵羅綴醗皆．乾燥雪崩

10／15午後から天候が崩れ、翌日の夜間にCo2(5,900m)が大雪崩に襲われ、
隊員3名とシェルパ3名の計6名死亡。

C・4から指令を無視して降雪中を行動開始して雪崩に遭遇。5／16から降雪が
始まり、遮蔽物のないC・3が危険にさらされたために撤退する途中で雪崩に襲われる。

乾燥雪崩

乾燥雪崩

C・5(6,300m)入りした3名がキャンプごと雪崩に襲われて埋没。雪崩の発生原
因として当地を襲った地震の影響かともいわれている。

キュンカ・リの偵察中、5,800m附近にて雪崩に襲われ3名死亡。

C・5(6,900m)で就寝中テントごと80m流されセカンド・サーダーは歩行不能と
なり装備も流失する。

B・C(4,200m)が大雪崩に襲われ全壊する。L･Oとシェルパ1名が爆風でテン
トごと吹き飛ばされて負傷。装備。医薬品を紛失する。

乾燥雪崩

爆風雪崩

ヌプツェ側からのブロック雪崩にA・BC(6,400m)が襲われ、隊員テント2張、
シェルパテント1張が埋没する。

3／23から始った降雪は3日間続き、25日の深夜C･1(4,500m)が雪崩に襲わ
れ隊員2名、シェルパ3名が死亡する。

頂上氷壁の荘部に設けたC｡4(6,850m)が雪崩のため堺没し、頂上攻撃用資材の
大半を失なう。

頂上稜線から東壁を下降中、7,500mの地点で雪庇崩壊による氷塊を頭に受けて
死亡。

ク
］
朋

ツロブ
垂
二

乾燥雪崩

’
ク
〕
朋

ツロフ
雪

C･4予定地へ荷上げの途中に6,900m附近で雪崩にあい2名が重傷c

6,500mの雪C・4(6,450m)からルートエ作に向ったまま3隊員が消息を絶つ。
庇の張り出した鋭い尾根から南壁側へ雪崩た跡があった。

C・2(5,240m)で荷上げ用ワイヤー設置工作中、西壁と南西壁を分ける1,000m
余りの垂壁上部の懸垂氷河が崩壊して直撃する。

爆風雪崩

ク
］
朋

ヅ
／

ロブ
垂
ヨ

C・2へのルートエ作中、ルンゼ内でブロック雪崩の直撃を受け、1名右腕骨折する‘

C･4(6,800m)を建設してキャンプ入りした3名が夜の10時に雪崩に襲われ、
テントを潰されたが大事に至らず。

2日間の気象停滞のあとC・1へ荷上げに向った3パーティ9猪のうち、先頭を登
ってたシェルパが雪崩にまきこまれて200m流される。

乾燥雪崩

乾燥雪崩

大雪崩により5,200mのC・2が壊滅。

B・C手前の4,000m地点で隊員2名、ポーター1名が埋まる。
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表2ヒマラヤ登山(6,000m以上の山）にて

｜Ⅲ．’〃－、｜評告|雌ゞ ‘|側｜
雪崩

死亡者
遭遇者 |負“

事故発生
年月日

一
方
数

一

パ
人

山 名 "・
ｲコ隊 時刻ﾉ妬

＜ネパール＞

7,1061
ダウラギ

(7,618m
リ
ｊ

、
1 九州大学山岳会 11:40 10 4 1

’
２
ガンガプルナ

(7,454m)

アンナプルナI

（8,091m)

③
６長野県山岳協会 71．10．16 夜間 10 6

11．1R
l上■1J

14：40

Ｅ
Ｊ
ワ
ー

ワ

3 JAC信濃支部 73．5．18 ：①
乙

11

ブタヒウンチュリ

(7,246m)
⑪
３四日市山岳協会4 夜間73.10.･12 8 3

キュン力◇リ

(6,979m)
瀬戸水南山岳会5 73．10．8 5？ ３

シ ャヌー

(7,710m)
成城大学岳士鉄人会６ 74．5．8 23:00 ２9 4

’
７ アンナプルナS

(7,200m)
蒲郡山の会 夜間74．4．4 ②8

エペレス”卜

(8,848m)
8 日本女子登筆クラブ 夜間75．5．4 15

ダウラギリI

(8,167m)
③
反
J

9 東京都山岳連盟 75．3．25 夜間 17

P29(7,835m) 兵庫県山岳連盟10 75.4.30 20:00 13

ヒマルチユリ

(7.893m)
明治大学山岳会11 77．5．12 17：30 14 1

チューレン・ヒマール
／庁へ局1、

（イ，d／1mノ
川崎山岳会12 77．4．21 10 ３ ２
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(8,167m)
群馬山岳連盟1q
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J

｜
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ランタン・リル・ン

（7,245巾）
大阪市大山岳会15 78.10.12 10:30 9 ３ 1

16 広島修道大学プモリ(7.145m) 78．5．2 22：00 6

①
ツクチ．ェ・ピーク

(6,920m)
17 長井山岳会 78．9.20 13：30 6

ニルギリC

(6,940m)
姫路岳友会18 79.10.21 1］

パタル・ヒウンチュリ

(6,337m)
①
Q
J
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乾燥雪崩

乾燥雪崩

爆風雪崩

雪板雪崩

乾燥雪崩

乾燥雪崩

乾燥雪崩

爆風雪崩’

ﾌ直ツク雪崩

爆風雪崩

5､000mの地点でルートエ作中3隊員が雪崩に遭遇して行方不明

A・BC(7,300m)からC・4への荷上げに向ったシェルパがA･BCの直ぐ．上で表
層雪崩にまきとまれ負傷する。

異常降雪のためC･2(6,750m)で気象停滞していた2隊員がテントごと埋没。

C･2(5,500m)のテントか南壁に起った大雪崩の爆風で吹き飛ばされ、2隊員が
新雪に埋められ脳震とうを起す。

頂上直下150mで3名が雪板雪崩に巻き込まれて負傷

ブリア氷河に設けたC・2が大雪崩に潰ぶされ荷上げしておいた装備を紛失。

C・1(4,600m)からB・C(3,700m)に向けて下山中の3隊員が雪崩に流されて
1隊員が行方不明となる。

10/10,3名で5,700m地点より頂上をねらうことになっているが、9日～10日の
悪天候の中で消息を絶つ。雪崩に遭遇したのではと考え_られる。

午前2：30にC･2(5,530m)を出発した隊員4名とハイ・ポーター2名は、前
日の最高到達点を越えてさらに登高を続けている途中、トップの足元より雪崩が発生c

C･3(6,000m)の7名が、9/27,18時の交信を最後に消息を絶つ｡後日C・3
附近が大規模なデブリに覆われてるのが発見された。

C・1がブロック雪崩の爆風で60mも下方へ吹き飛ばされ2名が負傷する。

C・3からC・4への荷上げに堅雪の斜面をユマールで登り、大トラバースにさ
しかかったさい突然う｡ロック雪崩に襲われる。

C・1～C・2の約70度の雪壁をトラバースしながら固定ロープを張っていた
2名が雪崩に襲われ、1名が負傷する。

C･l(5,150m)が大雪崩の爆風に襲われ、C・’にいた3隊員及びポーター2名
の全員が死亡する。

クーロヮールの約50m上方から発生した雪崩かC・1(5,500m)を押し流す《

6隊員がC・2で休養中、大量の雪と氷のブロックに襲われ埋没、全員死亡。

6,150m附近のセラックが崩壊してルーl､工作隊員を直撃し、3名死亡、1名骨折。

C・2からC・1への下降中、4,600m附近で雪崩に襲われ食糧等を紛失。当地
を襲ったマク．ニチュート．7の大地震による影響か。

C・4からC・5へ向っていた2次ア

ールの7,900m附近で雪崩に襲われ、1
ク隊員2名は、ホーンバイン・クーロァ
名死亡。
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表3ネパール．ヒマラヤにおける日本登山隊の
雪崩事故時期別比較（1970～1981年）

みよう。

これまでは、モンスーンの影響を受けるネパー

ルやガルワールヒマラヤなどでは登山時期を

プレ．モンスーンにするかポスト・モンスーンに

するかが真剣に検討されてきた｡(最近は、ヒマ

ラヤへの登山隊数急増のため目標とする山が空い

ているかどうかで時期を決めざるを得ないようで

あるが｡）

表3は、1970年から81年までの12年間にネ

パールヒマラヤへ出かけた日本隊を登山時期別

に分けて雪崩事故の頻度を比較したものである。

これで見ると､プレの登山隊数は93隊とポストの

72隊を大きく引き離しているものの､雪崩事故の

発生件数は逆転してポストの方が13隊27名と多

く、死亡者数に致っては倍以上にも達っしている

のである。プレの10％に対してポストは18％の

割で登山隊は雪崩に遭遇していると云うこの実態

は何を物語っているのであろうか。

ネパール．ヒマラヤの場合、モンスーン中に大

量の雪がもたらされるのは周知の通りである。

雪崩事故の場合、日本の統計を見ると積雪量が

多い年には事故件数も多くなっており、上述した

データーから、この雪崩と降水量の関係がヒマラ

ヤでも通用しそうとは考えられないであろうか。

即ち、ポストの場合、プレに比べて雪崩に遭遇

する危険率が高いということをまず念頭において

周到なるルート検討及び雪崩対策が必要になるの

ではないだろうか。
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印数字は現地人ﾀﾋ亡荷数

河雪崩は氷河の流下に伴って押し出されるもので

あるから、降雪がなくとも、日射や気温上昇がな

くとも落ちるときは自然に落下するので予測は極

めて難しいものとなり、大きな犠牲が強いられて

いる｡

雪崩と降水量

昨今は、ヒマラヤも冬期登山の時代へと突入し、

より厳しい自然条件下での登山を実践しようと苛

酷な闘いが展開されている。こうした時代到来の

中で登山時期について云々と述べることは、いさ

さか時代に逆行するようで恐縮であるが、ヒマラ

ヤの登山時期と雪崩遭難事故の相関についてみて
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ヒマラヤ登山遭難と

捜索隊派遣を考える

ヒマラヤ登山で遭難事故が発生し、行方不明に

なった場合、通常は国内で捜索隊を編成して捜索

に向かうことはない。日本の山では、何年かかっ

ても捜索活動を継続しているが、ヒマラヤではど

うして？、何故行かないの？との質問を浴びせら

れる。

何故だろうか。考えられることは、

①遺体の場所が不明である、

②遺体の場所が判明していても、地形等によ

り到達するのが不可能

③二重遭難の可能性が大きい

④捜索隊を編成するメンバーがいない

⑤捜索隊を派遣する資金がない

⑥捜索隊を組織し派遣する装備期間がない

⑦命は自分持ち

幾つかの要件を考えてみると、一番大きなこと

は、捜索隊に参加してくれるメンバーが集まらな

い（多分に参加するには個人負担金を払って参加）

ということではないだろうか。

今回の捜索隊派遣が可能だった背景をみても

①冬期エベレスト計画の準備中であった。

88

山森欣一

②このメンバーが参加を快く引き受けてくれ

た。

③物資その他も手配中であった

④協会と家族が資金を負担してくれた

⑤インドとのつながりが強く、捜索許可，ビ

ザ取得の面でスピーディに便宜を計っても

らえた

等の条件が揃ったことによって、はじめて可能

となったのである。

しかし、例え、このような条件に支えられたと

しても、その捜索隊の中核となるメンバーの、し

っかりとした考えが浸透していなければ、捜索そ

のものの中味が問われたり、対家族へのジェスチ

ャーと受け取られたり、最悪の場合は二重遭難と

なる場合も想定される。

今後のヒマラヤ遭難に於る捜索隊の派遣につい

ても、以上のようなことを考えると、これが一般

的な形として定着して行くとは考えにくく、やは

り今回の捜索隊派遣は異例のケースと考えるのが

妥当ではないだろうか。
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釧
象
状
随

氷
点
下
一
下
嘆
を
超
え
る
寒
か
ら
瑚
刷
遭
難
が
起
き
て
い
る

さ
の
虫
哩
ラ
ッ
セ
ル
を
暁
け
、
こ
と
か
や
そ
れ
を
裏
付
け
て
い

七
人
が
消
え
た
問
題
の
雷
一
ギ
ろ
。

ヤ
ン
ブ
（
し
３
）
地
点
に
た
ど

や
さ
し
さ
の
中

り
画
い
た
の
が
何
十
六
日
。

ぷ
く
黙
と
し
た
。
サ
ッ
ヵ
に
落
と
し
穴
が

１
場
な
ん
て
も
の
で
は
な
い
、
だ
が
、
ど
う
し
た
ら
そ
れ
を

そ
の
何
悩
も
の
襲
原
と
化
し
て
避
け
ら
れ
た
だ
る
－
塁
た
だ
一

い
た
』
・
鯉
虜
さ
ん
の
鮖
佼
時
人
の
帰
週
者
心
小
囲
隊
畏
（
今

代
か
ら
の
ザ
イ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
回
は
日
本
に
待
機
）
に
、
最
後

ｌ
だ
っ
た
尾
形
好
碓
さ
ん
（
幸
三
に
囲
い
た
・

の
岳
だ
。
「
何
よ
り
も
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

急
し
ゅ
ん
な
姥
根
や
、
壁
の
大
き
さ
を
つ
か
ん
で
い
な
か
つ

ル
ー
ト
と
適
っ
て
、
一
見
ど
こ
た
こ
と
。
具
体
的
に
一
崎
た
と

か
ら
も
望
れ
そ
う
な
、
な
だ
ら
え
ば
あ
の
日
、
七
△
”
う
ち
四

か
な
山
容
。
そ
れ
が
ド
カ
宙
に
人
は
第
二
キ
ャ
ン
プ
へ
下
り
か

見
掩
わ
れ
る
と
、
雪
崩
や
ヒ
ド
け
て
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
下
（
濃
い

ン
，
ク
レ
パ
ス
（
理
で
隠
さ
れ
露
な
ど
で
餉
後
至
母
天
地
さ

た
氷
の
裂
け
目
）
な
ど
た
ち
ま
え
も
わ
か
ら
な
く
現
象
）

鐸
垣
籠

ち
一
歩
も
踏
み
出
せ
な
い
よ
う
に
あ
い
、
第
三
キ

な
危
険
な
現
堀
と
化
す
。
尾
形
っ
て
い
る
。
あ
ま

さ
ん
ら
の
見
た
雪
原
は
ま
さ
に
っ
広
い
雷
原
で
動
け
な
く
な
る

そ
れ
だ
っ
た
。
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
」

回
収
は
ロ
ー
プ
、
や
さ
し
く
見
え
る
山
に
こ

赤
旗
数
本
だ
け
霊
謡
死
報
糟
嵯
”

広
い
雪
原
を
、
用
意
し
た
鉄
え
た
。

樟
や
ス
コ
ッ
プ
で
一
じ
ゅ
う
た

ん
烟
翠
的
に
」
捜
す
。
酸
素
は

極
端
に
薄
い
ｃ

二
回
種
わ
た
る
大
騒
の
降
雪
．
●
錘
鍵
鍾

が
、
捜
索
を
さ
ら
に
困
錘
に
し

た
。
‐
蝉
．
韻
凝
濯
瀧
一

十
一
月
末
ま
で
二
週
間
近
。
。
、
ぃ
齢
轆
識
．
↑
認
・
・
癖
趣
一

・
・
‐
午
帥
公
鎚
一
｝
｝
一
毒
鐇
．
．
｝
畢
容
岬
雑

ぃ
必
死
の
作
藁
に
竜
か
か
わ
ら
患
菖
蕊

ず
、
回
収
で
き
た
の
は
固
定
ロ

ー
プ
と
、
赤
旗
数
本
だ
け
。
■
・
・
」

体
も
遭
品
も
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
「
神
為
の
寝
所
に
召
さ
れ

‘疑1五劃
沈痛な表摘で捜奉の掴識を晒る

動地さん(石）、左は111＝さん

し
七
名
の
日
本
人
両
者
此

処
に
眠
る
」
ナ
ン
ダ
・
カ
ー
ト

を
正
面
に
見
す
え
る
天
Ｉ
ス

キ
ャ
ン
プ
下
の
大
当
に
こ
つ
刻

み
こ
み
、
捜
索
雌
は
山
毎
下
り

た
。
捜
索
に
唾
し
た
総
測
用
千
二

百
万
円
。
う
ち
九
百
万
円
を
家

雄
た
ち
が
均
等
に
負
担
し
た
。

「
捜
紫
腿
に
託
す
家
族
の
気
持

ち
は
、
遭
離
街
家
族
の
目
と
な

り
、
手
足
と
な
っ
て
銅
劇
の
状

況
を
確
か
め
報
告
い
た
だ
け
る

こ
‐
二
に
よ
っ
て
、
心
の
額
理
を

し
た
い
と
こ
ろ
に
あ
入
こ
と
い

う
同
息
聾
が
家
族
か
ら
出
て
い

た
。

◇
◇

捜
紫
を
終
え
て
・
山
鋭
粥
膀

局
農
ば
「
適
雛
の
陳
因
は
、
イ

ン
ド
洋
上
に
発
生
し
た
強
大
な

雌
気
圧
に
よ
る
大
国
の
降
宕
」

と
分
析
し
て
い
ろ
。
回
し
九
月

二
十
七
、
剛
後
、
ネ
パ
ー
ル
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ

（
日
本
隊
二
人
死
亡
）
と
ア
ン

ナ
プ
ル
ナ
（
フ
ラ
ン
ス
駁
四
人

死
亡
）
で
も
、
同
じ
釧
象
状
睡

か
ら
瑚
刷
遭
難
が
起
き
て
い
る

こ
と
か
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い

る
。

や
さ
し
さ
の
中

に
落
と
し
穴
が

だ
が
、
ど
う
し
た
ら
そ
れ
を

避
け
ら
れ
た
だ
る
－
塁
た
だ
一

人
の
帰
週
者
心
小
囲
隊
畏
（
今

回
は
日
本
に
待
機
）
に
、
愚
後

に
囲
い
た
・

「
何
よ
り
も
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

大
き
さ
を
つ
か
ん
で
い
な
か
っ

た
こ
と
。
具
体
的
に
一
巳
、
た
と

え
ば
あ
の
日
、
七
△
”
う
ち
四

人
は
第
二
キ
ャ
ン
プ
へ
下
り
か

け
て
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
下
（
濃
い

馬
な
ど
で
削
後
左
李
母
天
地
さ
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第V部

追 悼
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追悼のことば

10月3日ナンダ・カート登山学校隊より悲

報を受けてから早くも2ケ月余りが経過し、本日

ここに追悼会を開催する運びとなりました。

年末を迎えて御多忙のところ御家族および関係

の皆様の御参会を得ることができましたことにつ

いて厚く御礼申しあげます。

事故発生の報を受けてから本協会としましては

対策本部を中心にしまして会を挙げて全力を尽し

て今日まで進めてきました。この間、御家族の皆

様及び関係各位におかれましては深い悲しみの中

で積極的に御協力下さいましたこと衷心より御礼

申しあげます。特に今回の隊員が全国各地に分布

することから充分な意思疎通に欠けることがあっ

たにもかかわらず深い御理解をいただけたこと本

当にありがたく存ずる次第であります。

また、私たちの要請にこたえてひじょうに好意

的な御支援を下さいましたインド登山財団総裁サ

リーン氏をはじめとするインド側関係各位に深甚

の感謝を申しあげる次第であります。

10月下旬に派遣しましたナンダ・カート捜索

隊は12月上旬、その任務を終えて無事帰国いた

しました。既に冬を迎えたヒマラヤにおける捜索

活動は困難を極めたわけでありますが、その中で

隊員は全力を尽して時には自分の身を危険にさら

しながら捜索に従事したことを御理解いただけれ

ば幸いであります。

結果的には遺体を発見することも、決定的な証

明を得ることもできませんでした。そして、まこ

とに無念の極みでありますが、万般の事について

検討した結果7名の隊員の生存は全く断念せざる

を得ません。神々が住むというヒマラヤの奥深く
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－会長柴田金之助一

永遠の眠りについた7名の御霊の安かれと祈る

のみであります。

本会といたしましては、この事故の社会的責任

を深く認識いたし、また、御家族の皆様の深いお

気持に想いをいたし、今後再びこのような事故を

起こさないために可能な限りの努力をすることを

お誓いいたします。

すなわち事故の直接的原因の究明はもとより、

よってきたった間接的、潜在的要因を含めた総合

的な検討を行ない、我国登山界に何らかの寄与を

することが我々の責務であると存じます。

御家族の皆様には貴い肉親を失われまして、ま

ことに痛恨の極みであります。これからの人生に

おいていかばかりの重荷かと哀心より拝察申しあ

げます。どうぞ、世の荒波に屈することなく力強

く生きて行かれますことをお祈り申しあげます。

私たちもこの事故において得ました教訓を厳し

く生かして進むことが7人の御霊にこたえる道で

あると確信いたします。

ナンダ・カートの雪に眠る御霊は、やがて山を

下り、なつかしのベースキャンプを過ぎてアラク

ナンダの河に入ることでしょう。

そして、聖なる河ガンジスに合して、信仰厚い

ヒンズーの人々がささげる熱帯の花とともにイン

ト、洋に入り、母国に帰るものと信じます。

今は、現世の苦楽を超越して安らかに天上にま

します7人のたましいの御めい福を深く祈念いた

しまして追悼の言葉といたします。

（昭和56年12月20日、追悼会における献辞か

ら）



今は亡き7人の岳友へ

藤倉君を除く6名のメンバーとの初顔合せは

81年3月7日、8日の第1囮|ミーテイングでし

た。

日本ヒマラヤ協会の事務所において、インド

隊の記録や写真等を見ながらルートをたどり、

早くもナンダ・カートへ夢を馳せたのも、つい

先日のような気がしてなりません。

広域チームではありましたが、各々が自分の

役割をきちんと果してくれました。

1．2ケ月はまたたく間に過ぎてしまい、5月

の富士合宿を迎えることになりました。

集合場所の佐藤小屋にはすでに殆んどのメン

バーが集まっていました。

結局この時のメンバー、私を含めた7名に、

カンチェンシュンガ登頂後、ネパールから駆け

つけてくれた藤倉を加えた8名が、今回の登山

隊のメンバーだったのです。

富士山では、濃いガスと強風にたたられ、予

定の訓練は消化できませんでしたが、初めての

山行でお互いに気心を知ることが出来ました。

下山後、山中湖畔の富士青少年センターで行

ったミーティングは本当に熱の入ったものでし

た。

そしてまた、暑い盛りの協会事務所での梱包

作業へと、皆んなにとってヒマラヤとは何だっ

たのだろう。

9月27H、午後6H#C3の藤倉副隊長からの

「天候にもよりますが、明日は当初の予定通り、

藤倉、寺本、鈴木が頂上アタック、残りの4名

はC2り下降ということで行きたいと思います。

それでは明朝の交信まで、ナマステ」という交

信を最後に、28H朝7時の私の呼び掛けに誰も

応じてくれませんでした。
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この間に何が起ったというのでしょうか。

先発隊の藤倉副隊長は、81年プレのHAJ"

ンチェンジュガ隊で“モンスター”の愛称で親

しまれていた当代屈指のクライマーで、寺本隊

員はヌン峰登頂なと§の豊富なヒマラヤ経験を生

かし、先発隊として、現地での渉外活動やルー

トエ作にフル回転の活跳でした。キャラバンで

は、lthinksoを連発し、ヒマラヤは厳しいや、

と云いながら荷_上げに出掛けていった阿部隊員。

キャラバン途中の草原で、野イチゴを摘んでい

た斎藤隊員。インドに人うたHの昼食に全然手

をつけず心配したが、元気で頑張っていた本田

隊員。キャラバン最後の村、カティで沢山手紙

を書き皆にひやかされていた埜口隊員。子供達

に好かれ、すばらしい写真をものにし、又若さ

にもの云わせて先発の2人と一緒にルートの先

端で頑張っていた鈴木隊員。何かの間違いであ

ってくれればいい、必ず帰って来ると信じて侍

った｡BCでの1週間でした。しかし、あのヒ

マ､ラヤの大自然の前に何らなす術もなく、雪深

きナンダ・カートに君達を残して、ベースキャ

ンプをはなれなければならなかった私は、自責

の念と敗北感に打ちひしがれ、無念さをかみし

めて、ひとり歩いた帰りのキャラバンでした。

君達にとってヒマラヤは何んだったのか、そ

の解答を聞かせずに逝ってしまった。もっとも

っといろんなことを知りたかったのに。

それでも各々が自分のヒマラヤの幾分なりか

をナンダ・カートにおいて昇華させたことを信

じ、更に、この教訓を次代を担うヒマラヤニス

ト詣兄のために役立てることをお誓いし、ここ

に心からご冥福をお祈りいたします。



藤倉和美

モンスターの歩み
雪と岩の会

一尾形好雄

昭和40年6月､小さな眼の美しい一年生が部室

の扉を叩いた。藤倉との避遁であった。

彼の本格的な登山の萌芽は、この県立福島工業

高校に入学して山岳部へ入部した時から始まった

と云える。

福島盆地の信達平野の中ほどに海抜273m程の

信夫山と云う小さな山が在り、彼は、この山の麓

で生まれた。

彼は、幼少の頃からかなり腕白だったようで、

この裏山を遊び場としていろいろな遊びをしてい

たようである。この頃からすでに野外妨裡型の性

格が培われたのであろう。高校に入って山岳部に

入部するや愚かれたように山々を妨裡するように

なっていった。

在学中の頃の彼は、身体も小さく1尺8寸のキ

スリングを背負わせると足がちょっと出るくらい

の可愛いものであった。後年、彼が「モンスターニl

の異名を取るような面影はなかった。然し、山椒

の例えでは無いが、内に秘めたる活力は素晴らし

いものを持っており、人一倍負けん気の強い性格

は小さな身体をものともせず日増しに暹しい体力

を築き上げていった。

高校3年になって主将に就任した頃から彼は身

心共に大きく成長した。彼はこの一年でたし加0

cm位身長が伸びたと記憶している。一方、高校

山岳部でありながら代々顧問の先生に恵まれず、

指導を仰ぐ機会の乏しい中にあって、良くクラブ

をまとめ上げ自ら指導する立場に立って引卒して

いった。

高校3年間で吾妻、安達太良山のホームグラン

ドはもとより飯豊、朝日、南会津など東北の山々

を隈無く鮫魅して高校時代の山歩きを終える。

高校で機械科を専攻した彼は、卒業と同時に埼

玉の鴻巣に在る協和化工に入社した。彼としては

東京方面に就職すればいろんな山へ出かけられる
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だろうとの思惑があったのであろう。

上埼して間も無く私が所属していた雪と岩の会

へ彼も入会してきた。

就職して自分のお金が得られるようになって社

会人山岳会に入会した彼は水を得た魚の様になっ

て山に狂いだし毎週のように出かけるようになっ

た。こうした山への精進に依って彼の体力技術

には一層の磨きがかかっていった。そして彼もま

た山ヤのお決まりコースの如く、夏から冬への岩

壁登鑿を実践する中でヒマラヤの高峰登山の夢が

芽ばえていった。

入会して4年目の昭和47年、当会初のヒマラヤ

登山の計画が持ち上った。勿論、彼は即座にこの

夢を自分のものとして準備に取りかかっていった。

準備に費やした2年の歳月は瞬く間に過ぎ去り

49年2月、たった4人の遠征隊は、ネパール・ヒ

マラヤのツクチェ・ピーク(6,920m)へと出発

した。本隊が出発する20日前に彼は単身､先発と

して現地入りした。初めての海外で、どちらかと

云うと語学も不得意な彼であったが、持ち前のバ

イタリティーで全ての先発業務を1人で消化して

本隊を受入れて呉れた。

初めてのヒマラヤ遠征と云う事で国内では随分

と嚇かされて出かけたものの難無く全員で頂上を

極める事が出来、さらには2つの周辺峰の登頂、

ビドンバレーの踏査、アンナプルナ北面、ラン

タン谷のトレッキングなど幅広く歩いて第1回の

ヒマラヤ遠征は終わった。

この第1回のヒマラヤ行は、どちらかと云うと

出ることに主眼が置かれ山が二次的になったこと

もあって次なる夢の萌芽までに時間はかからなか

った。

昭和51年の秋、ネパールのナショナルチームと

してネパール警察隊に依るツクチェ・ピーク登山

計画がたてられた時、ネパール警察よりツクチェ



ピークのアドヴァイザー・コーチを1名

派遣してくれるように日本山岳協会に要請

があった。

この要請を受けて彼は51年の8月、カト

マンズへ赴いたc約1週間程、いろいろな

アドヴァイスのため滞在した後、帰国した

のだが、其の后、この登山隊が成功した事

もあって、彼は、グルー（先生）としてカ

トマンズのポリスーヘッド・クオーター

では信望を集めた。

この頃には、当会の第二|'.lヒマラヤ遠征

の計画も燃焼しだし、当然乍ら彼もその中

心メンバーとして活躍していた。ツクチェ

の時、余程悔しい思いがしたのであろう、

彼は、ダウラギリI峰へ行きたがっていた。

然し、許可等種々の問題があって山はヒマ

ルチュリ(7,893m)に落ち着いた。

彼は出発の半年前に勤め先を辞め、なか

ば専従的にこの遠征準備に没頭していった。

この遠征でも彼は先発として現地に赴き、

一切のエーシェントを使わず通関等の先発

業務を大変苦労しながらも全てクリアーし

た。とても常人では考えられないような苦労を味

わいながらも、登肇活動に入るや常に最前線でル

ートを切開き、そして第一次アタック隊を引き連

れて16年振りに主峰登頂の第二登を果したので

ある。15時間に及ぶC5からのロング・ラン

の中、疲労困瞳したカメラードを抱えながら無事

C･5に帰着出来たのは、彼の強靱な体力と精神

力の御陰であった。

こうした余力を残しての篭頂で自信をつけた彼

の心の中には、6,000m峰,7,000m峰と歩んで

きた過程から当然のことながら次なる目標として

8,000m峰が拙かれるようになった。

ヒマルチュリ西|峰登頂を巡ってペナルティ問

題が生じ、ネパール・ヒマラヤから締め出された

こともあって第3回の遠征はカラコルムの8,000

m峰が上げられた。中でもアプローチ、費用等の

面からナンガ・バルハット（8，125m)が上げら

れた。

然し乍ら、計画が具体化しだした矢先、国内で

の遭難事故に依り隊員予定のカメラードを失』て
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今

〃

▲1981年3月カンチェンジュンガBCにて

しまいこの計画も断念せざるを得なくなったので

ある。結局、ヒマラヤの高峰登l1lを目指してから

8,000mの巨峰へと10年もの間、情熱を継続す

ることが出来たのは親愛なる彼だけとなってしま

ったのであった。

HAJのカンチェンジュンガ縦走と云う一大プロ

シェクトがある事を耳にしたのはヒマルチュリヘ

出かける前であった。

ヒマルチュリの後も何度か誘いの話はあったが

なんとかクラブ独自で8,000m峰をと云う願いが

強かった事もあって辞退していたのだが、彼には

大きな遠征の中でいろんな人達と関り、n分の持

てる力を充分に発揮出来るような遠征を経験して

みてはと参画を勧め、彼はそれに応じた。

ポストカンチにカラコルムで合流と云うプラ

ンも流れてしまった後、私もカンチ縦走に夢を馳

せてHAJ隊に参画することになった。

ヤルンカンからカンチ主峰へと云う8,500mラ

インの大縦走に彼は激しく燃え、自分に厳しいト

レーニングを課した。己れに厳しく徹底的に鍛え



上げた素晴らしい基礎体力は他人の追従を許さず、

「モンスター」の異名を取るようになった。

最終段階の縦走隊メンバーの選考の際、私は、

縦走隊々長として彼をパートナーに選んだ。然し

2パーティによる交差縦走と云う縦走型態の変更

によって彼とのペアは許されず、彼は主峰隊側に

まわった｡56年5月9日、カンチとヤルンカソの

頂で彼との交信を交すなかで、いつもの彼らしく

なく縦走に対する絶望の念を淡々と伝えてきた。

いつもは彼の猪突猛進的な行動を制動するのが私

であったのがあの時は逆転していた。

共に縦走の夢破れ、頂きで対時しながら涙して

カンチ遠征は終った。

Ⅱ燃え残しのカンチ''と国旗にサインして彼は

海へ出かけた。「一つの大きな山が終った後は、

海が良い」と常々語っていた彼は、カンチの後、

スリランカに渡った。4ケ月近くの氷雪の世界で

の闘いで疲れた心身を休め、秋の登山へと英気を

養ったのであろう。

HAJではカンチが終った後、ポストカンチの

計画として厳冬期のエベレスト西稜登山が持ち上

がり、一足先に帰国した者によって着々と準備が

進められていた。彼は、ナンダ・カートの登山が

終り次第、カトマンズへ戻って現地準備に携わる

97

予定でおり、スリランカやデリーなどから何度も

熱い便りが寄せられた。

9月8日、デリーでの先発業務を全てクリアー

して明日、デリーを出発して山へ向いますとの国

際電話が入った。彼の元気な声の最後であった…

高校山岳部から17年間もの長きにわたって国

内の山々からヒマラヤの高峰へと共に賊魅してき
とも

た岳友が今は居ない。

幾多の山行の中から培われたお互いの太い絆は

一生涯絶ち切れるものではないと信じて疑わず、

次から次へとヒマラヤの高峰へと夢を馳せてきた

真のカメラードが、恰も青天の扉壼のように忽然

と自分の前から消え去ってしまった。

ポッカリとあいた心の穴は、埋めるにも埋めら

れず、己れが魂は糸の切れた風船の如く虚空
さまよ

を妨僅う。

呼べど戻らぬ彼の御霊は、最早、ヒマラヤのジ

ャイアンツよりももっと高い所を登高しているこ

とであろう。

藤倉よ、長い間、ほんとうに御苦労様。

もう登ることも無く一息ついて、雲上のカルカで

やすらかに休んで呉れ！

さようなら



鈴木陽一

陽一お前は今どこI
一

●●●●●●●●●

ー

昭和28年7月4日生鈴木陽一現住所

相模原市文京上原団地3号棟208号

小さい時名前をきかれると、僕は太陽の陽一だ、

太陽の陽一だ、と誰れにでもほこらしげに答えて

いたお前、生れた時は4,0009もあったつけ..…。

すくすくと病気一つしないで成長したお前、無事

に帰国して居れば、今頃結婚式を上げていたかも

知れないお前。

そのお前が、インドヒマラヤナンダ．カート峰

で遭難死、したのだと云ふ……。

行方不明の知らせを受けて上京し、協会側から

の色々の説明を聞きながら、頑張れ、頑張れ、

生きるんだ、生きて帰るんだ、たとえ手足がなく

とも良い、生きてだけ来てくれ、と祈りつづけて

いたあの時･……．。あれからもう5ケ月になろう

としている。だがお前は、とうとう帰らなかった。

こんなに待っている母、家族、フィアンセを残し

お前は、とうとう今日も帰らない。陽一の現住所

相模原に行く。小田急の相模大野で電車を下りる

O

毎日陽一が朝早く、そして夜おそく、会社に通

ったであろうこの道、もくもくと歩いた。

毎日、何を考え、何を思って通ったであろうこ

の道……涙がとめどなく流れる。泣きながら歩い

た。通りすぎる人が振り返って見る。，,上を向い

て歩こう涙がこぼれない様に''の唄が頭をかすめ

る。上を向いて見た。だが涙がどんどん頬をつた

わって流れて来た。

×××××××××

きちんと片付いた部屋、まず山の道具が目につ

く。私は名前も知らない。本箱には山の本がぎっ

しり、カベには「ヒマラヤ」や山の写真や地図が

はりめぐらっていた｡20冊位のアルバム全部山

行の写真、記録、それに真新らしい赤いアルバム

が3冊……。それは今度の写真をはるべく買って
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－母．鈴木重子

用意したのに違いない。それが涙をさそった。

主のいない部屋で私は泣いた。大きな声で名前

を呼びながら、部屋中をなでさすりながら、私は

思ふ存分泣きじゃくった。こんな思ひをするなら

どうしてきつく止めなかったのだろう。

''独身最后だよあと大きな山には行かないから

……。’'と軽く笑っていたお前の顔。私は今も昨

日の事の様に思えて忘れられない。

インド・ヒマラヤってどこにあるんだろう。私

は、どこにあるかも知らない。遠いナンダカート

のC36,000mの地点だと云ふ。今すぐにも、

とんで行きたい。烏だったら、翼があったら…･・

陽一、一人つきりでなくて良かったね、7人一緒

だもの淋しくないでせう。それに、将棋仲間の本

田さんもいる事だし、いつまでも仲良く、静かに

ねむっておくれね。陽一、でもお母さんは、お前

のねむっている彼の地に、いつかいつの日にか、

かならず行って見たい。そしてこの目で山の姿を

ながめ、彼等が歩いたであろう道を、この足で一

歩一歩、歩いて見たい。その空気も吸って見たい。

山に向って大きな声でお前の名前を呼びたい。

××××××××××

''お母さんこれっきりだよ''と陽一、それでは

兄さんにもらって行かなくては、と私うすよご

れた雪の中から顔だけが出ていた。が次の瞬間、

スノーボートに乗せられた陽一の顔が、長男の博

の顔と重なり合ってうつった。私は其の姿にしが

みつき、大声で泣いていた。そしてフト、目がさ

めた。あっ今日は何日だろうと思った。去年

の9月30日夜もしらじらと明け始めた朝がた

だった。陽一お前は、ほんとうの頑張りヤだった。

だから、30日の朝がたまで頑張って生きて居た

んだなあと私は信じたい。いや信じています。

××××××××××

陽一のすべてが終った今、残っているのは淋し



さ、悲しさ、心の中にポッカリと穴のあいたよう

な詫びしさだけです。

世の中にある悲しさを現わす形容詞のすべてを

味わった、切ない母の胸には今も尚お前の事ばか

りです。

上野駅にて

山形に帰る車中、私のなふめ向側に座っていた

赤ちゃん連れの若夫婦がいた。あ典陽一にもこう

云ふあたふかい家庭の味を味わせたかつた･…･…

ル
ーO

新宿にて

こんなに大勢の人達が居るのに、どうして陽一

だけがいないのだろう、とさがし始めたりした。

原宿にて（去年の12月20日）

テレビや話で聞いていた竹ノ子族だか何んだか

知らないが、若者達が大勢輪になって踊りまくっ

ていた。しばらくは呆然としてながめていた。

私はその事が良いか悪いかは知らないが、こんな

になっても良い、生きてさえ居てくれたら、と涙

でかすんで見えなくなった。

今日2月14日はハレンタインデーとか、家の

今度2年生になる女の孫が、陽一オジチャンにと

チョコレートを仏様の陽一の写真の前に供えてく

ｵ'た。今度3才になる男の孫は、私が泣いている

鈴木陽一

と''陽一オジチャン今日お天気が良いから山から

帰ってくるよⅡと云ふ、ほんとうにやさしい孫達

私は子供達、孫達の前ではもう泣くまい、と心に

ちかった。

色々と言きならべたが、生きて行くうえに笑ふ、

心から笑えると云ふ事が、どんなに素晴らしい事

であるかをつくづく思われる、今日この頃です。

最后になりましたが、陽一が生前お世話になった

会社の方達、会社の山岳部の方達、ヒマラヤ協会

の方達、ほんとうに有難うございました。厚く御

礼申上げます。それから同じ立場に立たされた6

人の隊員の遺族の皆様、彼等はナンダの寝所に召

されたんです。

そう思って、悲しみを乗りこえて頑張りましょう。

今夜もすばらしい星空です。この空も、インド・

ヒマラヤまで続いているんだナァと心がしめつけ

られます。出来る事なら、せめて、せめて、布団

だけでもかけてやりたかった。切ない親のこの悲

しみ、陽一お前にきこえますか、この叫びが…

この切ない母の気持、とどいておくれ。インド

・ヒマラヤの彼達のねむっているナンダ・カート

まで。そして、そのねむりをさましてほしい。

追 悼

最初に遭難の知らせを聞いた時は何かの間違い

であり、その後毎日のように開催された現地状況

の報告会においても､まさか彼が遭難するなんて、

遭難しても必ず生きて帰ると確信していた。

しかし、彼のお母さんが9月30日未明、スノー

ボートに乗せられて山からおろされている夢を見

られ、また同じ日の同時刻にやはり彼の弟さんが

愛用している鏡が何もしないのに落ちて割れてし

まったことを聞き、私はその時初めて、彼は肉親

への思いを残しながら霊界へ旅立って行ったのだ

なあーという思いをしたのである。彼は昭和47年

に入社、その1年後に山岳部に入部した。それと
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日本電気横浜山岳部

加藤幸男一

同時に毎年の冬山合宿にも積極的に参加し、年間

山行日数は平均55日以上を数え、最高は昭和54

年度の72日である。そして常に第1線で活躍し

て多くの部員をリードしていた。

さらに遭難対策、安全対策も積極的に推進し、

「オール日電山岳部合同遭難対策申し合せ事項」

の制定にも尽力してくれた。

これら活動の集大成として本田荘八君と一緒に今

回のヒマラヤに参加したものである。出発前有志

で行なった壮行会の時には「気を付けて行って来

ます」と言っていたのに、このような結果になり

誠に残念であり、ご家族の気持ちを思うとお慰め



▲1981年5月八ケ岳にて右が鈴木陽一左は本田荘八

の言葉すら見当らない心境である。

また、約2ケ月間に及ぶ必死の捜索にもかかわ

らず何んの具体的な成果もなく、ただ山頂附近を

7羽の白い烏が飛んでいたということであり、捜

阿部直彦

索の人々に最後の別れを告げて遠い世界へ旅立っ

て行ったのである。ただ7人の御霊よ、心安らか

なれと祈るのみである。

｢阿部ちゃん」を偲ぶ

「幼い時からll｣遊びの好きな子でした．．…」

合同追悼会出席のため大分県竹田市から上京した

お父さんの言葉である。山に魅せられll_Iを愛し、

そして散った好漢阿部直彦君。多くの友人や仲間

から「あくちゃん」の愛称で親しまれ独特の人な

つこい笑顔でそれに応えていた彼。念願のヒマラ

ヤ登IjIを実現し大きな期待を胸に成|11を発った彼〔

日頃の鍛練はもとよりこのヒマラヤ登11lに向けて

1年前から綿密な計画をたて体力づくりに励み万

全の態勢で臨んだ彼であったがヒマラヤの大自然

は容赦なかった。悲報に接して早くも半歳が過ぎ

た今私は生前の彼の人柄を偲び永く追悼文として

とどめることとした。

昭和42年東京中央郵便局から京橋郵便局へ転

勤してきた彼は間もなく組合の執行委員に進ばれ
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京橋郵便局

一佐野義勝

た。いかにも野性的で男臭い強烈な個性は当時は

まだ21才という若さで、恵まれた頑強な身体は

彼をじっとさせてはおかなかった。そのエネルギ

ッシュな行動はllIと海へ向けられ、多忙な組合活

動の合い間をぬって展開していた。とりわけ本格

的な礒山活動は高校時代からやっているというだ

けあってなかなかのものらしく、その実力のほど

はlllにうとい私にも奔易に察せられた。「こぶし

lllの会」に所属する彼は、会の中心メンバーとし

て篭I｣Iに励むかたわら職場の仲間とは釣りに興じ

るという多忙なH々を送っていた。山の話しもさ

ることながら、時には太公望となっての釣りの話

など文字通り山と海のかけもちで特徴ある大きな

llをよりまるくしてその話術を披露し聞き入る人

々を魅rした。持前のジョークと晦舌で笑いをふ



りまき仕事の疲れを癒やしてくれた彼は、その容

貌からお世辞にも知性派とは言い難かったが身に

ついた教養は日頃の語らいの中で随所にみられた。

多くの仲間達がプロ野球の話しに没頭したり、一

部の人間がギャンブルの話などしているのを傍ら

で聞いていて「そんな話ばかりしていると韓国に

攻めてこられて日本は滅びるぞ」などと冗談混じ

りの厳しい批判も忘れなかった。もう2年も前の

ことになるだろうか彼のユーモラスな一面をみせ

た思い出の一つにこんなこともあった。日頃自慢

の自宅裏の雑木林で、他の人にとられまいと栗の

木をゆすっていくつか落としていたまではよかっ

たが、もう落ちてこないだろうと、ふと顔を上げ

たところもろに落ちそこないのひとつが彼の目玉

に直撃をみまったからたまらない、栗のいががさ

さって目をまっかにはらしてしまった。治療を施

こした医者いわく、「私はこの仕事をはじめて30

年になるがあなたが2人'二|です｣｡この話を聞いた

職場の仲間は抱腹絶倒し「いかにも、あくちゃん

らしいや」と言ったものである。ここで、彼と同

じ横浜に居住し仲の良かった友人N君の話を二つ

三つとり上げてみたい。

『阿部君の釣り好きは有名だったが、何度か一

緒に行った黒鯛釣りは彼が最も夢中になった釣り

と言えるだろう。少しの風にも荒れやすい磯。竿

と糸をコントロールしながら、研ぎすまされた神

経でウキの勤きを追う彼の姿に鍛えられた抜群の

忍耐力、集中力をかいま見たのである。「通い続

けて1年目に1匹だよ」と冗談で言うと、1ケ月

2回位のペースで通い始め、1年後にみごと体長

45ｾﾝﾁ、15キロの黒鯛を釣り上げたのである。

その時の喜びようは大変なもので1週間位魚

拓を眺めてニヤニヤしていたものである。

何かと忙がしい彼だったが、時には一緒に飲

むこともあり、酔った勢いで場末のミューシ

ックショーを観に行ったこともある。その日

はあいにく土曜日で館内は満員。ショーのク

ライマックスのたびに館内総立ちとなり、見え

るのは客の頭ばかり。と彼は突然コンクリート

の壁の一段高い出っばりに足をかけ、身体を

壁に張り付けるようにしてスポットライトに

浮き出た踊り子をのぞき込んでいた。意外な

101

ところで岩登りの真価をみせつけられた私はただ

驚き入った次第である。最終電車に乗り遅れ、オ

ールナイトの鑑賞となって帰宅時の言い訳を捜し

ていた大の男二人。今でも品川駅のホームで無意

識にうしろを振り返って彼の姿を捜す。ホームの

柱の影から悪戯っぽく笑った顔を不意に出して私

を驚かしたりしたチャメッ気さを、そんな彼の姿

を懐かしく想い出している。」

やはり彼も人の子、男の子であった。そんな彼

の人柄が多くの友人や仲間を生んだのだ。

阿部ちゃんの思い出話は尽きることを知らない。

数々のエピソードはいかにも彼の人柄を偲ばせる

何よりの証拠である。いよいよ出発を目前にした

三、四日前の宿直勤務を共にした私は、湯上がり

のビールを片手に隣りで一生懸命何やら大きな用

紙に記入しているのをみて「何書いてるの」とき

いた、「隊員の1ケ月分の献立表です」と言う。

話によると食糧の担当を受持ったとのこと、なか
こまか

なか面倒なものだなと思いながらも細い神経の行

届いた彼には適役だなと感ぜずにいられなかった。

心はすでにヒマラヤにあったその時の姿が私の脳

裏にやきついてはなれない。登頂まであと一歩の

地点での不運な出来事。さぞ無念であったろう、

悔しかったことだろう。しかし常に健康的な精神

で山と海の大自然に己れの肉体をぶつつけること

の出来た彼は、いまその満たされた心で、共に行

動した6名の山仲間と静かに山を語り合っている

にちがいない。そして夜がくれば、山で結ばれた

という愛する妻と一粒種の｣E彦君の姿を夢にみて

眠りについているにちがいない。

安らかなれ｜~阿部直彦君｡｣･･…．



阿部直彦

想い出よさようなら ●●●●｡●

東京こぶし山の会

市原優

今また一人の岳友を失ってしまった。それもま

た一番親しみのあった友を、悲しくも残念な事だ。

人の一生は長くも短くもあるが、短いのは特に悲

しくて淋しい。でもまさか阿部がとだれもが思っ

ているに違いない。でも今だに帰っていない現実

を信じなければならないのだろうか。いや信じた

くない。何かのまちがいであってほしいと思う。

今職場で、また岳友、妻、子供が君の帰りをまっ

ているのを君は知っているか。残された者達の悲

しさや苦しさを君は知っているのか。少し早すぎ

たようだ阿部、ヒマラヤの美しさや楽しさは私に

も分っている。でも祖国で妻や子供、また友人達

と語らい合うのもまた楽しいものだ。それを君は

捨ててしまった。今君は重苦しい雪の下で何を考

えているのだろうか。きっと桜の花が咲きみだれ

ようとしている季節の日本へ帰ろうとして潭身の

力でもって、もがいているのかも知れない。その

君の力に我々の仲間が手を差しのべる事が出来な

いのが非常に残念だ。君をガッチリととらえて離

さない巨大なヒマラヤの力は我々には痛い程わか

っている。我々に出来る事はた貰君の安らかな冥

福を祈る事だけだ。残念だがた堂それだけだ。で

も人との別れなんてそんな簡単なものなのか。い

や違うと思う。阿部と我々には素晴しい数々の想

い出があるじゃないか。今となってその楽しかっ

た想い出を仲間達と語るのが我々の慰めでしかな

い。でも阿部我々岳友達はいつまでもくよくよし

てなんかいないぞ、我々には悲しみを乗り越えて

やらなくてはならない事が多くある。我々は残さ

れた妻や子を守らねばならない。また君と共に作

り上げていった「東京こぶし山ノ会」をもっと大

きく立派に育て上げて行かねばならない。君がや

りかけた事を今我々が受けついで行こうではない

か。それがヒマラヤに居る君へのお返しとなるだ

ろう。
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今この事を書いている頃、まだ日本の山々は深

い雪をかむっている。美しさはヒマラヤにも負け

ずキラキラと輝いている。でももう君は残念だが

見る事は出来ない。我々と共に山へ登る事も出来

ない。きっと君の想い出と登る事があっても、あ

の笑顔の君がすぐそばに居ないと言う事がどれ程

さみしい事か、阿部、山ノ会の事務所はあのまま

だ。君が行ってしまってから、天井のペンキがま

た一枚とはがれて行ってるのも変りはしない。

うすよごれた湯飲み茶わんもそのままだ。相変ら

ず水曜の夜には集まっては山の話に花が咲いてい

る。本当なら君も居るべきじゃないのかと思って

いる。遠く離れていても心は参加しているだろう

な、そんな気がする。阿部実は4月下旬から君の

所へ行く事にした。近藤、千葉、浅野、佐野、そ

してオレだ。かつての仲間が行くぞ、よろこんで

くれ。きっと君の事だベースキャンプまで迎えに

来てくれるだろう。そうあってほしい。阿部、オ

レはその時、ナンダ・カートに向って思い切りの声

で君にさけぶつもりでいる。その時必ず答えてく

れ、お願いだ。その時また逢おうきっとな・その

頃にはシャクナケの花が大きく咲いていると言う｡

君にその花ビラを思いきりまこうと思う。きっと

ナンダ．カートの頂きの彼方に舞い上り、やがて小

さくなって大空の中に消えてゆくだろう。その時

が君との永遠の別れの時だと思っている。そして

共に阿部直彦の名も消えて行く。鳴呼消えて行く。

君の35年の生涯の数々の想い出を残して消えて

行く。さようなら安らかに眠ってくれ。そして君

の祖国へ返った御霊の名「常識院鐸智海」

鳴呼合掌



本田荘八

兄荘八を偲んで

未だに信じきれない、兄が亡くなったなんて。
●

近いうちに、ひょっこり現われ「おい、オジ（兄

は次男、私は三男。テレ屋で口の悪い兄は、私の
●

ことを呼ぶ時いつもⅡオジ（叔父）’'と言ってい

た）帰って来たぞ。なんか食う物はないか」と真

黒に焼けた髭だらけの顔を見せそうな気がしてな

らない。

思えば出発直前の9月11日の夜、兄から電話が

あり､｢俺だけど、今ヒマラヤに行くメンバーが皆

新宿のヒマラヤ協会に集まっている。これから成
●

田へ行くとこだが、家（実家）とオジの所へ電話

しておこうと思ってな･元気で行ってくるからよ、

余り心配するな。奥さん、おなかが大きいんだか

ら大事にしろよ」などと少々酒が入った様な雰囲

気の中で言ってきた。そこからは大きな目標に立

ち向う希望に溢れた気持と、家族に心配かけまい

という思いやりの両方の気持が感じられた。私も

「頑張ってこいよ。インドに着いたら手紙をくれ

よ。帰ってきたら、うまい物を用意しておくから

ヒマラヤ登山の話しを聞かせてくれよ」などと言

いつつ受話器を置いたのであるが、これが兄、荘

八との最後の語らいになってしまった。

兄は私の願い通り、出発直前に一通、インドに

着いてから二通の葉書を書いてくれた。『無理を

せずに頑張ってきます」、『13時間の飛行により

デリー空港に着きました」、「キャラバンを開始

して5日目、インド最奥地の村カティからは、ヒ

マラヤの山々が見え感激を新たにしています。今

月の末頃、頂上に立つ予定であり、体調は上々で

す」しかし、カティ村からの葉書は、遭難事故

発生から11日目の10月8日に我家に着いたもので

あった。

兄は、家族に対し山のことは余り話したがらな

かった。学生時代に登山経験の全く無い兄が、山

に熱中しだしたのは日本電気(株)入社後6年目の
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弟．本田良雄

昭和49年頃からではなかったろうか。以来正月．

五月・お盆等の長期連休は言うに及ばず、職場の

土、日の連休を利用しては、いつも山に行ってい

たようで、実家への帰省回数が少なくなっていた。

稀に帰ってきても、冬山合宿の帰りの途中とかで、

顔に凍傷のあとを作り大きなザックを担いでのも

のであった。心配する母が小言の一つ二つ言って

も「大丈夫、心配ない」の一言で片付け、あとは

陽気に酒を飲んでは歌を歌う兄であった。

そんな兄が、ナンダカート峰登ll_Iの話を家族に

打ち明けたのは、出発8ケ月前の昨年の正月であ

った。この年は珍しく、冬山へも行かず真直に帰

省し「インドのヒマラヤ、ナンダ．カートと言う山

へ行ってくる。エベレストの様な危険な山ではな

いし心配はいらない。大きな山は、これが最後だ

から」と心配する父母を前にして言ったのである。

具体的な登山計画は、何も言わなかった。私自

身は、最近ちょっとしたブームのヒマラヤトレッ

キングみたいなものなんだろうと思い、父母にも

その様に説明して、余り心配しなくても良い様な

ことを言った。兄が詳しいことを言いたがらなか

ったのは、今になって思うと、やはり余計な心配

をかけまいという配慮からだったのであろう。

後になって、この登山が2年に渡って準備され

た本格的海外遠征登山であり、会社の反対を会社

をやめても行くと押し切ってのものであることを

知･り、並々ならぬ決意のもとでの用意周到な琶山

であったことを初めて知った。

忘れもしない、あの日｡10月3日の夜TVを見

ているとニュース速報で『ヒマラヤにて日本登山

隊遭難』という報道が流れ、兄達は確かインドヒ

マラヤ登山隊という名だったはずだから違うなと

思いつつも、不安感がよぎったところへ実家の長

兄から電話が入り「荘八が遭難したらしい。先程、

日本ヒマラヤ協会から連絡があった。9月28日の



ことらしい.…･･…」私は、受話器を耳にあて乍ら、

ぶるぶる震え出してしまった。

しかし、あの豪傑の兄が、そう簡単に死ぬはず

がない。よしんぱ雪崩にあったとしても、這い出

て来るはずだ。死んでたまるかとの思いが頭をめ

ぐった。それに、心配している父母の胸中を思う

と、いてもたってもいられない気持だった。

生存を願う家族の強い思いにも拘らず、兄達の

事態は絶望的となってしまった。

遭難から早5ケ月、現地捜索から3ケ月が過ぎ

ようとしている。この間HAJとの情報連絡会、

家族会、兄のお世話になった会社との諸手続、ア

パートのひき払い、合同追悼会、除籍手続、葬式

等、慌しい中を関係各位の皆様の手助けにより、

なんとか済ませることができた。がしかしこれら

を行なうことが、兄の生存を願うごく僅かばかり

の望みをも、完全に断ち切られてしまうような気

がしてならなかった。

見かけによらない兄の人柄の良さ、几帳面で綺

麗好き、他人への深い思いやりなどが、兄の山仲

間や職場の先輩、アパートの大家さんなどの話、

或いは、アパートひき払い中に出てきた数々の手

記などから伺うことができ、兄の知らざれる一面

を改めて家族は認識したものである。

本田荘八

30才になったばかりの、中堅どころとして、い

よいよこれからという矢先での永遠の別れ。いく

ら好きな山でのこととはいえ、本望だったという

には余りにも悲しすぎる。HAJ専務の稲田さん

の話によれば、インド気象庁では今回の遭難を機

に、ヒマラヤでの気象通報を実施することを決定

したという｡兄達の尊い死が、気象通報という形

で今後のヒマラヤに於ける安全登山に、大きく貢

献されることを考える時、決して無駄死ではなか

ったということを、声を大にして叫びたい。

現地捜索の最後の日、7羽の白い烏が、いづこ

ともなく現われ捜索隊の上空を舞っていたという。

異例ともいえるヒマラヤでの捜索活動に対し、7

人の御霊が烏の形となって、山仲間や家族に感謝

の気持と永遠の別れを告げる為に、現われたので

はないだろうか。

今でも時々聞こえてきそうな気がする「おい、

オジ」と私を呼ぶ兄・荘八の大きな声が。

"ナソダの女神の山、ナンダカー

トに倒れし荘八と6人の岳友達

どうか、安らかに眠り給え”

本田君の思い出日本電気横浜山岳部
一石井清一

今回のヒマラヤ登山学校には、日本電気横浜山

岳部より本田君と鈴木君の両名が参加しておりま

した。入部以来の友人として、本田君の思い出を

書かせていただきます。

私が本田君と初めて出会ったのは、昭和45年3

月に創立した横浜山岳部が同年7月、一般従業員

を対象に募集したハイキング大会「富士登山」の

時でしたが、一般参加者の一人としてお互い話を

する機会もありませんでした。

その年の秋、ll_Iでの失敗にこりて山岳部に入部
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した私は、お酒の出る山行だけに来て人一倍、い

や五倍も十倍も飲み歌い騒ぐ人が、本田君である

事を改めて知ったのです。しかも年が一つ下で、

あのハイキング大会以後ずっと誘われ続け、偶然

にも私と前後して入部したと聞かされたのは、そ

れからずっと後の事でした。

その頃、彼は柔道とボディビルをかけもちし

ている上仕-謂柄外出も多く、集会等には出席しま

せんでしたが、お酒の出る山行だけには参加し、

こぶしのきいたlllの歌をうたい、コンパの場を際
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り上げる人気者でした。

ところが新入部員が多く入った48年（その中に

は鈴木君もいました）の秋からなぜか彼は、山岳

部の定例山行の全てに顔を出す様になり、雪国育

ちで雪に慣れている事、持前の体力等々などです

ぐに主要メンバーとなりました。翌年の春合宿を

担当した私が、ためらわず彼をサブに指名したほ

どです。

その後の彼は、頑固なくらいガンバリ屋の鈴木

君と好ペアで、「本田、鈴木の両エンジン」と異

名を取るほどの馬力で部を引っぱってくれました。

又、彼は足も早く、先頭を歩くといつも二番目

が遅れ、ラッセルの時などはみるみる差がつき、

しばらく行ってからふと気づいた様に振り返って

待っているのが常でした。山行を記録した8mm

の中に我々の前を歩く単独行の人が時々登場しま

すが、それはまさしく本田君である事を部員は皆

知っています。

その最も顕著な例は54年度の冬山合宿の折、北

岳で天候が悪化し、下山パーティのサポートを彼

と鈴木君にしてもらったのですが、任務を終え、

八本歯のコルから吊尾根分岐へ引き返す時、トップ

を行く彼のペースが例によって早くなり、鈴木君

が遅れまいと負けずに追いかけるという具合で、

とうとう信じられない時間で着いてしまったと言

う話があります。
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ﾛ喀二毒

’

左から2番目本田荘八

しかも、これには後日談があって、我々が分岐

から北岳稜線小屋へ向う途中の危険な所に残して

置いた荷上品を、彼は平気でぶらさげ、スタスタ

持って来てしまったのです。それを見ていた鈴木

君曰く、「まるでバケモノみたいだった。」との

事。

本田君はこの「バケモノ」の他に「野獣」と言

われた事もあります。

我が部が毎年秋に催す強行と名付けたカモシカ

山行で、東と西から奥秩父に入った折、陽が傾く

頃、金峰の頂上についた本田君達に、どこかの女

性グループが「今日は、どちらまで？」と声をか

けてきました。そして、「たぶん大地小屋か富士

見小屋だろう」と想像していたその女性たちに本

田君は、「甲武信を越えて雁坂峠まで」と答えた

のです。それを聞いたとたん『野獣！」との声が

返って来ました。

本In君はその前年の夏に鈴木君らと南アルプス

を8日間で全山縦走し、次の年には、北アルプス

の笠が岳を振り出しに日本海までを7日で駆け抜

けています。早朝ではなく、夜中の1時とか2時

に出発して日暮れ迄歩き、全食ジィフィーズとパ

ンだけと言う山行をしたのでした。この時の写真

を見ると他のメンバーが、骨と皮ばかりにやせこ

けている中で彼だけはなぜかいつもと変らずに写

っています。



数多くの山行を共にした中で特に印象深いのは

53年の春、北アルプスの表銀座の稜線にテントを

張った翌早朝、突然カミナリの洗礼に会い、気絶

するほどのショックを受けたのですが、彼だけは

カミナリもよけて通ったらしく水ぶくれの跡すら

なかったのです。

山の中では、豪放な彼でしたが、家ではお酒も

飲まず、音楽を聞くのが趣味だった様で、狭いア

パートの部屋には、ベビータ、ソスほどの大型スピ

ーカーそしてラックに組み上ったオーデオセット

類が並べられ、ちり一つなく、その風貌からは想

像出来ないほどきちんと整頓されていました。

彼はおおらかな性格の他に繊細な一面も持って

いたのです。

今回のヒマラヤ行きは、ヒマラヤ協会会員だっ

た鈴木君の誘いでしたが、行くからにはと昼休み

のトレーニングを、ボディービルからランニング

に変え、道具を全て買い替え、準備その他にも並

々ならぬ意気込みが感じられ、我々もその成功を

確信していたのです。

埜口正則

私の知る限り、本田君そして鈴木君も本当に強

い男でした。ですから今回、「遭難か？」と聞い

た時も彼らの事だからきっとどこかで待機し、無

事帰って来ると信じていたのですが、運命とはわ

からないものだとつくづく思います。

彼らには登山学校で得た知識や技術を生かし、

後輩の指導、山岳部の充実など、してもらいたい

事は山程あり、その将来に期待していたのですが、

今はそれも叶わずなんとも無念でなりません。け

れどその無念さも、これ迄育ててこられたご両親

のそれには、はるかに及ばないものでしょうが。

遠く異郷の地ヒマラヤに消えた本田君、鈴木君

の御霊よ安らかに眠って下さい。

我が子正則の死を悼んで

憶々昭和56年9月28日この日我が子正則は、

6人の岳友と共に不帰の客となってしまった。痛

恨の日である、なんと悲しい打ちひしがれた日で

あることか。この日吹雪は荒れ狂い、彼等7人の

若者を押流し埋めてしまったのであろう。この悲

しい大雪崩、思い出す度断腸の極です。

天にましますナンダの女神も7人の前途ある若

人の加護をたまわらなかったのですか？悲憤や

るかたなく痛惜にたへません。

我が子正則は幼い時からやさしい心の子でした。

自分の分をわきまへ自分の出来る限り人の為、社

会の為役立つ人になろうと頑張った子であったと

思います。

吹田郵便局においては全逓青年部の一員として

大学時代はユースホステルクラブの部長を務め、
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父、埜口四郎

岳友クラブにおいてはクラブのリーダーとして先

鋭的な山行を、大学の友、山の友、職場の友より

拝聞しても後輩には面倒見がよく信頼を集め常に

積極的で、友人に対する友情は人一倍厚かったと

きいて居ります。又目上に対する礼節も厚かった

といふことです。

郵便局では仕事が終るとウェイトトレーニング

とジョギングを毎日やっていた様です。

郵便局の先輩や後輩も異口同音に腕の力もジョギ

ングも確口君にはかなわないと言って居られまし

た。ヒマラヤ山行への準備をやっていたのでしょ

う。この様に訓練に山行集会に岳友との交際交遊

に職場の集会にと、ほとんど家に居ないといふ毎

日でした。私達はあまり無理をしてもと思ふほど

で山に行って疲れたのでしょう、帰ってくるとす



ぐに寝てしまって朝までといふ様なこともありま

した。又停年退職まで務めて子供を連れて山に登

るのだと言っていた姿が目に焼きついてはなれま

せん。

職場においても上司にへつらふことなく絶対に

そうしたことはしない子供でありました。今から

考へると純粋で正々堂々とした考への持主だった

様に思います。同僚の友人から用いたのですが、

仕事の上では課長さんにでも文句をつける様なは

げしい一面もあったと聞かされました。

其の反面親にはやさしい子で思いやりのある子

でした。私達の言ふことにはさからわず、よくや

ってくれました。又月給袋も賞与も手をつけずに

渡してくれる様な子供でした。

正則は生きて居れば社会の為、職場の為、山岳

界の為、大いに働いてくれる息子であったと思い

ます。又今日までの日本山岳会のエベレスト遠征

について、若い人に登頂の機会をもっと与へるべ

きだとの話も聞きました。

我が子正則がこんなにも早く世を去ってしまった

ことは本人の無念さは勿論ですが、かへすがへす

も残念でなりません。

私達がなすべくしてなし得なかったことをやっ

てくれる子であると常日頃からひそかに期待して

居りましただけに、愛惜の念で一杯です。

私達は何物にもかえられない最愛の我が子を失っ

てしまったのです。

さきに長女を失い、今又長男正則を失ってしまっ

た私達の悲しみは、恐らく他人にはわからないだ

ろうと思います。今はともすれば働く気力さえも

埜口箙則

友埜口君よ

昭和56年5月、親しい会員を立山でうしない

二度と悲しみをみんなで味わいたくない、楽しい

安全な登山を目ざそうと、誓い合った矢先、まだ

悲しみのさめやらぬその日、埜口君、君がインド

ヒマラヤの奥深く、帰らぬ人になろうとは。
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失はれそうなむなしい毎日を妻を励ましながら送

って居ります。

願はくば、正則よ、お前の魂は

岳友、職場の友、学生時代の友の胸の中に

生きつづけるであろう

お前が残した山の本、職場の本､′山の道具

みんなそのま畠残してあるんだよ、

正則よ･

父も母も命のある限り待っている

お前の帰るのをいつまでも

いつまでも

こんなことを書いた私達の馬鹿さ加減を皆様お

笑い下さい。笑はれても馬鹿にされても息子正則

が立派だったと思いますので、あへて書かせて戴

きました。

岳友クラブ

ー平家啓作

昭和56年9月28日、そこに一体何がおこった

と云うのですか。家族や友人の心配をよそに、君

はとうとう連絡をくれなかった。すぐにでも飛ん

で行きたいと思えど、遠いヒマラヤの山なればそ

れもかなわず、思案の毎日をすごしてきました。



想えば君が岳友クラブに入会以来、常にクラブ

の事を思い、クラブの新人の育成や、レベルアッ

プのために活動してくれたことに対し、また、ク

ラブの運営委員長として、みんなを引っぱって行

ってくれたことに対して、心から御礼をいいたい。

ヒマラヤ登山を一つのステップとして、君を中

心としたクラブが、一まわりも二まわりも大きく

なることを期待していたのに。

君がヒマラヤに出発する前、一連のヒマラヤ遭

難が発生する中で、一抹の不安があったとはいえ

君にそんな心配はないと送り出したのに。

残された御家族のことを思うとき、僕達が今ま

で、楽しい安全な登山をクラブのモットーとして

来たことが、果しえなかったむなしさで一ぱいで

す。

今はただ君の事故を教訓として、安全な登山に

全力をそそぐことをお約束するのみです。

君の告別式も終り、悲しみに打ちひしがれてい

た君の仲間達も、叉山を想い出しトレーニングに

はげんでいます。君の記録集も出来上りました。

君の意志をつぎ、君がはたしえなかった山行も

仲間達がきっと受けついでくれることでしょう。

遠いヒマラヤの地で、共に苦労した親しい6人

の仲間とともに、安らかにねむりたまえ。

▲1981年1月1日

寺本政幸

寺本くんはいま

咽原動力帆

刑身体から湧きいずる暹しい力と優しい力Ⅲ

それは君をそのまま表わす言葉。

我々Ⅲちんぐるまいの仲間だけでなく、誰もが

君を表現できる一致した言葉、これが帆原動ブハ。

座談会等で君に感する所感を度々述べてきたけど、

自然にこの言葉を口にしている。それは凧ちんくﾞ

るま山の会仙を発足以来、君が会の重鎮的存在で

あったからだと、私の胸から消えることがないか
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ちんぐるま山の会

一石田文男

らにほかならない。時にはトラブルの生ずる事も

あったが、それも自己の主張と仲間の意見を尊重

しながら、事を解決するという態度、こうした一

貫性ある姿勢が信望を厚くし、仲間への原動力と

なっていた。

君が咽ちんぐるまいの中に本格的に溶け込みだ

したのは、帆山の会いとして発足してからのこと。

東山工高時代も勿論行動を共にしてはいたが君は

もっぱら単独行が多かった。それは山岳部の主力



メンバーが、そろそろ夏山から春山へ移行し始め

た頃で、君は鈴鹿や伊吹山へと精力的に動いてい

た。これは後に知ったのだが、自らのレベルアッ

プを図ることで、主力メンバーに一日も早く追い

付きたい、の一念がこの頃の君を支配したのだと。

君の生い立ちと環境が、この辺りから更に拍車

をかけ始めたのだと言える。一度山に入れば下界

の雑踏から逃れることが出来る。植物や岩を相手

の生活は、下界で蓄積した心の疲れを癒し和ませ

てくれる。これは私にも経験のあることだけど、

初めて南アルプスの深林を独りで歩き、時には雷

雨に叩かれ脅えながらも高山植物に元気付けられ、

でもその後のあのすっきりした山なみを眺める喜

び。単独行は寂しいものだけど、それだけに何時

になってもその想い出が鮮明に浮かんでくるので

ある。

最も感受性の高かった十代の君は、増々この魅

力に吸い込まれて行ったのだろう。その後の山登

りの地はこうして作られ、君を縛り着けて行った

のだろう。

君の一連の山行は、そのままmちんぐるま、の

仲間の意志を表わしてもいる。恵那山冬山合宿以

来の、数々の山行計画と実行がそれをもの語って

いるからだ。鈴鹿の山のバリエーション・ルート

を求めて沢登りのジャンルに入り、それをアルプ

スへも求めて行く。そのための基礎の岩登りも始

めて行く。

我々が東山工高を卒業する前後、春の3,000m

峰をバリエーション。ルートから目指すことに大

きな魅力を感じていた頃、一方にはヨーロッハ。

アルプスを一度は登りたいという心が、書物から

くる誘引に動かされたものだった。この頃は、日

本の登山者の大多数が、ヨーロッパ．アルプスへ

と指向していた。｛I氷河のある山〃への想いは、

日本の山では満たされず、駆り立てられて行った

多くの登山者の触発が、幾多の青年を躍動させ、

大袈裟に言えば、その後の人生すら変えるほどの

影響を与えた。学校卒業後は、山が主で職業は従、

これが山を指向する者の一致した歩みのようだ。

私もそうだった。在学中でも職業のあった私は、

学業と共に職業も従で、主が山に有ったように思
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う。これは十代から二十代にかけて、最も感受性

に左右されやすい時期に一致している。そしてこ

の態度が、その人の一生を決定付けることになる。

海外遠征の経験を多く持つ者は、この最たるもの

だろう。随分横道に逸れてしまったが、正に君の

人生や職業での独立意識もこの一面を顕している。

君は僕の実現出来なかった多くの事柄を、一つ

一つ現実のものにした。遭難から今日まで、君の

多くの事に接しながら、今一段とこのことの感慨

に更けっている。

きっと、君は今もなお、白い山稜を頂き目指し

て登りながら、あるいは氷河の中を歩きながら、

一つ一つ過去の山行を想いつつ、次の山旅の思惑

に心はずませていることだろう。

仲間の羨望の的になり

夢をふくらませる

それは、君の魅力の証明だ。

……･･･いつしか

登山者の夢であるヒマラヤの

懐にとび込んでいった君。

頁に山を想い

山を愛していたからだ。

欲望のままに

心底から湧きいずる情熱を傾けて。

君は

いつも山を想い

純粋に愛したから

山の女神に召された。

（「山に懐かれて」から転載しました）



－斎藤孝雄一一

わが生涯のザイル・パートナーに
雪苞沓山の会

氏家 章

私たちは、最も大切なザイル仲間を失いました

交信途絶という第一報に接し、その後の詳報を

得られぬもどかしさに苛立ちながら、なお一緩の

望みを捨てませんでした。

「ごめん、ごめん。悪かった。心配させたねQ」

と照れながら、皆の前に現れる彼の姿を、だれも

が信じたかったのです。

しかし、日を重ねるに従って悲観的なデータが

届けられ、ついに悲しい公電に接することになっ

てしまいました。

本当に残念でなりません。

会のだれからも信頼され、慕われている彼の資

質について書くなら、たちまち紙数が尽きます。

彼のながい山歴やすぐれた登塞技術もさること

ながら、そのすがすがしい人柄こそ、私たちにと

って欠けがえの無い大きな財産だったのです。

どんなに辛いアルバイトやどんなに苦しい登筆

でも、決して弱音を吐くことが無く、いつも経験

の浅い若手を気づかい、すすんで重い共同装備を

引き受け、内に秘めた情熱を着実な登華に実現し

てきた斎藤孝雄氏。

アルピニストとして、クライマーとして、ザイ

ルのトップとしての厳しい戒律を自らに課し、常

に新しい目標を見つめていた彼の姿に、私たちは

生きてゆくための一つの規範を見ていたと思いま

す。

彼は17年前、剣岳で初めての岩のぼりを経験し

てから、それまで以上に深くLIIへ傾注するように

なりました。

とりわけこの10年というものは、朝日連峰や神

室連峰、鬼首山塊の谷々にチーフリーダーとして

際立った活躍を重ねてきました。

それらの活動は、牧恒夫を中心とするl,jl人誌

「雪苞沓」にきちんとまとめられ、更に「岳人」
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や「山と渓谷」等の專門誌にも次々に発表されま

した。

1980年には、会創立以来の課題となっていた、

朝日連峰三面川岩井又のガッコ沢初登掌に晴れや

かなトップをつとめました。

同じ年に白水社から刊行された「I｣本登山大系

第一巻、東北・北海道の山」でも、執筆担当の一

人として大きな役割を果しています。

そして、この頃から彼は長い間あこがれ続けて

いたヒマラヤに、一層あつい思いをかきたてたよ

うです。
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出発を旬日後にひかえた一夜、会の仲間と酒を

くんだ折の嬉しそうな笑顔が忘れられません。

山と登山が自分にもたらしてくれたもの･･……

自分の登山の新しい展開となるヒマラヤ……など

について、少年のように眼を輝かせていた斎藤氏。

しかし、念願のナンダ・カート峰をすぐ目前に

して、彼は6名のパートナーと共に、白い神々の

座に召されてしまいました。

いまは、ただただ御霊の安からんことをお祈り

するだけです．
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斎藤君一いえ、慣れ親しんだニックネーームで呼

ばせていただきます。

エーちゃん、私たちはあなたが成しとげた数々

の登筆と、その大きく重い意味とを、御子息の仁

君と奥様に正確にお伝えすることをお約束して、

お別れの言葉に致します

どうか、安らかにお眠りください。
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1．ヒマラヤ登山死亡事故の処理

登山において遭難事故は無いにこしたことはな

い。又、計画中のメンバー達も「自分達に限って

……！」と勝手に決めつけ、遭難事故を他人事と

し傍観しのんびりと構えているのが大多数であるo

しかし、既に何度も発表したように日本隊のヒマ

ラヤ登山における死亡事故は32名に一人が死亡

している現実を避けて通ることはできない｡まし

て、1968年から15年連続死亡事故が発生して

いる中にあっては準備を周到に行っても、しすぎ

たということがない。だがどんなに周到に準備さ

れ確実に実行された登山の中にあっても、大自然

界の力の前に何等なすすべもなく遭難してしまっ

たケースを見るにつけ馳対」ということが登山

の世界ではありえないという厳しい現実を思い知

らされるのである。

ここでは、万が一死亡事故が発生した場合の現

地での処理や除籍に到るまでの流れについて記し

たい。

ヒマラヤ登山といえども、日本の法体制から見

れば何等特別なことはなく、一般の旅行と変るこ

とはない。

楽しかるべきヒマラヤ登山も死亡事故の発生と

共に一転して悲しき旅行と姿を変えてしまう。

しかし、残されたメンバーは悲しんでぱかりはい

られない。現地での事故処理を誤まると、更に故

人となった岳友の葬いをも遅らせることにもなり

かねないからである｡R本では除籍と葬式が一体

感として定着している。

自然人である我々が死亡した場合は最終的には

戸籍のまつ消（除籍）をもって死亡が確定する。

115
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（一般的に）これは葬式をするためには故人を

埋葬しなければならず、このためには、「埋葬許

可」が必要であり、そのためには「死亡届」が受

理されなけｵ1ばならない。しかし、ヒマラヤ登山

の多くの死亡事故では遺体がなかったり、あって

も収容できなかったりで現場へ埋葬してくるケー

スが多い。ここから様々な問題が起きてくる。

◎登山隊をとりまく関係者と役割

1.隊長………遭難事故報告と報告書

2隊付医師”…死亡診断書

3事故目撃者・死亡確認者…「現認書」

「死亡確認書」

4.LiaisonOfficer･･･…遭難報告書

5.DistrictMagi9ter

6.DeputyCoIm'i愚愚ione｢|
1

7.SubDivisionalMagister

その地方の大小により置かれている行政

官が違うが、この三者のいづれかがL/O

隊長の報告からIMF･/､

8.IndianMountaineeringFoundation

(IMn……死亡推定証明書

9現地救助隊･･…救助（捜索）報告書

10.日本大使館……死亡（推定）証明書



ヒマラヤ登山・死亡事故発生の場合の作成書類例

◎まず、自分の隊が次のいづれに該当するかを判断して該当欄を参照する。

1．隊付医師（医師法に定める医師）が死亡を確認した場合

2．医師は死亡を確認できなかったが、隊員が死亡を確認した場合

3．医師及び隊員のだれもが死亡を確認できなかったが、事故を目撃

した者がいた場合

4，事故の目撃者がいない場合

(1)隊付医師が死亡を確認した場合

隊長が日本大使館宛「死亡届」を提出するが、この時医師が死亡届に

付いている「死亡診断書」に所定事項を記入し署名左つ印する。更に

隊長は可能な限り詳細な「遭難事故報告書」を作成してこれに添付す

る。（隊長が死亡した場合はその代理者が以上のことを行う）

(2)医師は死亡を確認できなかったが、隊員が死亡を確認した場合

隊付医師がいない場合や、いても現場まで行けない場合がこれに該当

する。隊長が日本大使館宛｜死亡届」を提出するか、「死亡診断書」

は出せないので、それに準ずるものとして「死亡陳述書」を死亡を確

認した隊員が作成し、隊長が作成する「遭難事故報告書」と共に死亡

届に添付して提出する。

(3)医師及び隊員のだれもが死亡を確認できなかったが、事故を目撃した者

がいた場合

遺体が埋没したり、遺体まで到達することができなかったが事故その

ものを目撃した者がいる場合。隊長が日本大使館に提出する「死亡届」

に「死亡診断書」を出せないので事故を目撃した隊員により事故の模

様を詳述した「現認書」を作成して、隊長が作成する｜遭難事故報告

書」と共に死亡届に添付して提出する。

(4)事故の目撃者がいない場合

遺体もなく、事故そのものをも目撃していない場合や、事故が起きつ

つあることはトランンーバーで伝えられたものの結果的には遺体もな

く目撃もしていない場合。隊長が日本大使館に提出する「死亡届」に

「遭難事故報告書」を添付して提出する。

※尚、死亡届を日本大使館で提出するか、帰国後死亡者の本籍地・住所地で

提出するかは、日本大使館の指示に従った方が良いであろう。

※現認書・死亡陳述書・遭難事故報告書にはIIIの概念図・現場の見取図・ル

ート図．それまでの行動記録等を必ず盛り込むこと。

※死亡届の用紙は日本大使館にも常備してある。
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ヒマラヤ登山・死亡事故発生から戸籍まつ消(除籍)までの例

一般的な流れ
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、|,事故報告書

登山｜珠

「
‐
‐
一
Ｍ
Ｍ
Ｍ
↓
脳

死
亡
届
・
遭
難
事
故
報
告
書
を
提
出

哩
猩

ｌ
Ｊ
１
１

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
添
付
書
類
を
直
接
遺
族
へ
手
交
す
る

死亡肘

※添付書顛は別

掲のようにケ

ースによって

異なる

DeputyCommissioner
報
告
書
提
出
、

Ｉ
Ｉ
Ｌ

／U、

出
動
依
頼

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ旬

↓

英
文
の
事
故
報
告
書

IMF

打力.不lﾘlの場合

は各所からの鞭

告で死亡推定

…/卜

硝’
要l
,i'!il

l死
｜亡
l推

揃|_1本大使館

行方不Iﾘlの場合
はIMFからの

『;'l刊1をとって

外務省

(佃事二課）
う

Ii'li明書

’
ト

ﾀ亡樅定I祉|ﾘ1死亡,i'IIﾘI
族空

且
、
↑
小

死
亡
届〈

死
亡
届
が
受
理
さ
れ
な
い
時
は

は
お
伺
い

ス
「
１
１
１
‐
‐

ケ
’ｌ

ｌ
ｌ
Ｌ
裁

地方法務
4会

Ⅱ』 町村

、

、し、

判
所
管
轄
と
な
る
）

口法務省
’一

戸籍まつ消

（除籍だI′）

117

現地救助隊



2．ヒマラヤ地域における日本人死亡調

山森欣一

日本隊によるヒマラヤ登山が始まってから、1982年で31年を迎えた訳であるが､この間

6,000m以上の高峰へおおよそ550隊、延4,500人が登山した｡6,000m未満の峰への小

登山や、トレッキングを含めると膨大な数の日本人が、ヒマラヤを登り歩し､てし､る。

ヒマラヤの最大の特長は「高所」であり，登山ばかりてなく，トレッカーもこの「高さ」

故の事故に遭遇してし､る。外国隊も含めた、ヒマラヤ地域ての死亡者の調査は行なわれてい

なし､ようであるが、ここでは、日本人の死亡事故を調査してみた。登山は言うに及ばず、ト

レッカーも含めた全てを収録した積りである。今後の登山、トレッキングの準備の段階て参

考にしていただきたい。

ヒマラヤ地域における日本人死亡調集計表
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Ｊ
Ｕ
障
櫻
聖
壗
皿
封
（
関
）
当
特
龍
、
扇

匝
ト
ｅ
骨
遺
」
ノ
く
稲
、
ハ
キ
杵
寸
恕
〃
巡
ｅ
心
ｌ
形
、
型
ｅ
踵
、
甲
而
・
個
室
壗
裡
ｏ
長
這
り
意
訟
舗
卜
心
侭
（
日
ｇ
Ｑ
ｇ
稲
、
ハ
キ
杵
寸
雛

「
つ

胃
C、』 戸

［
｜
つ

［
｜
つ

冑 戸

一

目

亟
曾
掛
等
晨
竪
「
抽
遙
〉
へ
心
ｅ
堵
ヨ
」
※
・
担
当
ｕ
忠
鞭
脾
心
灸
Ｋ
卜
卜
ｅ
（
日
８
尾
巴
署
、
Ｉ
症

｜
［
｜
［

く
智
閏
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ｃ
狸
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心
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飼
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ｇ
Ｑ
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皿
鍾
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。
担
倫
、
轡
斗
謡
時
供
仁
饗
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①
長
昌
っ
目
・
穐
皿
掛
一
（
関
）
畉
咄
Ⅸ
皇
ｅ
任
遺
怪
旦
い
、
入
辛
舟
の
雛
垣
蔚
亟
寸

隠 て
、
い
ｅ
叩
、
当
釧
剛
、
小
判
皿
數

図
睡

控
聖
一
ト
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い
い
。
房
、
△
へ
州
、
八

鯉
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一
つ
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ヘ
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云
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Ｆ
４
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師
叶
与
晨
竪
「
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珈
曝
ヨ
細
辛
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卜
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孟
這
睦
特
哩
〆
壗
担
今
遺
」
且
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戸
己
寺
《
ご

膜
「
「
一
矩
一
因
一
忌
基
浬
特
瞠
一

壌
延
一
唖
一
暇
毒
虫
一

ｍ
叶
与
晨
竪
「
伽
珈
曝
ヨ
細
辛
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卜
‐
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孟
這
睦
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哩
〆
壗
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遺
」
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《
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矩
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ｇ
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日
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亟
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掛
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習
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細
幻
辨
」
燕

・
狸
。
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響
逆
蝋
旦
宙
壗
裡
〈
Ｖ
恒
里
毎
弾
・
狸
。
侭
斗
翌
時
に

ｇ
四
Ｂ
逆
皿
錘
（
圏
）
置
当
溌
担
担
い
‐
Ｅ
ｕ
意
識
尾
卜
①
負
稲
、
ハ
辛
斗
唖
聡
匡
寸
正
中

一
竪
釆
毒
圏
一
朴
預
毫
哩
一
日
届
、
↑
ト
’
冒
ト
ミ
小
‐
や
、
ハ
ト

参
進
ｅ
、
１

孟
川
侭
毒

孟
桜
辻
蛍
誉

蝉
哩
垂

仙
隅
糧
韻
一
朴
Ｋ
皆
臘

一
Ｇ
，
１
く
型
窒
喋
終
狐
誘
一
（
関
）
奄
鯉

川
副
得
一
二
一
朴
Ｋ
田
堤
叶

「
謎
（
馬
）
牡
話
堅
ｅ
骨
ヨ
怪
し
‐
Ｊ
朕

一
朴
Ｋ
皆
盟
一
日
困
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Ｃ
ｌ
、
砥
心
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窒
喋
終
狐
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一
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関
）
念
鯉
呂
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ｇ
輝
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〆
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［
亟
四
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叶
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③
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ｌ
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．
Ｈ
卜
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望
ｅ
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呂
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冒
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岨
細
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狸
Ｊ
ｕ
磑

稲
八
辛
排
Ｋ
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Ｊ
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」
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狸
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Ｋ
ｌ
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Ｊ
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９
屯
寸
細
里
咄
榧

州
矩
銀
圏
匪
一
日
⑪
記
《
④
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／
、
営
沌
」
燕
。
ｕ
隠
中
呂

多
巡
哩
起
伽
や
、
バ
キ
斗
画
雛
、
畠
亟
寺

幽 ［
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⑭
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Ｚ
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Ｚ
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。
圭
赴
逆
、
剛
〉
唖
濡
撞
”
迩
岻
錘
（
葛
）
孟
佃
矩
株
毒
担
侭
巽
如
珪
Ｈ
－
ｌ
合
ｅ
垢
判
心
長
（
Ｅ
ｇ
国
巴
稲
、
八
辛
斗
苛
恕
、
関
匝
寸

［
｜
Ｃ
一
［
｜
哩
ヨ
矩
一
つ
一
豊
川
川
捧
〆
一
へ
一
翻
剛
岨
コ
ー
畦
唾
韓
一
日
［
ｇ
《
匡
一
匡
弓
辞
い
い
、
唾

三
程
「
叩
副
Ⅲ
剖
昶
」
※
・
但
題
余
目
進
冒
巡
叶
、
呂
皿
冒
裡
△
ぬ
遺
旦
（
Ｅ
扁
頃
巴
稲
丙
午
杵
困
難
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饗
勾
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縄
鞭
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亟
冒
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〉
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里
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Ｈ
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Ｉ
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｜
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｜
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Ｋ
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｜
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壼
叩
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目
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〉
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｜
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Ｆ
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績
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狸
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Ｈ
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皇
担
当
朧
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御
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刈
里
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当
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隠
壗
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、
会
Ｈ
八
判
皿
封
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張
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揺
細
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［
｜
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岨
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叩
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Ｃ
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①
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［
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Ｋ
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狸
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Ｊ
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叫
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｜
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懸
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．
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亟
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叩
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ｇ
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熟
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叶
程
？
長
Ｅ
ｕ
意
識

蛆
岨
ヨ
埋
畦
一
Ｅ
⑭
ｇ
・
医
一

悪
〆

＞ トヨ

=、垣饗

斗吋牌
'い亟終
仁、Loq囮
ら

､ 錘

汎
堅
討
い

国
Ｚ

国
Ｚ

国
Ｚ

】
国

国
ｚ
’
一
雪
一

国
Ｚ

国
Ｚ

一
「
画
一

一
一
「
一

一
一
函
一

一
一
［
一 酋

一
叶
巨
雪

一
一
〔
一

（
斗
茎
医
）

121



軍
起
律
眺
却
ヨ
亟
囚
叶
等
晨
竪
「
小
用
Ⅲ
勾
昶
」
※
・
投
（
ｖ
轡
勾
留
時

梹
に
倉
裡
ｅ
揺
細
遙
岬
四
ｅ
翁
丙
〒
、
入
、
卜
ｅ
》
、
ミ
Ｈ
斜
〃
皿
趣
（
烏
）
］
潮
斗
ｅ
骨
逆
」
心
長
（
日
ｇ
四
＄
稲
、
入
辛
十
ｍ
雛
幻
皿

錘
ｍ
ｅ
（
用
）
川
１
厘
士
（
潟
）
豆
出
珪
（
馬
）
罵
皿
曄
匝
ｅ
任
遺
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灸
（
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ｇ
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午
排
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総
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細
窒
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｜
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｜
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［
ｇ
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目
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軍
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範
離
剖
ヨ
亟
守
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等
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「
叩
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Ⅲ
却
却
」
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饗
幻
圏
時
仮
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穰
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蜑
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Ｃ
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［
｜
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岨
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軍
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中
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斗
ヨ
亟
守
叶
等
晨
竪
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Ⅲ
却
却
」
※
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却

担
〆
Ｃ
ｌ
嘉
鼻
肥
Ｕ
言
い
咋
唇
遮
繋
Ｋ
剖
蝿
熊
や
、
］
拙
雨
や
拙
碧
稲
汎
辛
斗
遙
錘
牒
弾
・
程
？
饗
却
需
時
侭
に
侭
禦
蝋
壗
哩
懲
心
長
樫
ｅ
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廷

卜
Ⅲ
ハ
ト
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ミ
Ｈ
、
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皿
謎
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）
職
ゆ
砦
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駅
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裡
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丙
午
舟
唄
雛
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つ
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粟
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鼬
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曾
亟
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［
｜
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選
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ｍ
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叩
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窒
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国
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｜
昌
等
函
《
吟
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ｉ
ト
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｜
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叩
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］
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鐸
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／
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催
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冒
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叩
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狸
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Ｓ
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ｇ
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｜
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ｇ
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ｇ
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．
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叩
」
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［
｜
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剖
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［
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叫
稲
丹
午
斗
溌
厘
［
正
③
匡
則
裡
心
饗
却
、
１
Ｋ
幽
や
任
蝦
ヨ
催
巡
匹
細

面
一
つ
一
画
一
櫻
聖
一
四
一
孟
隅
吐
昶
一
朴
Ｋ
歸
限
一
巳
⑭
等
《
二
函
［
】

玉
桓
「
血
專
Ⅲ
斗
昶
」
※
・
狸
Ｊ
Ｕ
隠
壗
（
馬
）
卜
鍜
歸
匡
倉
投
ｅ
喋
ヨ
矩
㎡
目
正
目

［
｜
Ｃ
一
［
｜
腱
。
一
岻
一
泗
駆
一
Ｋ
△
〃
く
Ｈ

毫
程
「
巾
專
剛
剖
叩
」
※
・
裡
Ｊ
Ｕ
障
壗
（
弓
）
卜
Ｋ
佃
田
畦
倉
裡
ｅ
喋
ヨ
岨
㎡
胃
亟
「

［
｜
つ
一
【
｜
喋
一
二
矩
一
一
、
両
舟
裁
き
一
の
巳
『
一
日
ぬ
あ
・
ｍ
ｌ
Ｈ
卜
鶚
、
八
砥

・
担
い
，
響
剖
雷
侍
恢
に
Ｊ
撰
聖
①
長
凋
、
幸
日
呂
唖
ト
垣
逆
皿
錘
（
ｇ
）
卜
匝
筈
鍜
裡
Ｏ
，
長
恒
旦
稲
ハ
キ
十
四
荘
ロ
叩
正
中

［
｜
つ
一
［
｜
鯉
聖
一
旨
一
四
一
一
埠
唯
一
心
い
い
、
、
、
八
引
く
匡
一
昌
隠
［
《
⑯
’
、
一
へ
Ｋ
へ
卜
け
‐

胃 胃胃 胃

－ －－一

“
Ⅷ
為
、
１
Ｋ
丹
ど
※
・
狸
ｊ
ｕ
麗
裟
（
馬
）
岻
錘
三
鰈
Ｊ
鯉
聖
仔
ヨ
催
Ｊ
姻
室
匹
期
や
卿
迄
冒
呂
［
○
㎡
①
唾
、

・
担
ぐ
轡
剖
雷
時
侭
に
Ｊ
撰
聖
①
長
凋
、
幸
日
呂
唖
ト
垣
逆
皿
錘
（
ｇ
）
卜
匝
筈
鍜
裡
。
長
恒
旦
稲
ハ
キ
併
唖
荘
口
唖
亟
い

つ
一
［
｜
鯉
聖
一
旨
一
四
一
一
埠
唯
一
心
い
い
、
、
、
八
‐
ｎ
く
匡
一
昌
隠
［
《
⑯
’
ミ
Ｋ
へ
卜
膨
‐

・
侭
Ｊ
但
隠
倉
裡
ｅ
収
瞑
廷
（
弓
）
燕
鑿
陣
皿
狸
心
細
辿
ヨ
剛
ｅ
ミ
ー
牛
１
州
卜
く
卜
㎡
曾
亟
函

Ｃ
一
［
｜
喋
ヨ
匝
一
、
一
へ
Ｉ
手
形
、
州
卜
く
卜

○
狸
合
皿
纈
細
ｌ
排
Ｋ
勾
一
会
Ｈ
訟
投
ｓ
〉
異
扣
都
自
細
型
合
ｈ
ｅ
ハ
ト
△
こ
、
卜
筌
ｌ
や
ト
ー
平
、
ｅ
菫
呉
亟
冒

ｏ
一
［
｜
藍
馬
梹
に
一
［
｜
無
喋
介
一
姐
岨
ヨ
扣
三
一
日
つ
ら
↑
ぬ
一
Ａ
へ
、
ｅ
ハ
ト
ー
ミ
寺
卜

玉
涯
「
叩
き
間
斗
昶
」
※
・
裡
Ｊ
隠
匿
袋
（
関
）
廻
冊
畏
鈑
倉
担
ｅ
瓶
填
㎡
国
唾
冒

Ｃ
一
［
｜
隠
遥
釈
唱
一
［
’
紳
預
騨
叫
一
Ｅ
中
虐
↑
ぬ
一
当
キ
ト
恥
い
ふ
卜

玉
程
「
媚
蝉
騨
ヨ
綱
く
▲
へ
伺
い
侭

国
Ｚ

函
Ｚ

“
国

国
Ｚ

出
Ｚ

国
Ｚ

函
Ｚ

函
Ｚ

閨

一
一
ｍ
｝

寺
的
）
（
”
華
唖
）

叶
菖
望

〈
銅
、
）

〈
唖
亜
）

｛
『
や
）

《
［
画
一

｛
函
『
一

弓
『
づ
、
司
〆

一
・
Ｇ
｝

一
一
師
一
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壼
叫
当
垢
蕪
唾
剥
鞭
鋒
叶
駕
曾
「
杣
恥
曝
丑
一
理
糾
言
く
皇
い

’
午
斡
訟
‐
ご
※
・
投
Ｊ
瞭
喋
や
」
恥
討
斗
斗
Ｋ
ｌ
Ｙ
ｐ
［
正
＠
Ｇ
号
ヨ
」
逆
皿
錘
（
誌
）
辿
韓
毒
担
Ｊ
悲
嘆
含
裡
ｅ
縛
昌
ｅ
錯
冊
ｇ
刈
以

・
担
当
隠
鞭
蝉
〉
当
剖
小
判
ぺ
創
る
終
如
〆
く
Ａ
、
逆
皿
錘
腫
（
闇
）
壜
淵
毒
」
（
閉
）
穏
潤
普
佃
ｅ
什
叫
に
く
い
ハ
キ
キ
函
濫
画
馬
直
ゆ

壺
ら
く
困
亟
ヨ
叶
呂
異
竪
「
叩
等
キ
ト
ャ
リ
」
※

・
担
当
Ｕ
隙
Ｊ
壊
聖
型
巨
苓
ｌ
恥
今
へ
く
逆
皿
封
（
等
）
腋
毯
畦
ｅ
骨
ヨ
」
し
今
昌
挺
知
い
丹
辛
軒
寸
雛
国
師
皿
⑮

［
｜
Ｃ
一
［
｜
鯉
聖
一
昌
一
孟
川
題
睡
翔
一
垢
偶
昨
加
州
岨
ヨ
特
画
一
日
８
画
↑
Ｆ
｜
営
串
骨
肉
￥
卜
幽
ミ
サ
‐

奉
亟
寸
叶
扇
異
聖
「
叩
等
Ⅲ
剖
覗
」
※

・
狸
。
鱈
や
判
幻
抽
や
ｅ
亜
鴎
裡
昌
駐
細
皿
為
葉
里
心
狸
や
皿
知
嘉
ｏ
浄
ｅ
い
Ｉ
口
裡
ヨ
ハ
△
や
半
ハ
ト
・
担
ぐ
轡
勾
留
侍
梹
仁
レ

ヨ
鯉
空
く
三
卜
ｌ
ｎ
・
炉
エ
、
午
翁
〆
嘉
彊
終
Ⅲ
ｅ
暇
唄
任
想
い
長
罹
７
組
鯉
稲
、
干
排
唖
雛
逆
皿
鍾
（
閨
）
這
延
橿
沌
国
守
亟
冒

［
｜
Ｃ
ｌ
〔
｜
櫻
聖
一
ト
｜
雷
口
延
一
州
巡
正
一
Ｅ
函
囹
・
Ｃ
ｌ
”
、
口
猟
、
（
侭

叫
罠
鳫
塙
丙
鶚
ト
ー
、
画
期

一
口
［
ｕ

Ｔ
Ⅲ』
Ⅱ
人
削

終
会
１
舗
冊
卜
入
ト
ｅ
叩
、
食
潤
”
ふ
斗
担
達
哩
掛
一
一

|‘”

一
年
趣
ヨ
畑
１
Ｋ

（
［
画
つ
い
函
《
寸
）
Ｈ
抑
咋

C、． 目

函
つ

一

U く
智
閏

‐‐＝

［
｜
【皿

趣
辛
翁
・
如
憎
匡
朴
ヨ
亟
つ
母
国
晨
竪

う
ぐ
逆
皿
錘
（
馬
）
’
零
畏
誤
ｅ
骨
、
↑

『
｜
嵯
ヨ
匝
一
【
’

C、J胃0J

壼
翻
熾
嘩
ヨ
迄
呈
綬
唾
、
掛
困
晏
聖
「
塑
室
弓
升
い
ゃ
〃
ど
※
・
担
、
一
雷
弄
壗
斗
Ｕ
蝿
〆
己
‐
Ｊ
櫻
聖

さ
響
剖
、
’
て
幽
蝋
畦
逆
皿
錘
巨
（
馬
）
孟
碧
白
慨
（
扇
）
孟
弔
吐
巨
裡
今
尽
橿
型
四
期
犀
、
つ
皿
四

一
捜
聖
一
℃
［
｜
ヨ
卿
逗
南
一
副
瑠
岨
ヨ
迄
墨
Ｋ
ｌ
Ｅ
［
ｇ
↑
ト
’
匡
吾
斗
卜
心
‐
思

壼
‐
掛
言
懇
キ
ト
峠
‐
Ｊ
櫃
慨
正
冒
叶
２
日
「
ヨ
ｅ
赴
腿
抽
廻
」
※
・
狸
Ｊ
Ｕ
思
壗
岬
ｙ
、
ミ
Ｈ
為

､

暖

図
匹

嘆
一
‐
一
・
一
沌

控
蝉

陣
櫻

’
零
畏
誤
ｅ
骨
、
列
斗

無
皿
趣

ｍ
［貝

恩
）
唾
碧
沌
・
黒
偶
感
型
に
壊
壗
（
Ｅ

服
侭
終
浬
一
姫
ｅ
偶
岨
三
掛
一
睡
皿

腋
熈
哩
錘

畏
伽「①

ト
つ
［萬
巳
鴎
○
四
国
“
ぬ
、
国
ｏ
ｎ
）
〔
扇
Ｐ
ｚ
ｚ
く
局
」
※
Ｃ
担
当
忠
嵯
や

今
圭
倉
裡
ｅ
僅
堅
医
匝
や
Ｊ
剖
纈
鵲
ｅ
雪
ｌ
〆
午
載
国
函
亟
困

叫
譽
歸
諜
延
訓
細

巳
鴎
○
四
国
“
ｍ
、
〔

呼
鐘
困
廻
増

姐
楢
暉
朴
ヨ

玉
梗
「
巾
等
細
剖
昶
」
※
・
程
Ｊ
Ｕ
ぼ

つ
８
口
）
い
八
辛
俳
『
雛
画
曾
亟
、

戸
員
寺
卜
唖
宇
④

屑
『
（
）
ぬ
函
・
寸

屋
禺
の
め
つ
．
、

閏

IpE

自
利
ミ
い
１
年
、
蕊
無

も

●は

、
ｌ
く
会
、
訟
八

一
’
一
一

H

ト
ー

｡／
、

箇
碧

函

Z

国
Ｚ

国
目

酉
Ｚ

国 嵩

一
う
フ
ー

ー
・
家
｝

一
卜
亜
）

｛
函
函
一

一
画
寸
一

〈
一
寸
）

一
［
寸
一細ロ伽

掛
虐
臼

叶
甜
簿

辱
い
卜
つ
【

（
Ⅷ
華
司
）

（
辻
巴
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（
、
入［

玉
程
一
‐
巾
圀
細
抄
叩
」

終
ｅ
蝿
〆
Ｃ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
臣
や
唾
、
署
昌
８
国
。
Ｐ
ｎ
１
判
型
錘
牒
塾
逆
》
、
、
一
へ
Ｈ
、
公
勾
（
馬
）
岻
錘
特
年
裡
や
パ
冨
旨
言
訟
堅
卜

国
一
［
｜
【
｜
壌
聖
一
寸
一
幣
惚
己
署
、
写
一
蝋
暉
ヨ
雪
蕊
一
Ｅ
中
等
↑
④
’

三
正
④
塒
困
異
堅
「
叩
畠
怖
斗
昶
」
※
・
担
当
ｕ
隠
し
迄
服
里
腰

細
罫
渚
蝿
判
型
溌
揺
坦
椥
〃
任
窒
怪
ｅ
謝
慨
逆
岻
鍾
（
用
）
榊
欺
櫻
飼
ｅ
骨
ヨ
膣
や
Ｊ
姻
室
皇
昼
Ｅ
ｕ
意
、
識
愁
ト
ヨ
凹
画
固
唾
唖

隠
憎
侭
、
毎
判
口
距
通
り
斎
詠
い
￥

軍
諾
岨
ヨ
世
碇
悩
慨
皿
員
叶
囹
辱
堅
「
に
曾
目
ｍ
ｌ
駄
症
、
」
※
・
狸
Ｊ
Ｕ
思
終
皿
埜
（
扇
）
浬
釆

囮
挺
ｋ
〃
嘉
偲
璃
旦
揺
細
、
裁
口
恥
ｅ
呼
皇
距
判
や
飼
・
室
Ｅ
ｇ
Ｑ
④
露
筌
専
⑳
裡
ｎ
ｉ
長
Ｅ
ｕ
串
．
垣
ｅ
／
、
稲
、
入
苧
斗
寸
雛
画
、
亟
医

胃 弓

｜
Ｃ
一
［
｜
彊
細
一
コ
’
１
箪
獣
巨
一
垢
岨
ヨ
世
歸
催
眠
一
日
中
震
・
ト

軍
暉
呈
五
匿
蕪
偶
緤
皿
冒
廿
冨
晨
竪

・
狸
Ｊ
Ｕ
隠
暑
扣
廷
曙
く
医
巨
終
嘔
錘
（
昂
）

弓
、
く
ゆ
鱈
埋
骨
蝋
？
言
埋
旦
卜
仮
鶚
終
Ｋ
形
、
狸
ヨ
ー
感
ｌ
・
ヤ
ト
倉
担
ｅ
ヨ
綱
（
Ｅ
目
句
も
、
ｌ
幻

つ

胃

壌

つ ‐

。
担
１
－
ぽ
に
や
（
日
８
屯
Ｓ
い
、
入
・
ャ
汁
⑭
雛
終
岻
錘
（
用
）
旧
鑿
理
僑
担
〆
Ｃ
ご
遅
知
聰
鐘
〕
当
座
虹
五
目
唾
『

胃 戸

語
鎬
噌
侭

悪
－

３
淵
》

壼
禅
鞄
馳
劃
‐
『
屋
①
掛
目
晨
聖
「
・
叩
囲
細
却
却
」
燕
・
蝉
ヨ
Ｕ

１
－
鯉
聖
日
（
寺
心
長
戸
己
巴
口
ｅ
」
‐
選
判
唾
冒
曾
亟
卜
終
皿
鍾
（
爲
）
服
製
特
鼻
裡
。
Ｅ
ｕ
当
戸
胃

・
聖
函
『
署
画
二
・
‐
畑
一
帆
也
三
三
暖
Ｅ
等
［
↑
ト
］
恥
、
へ
、
一
い

寺
［
｜
埴
馴
黒
地

寺

寸
一

瞥
柵
沫
介

猟
達
駆
鶚
細

朴
Ｋ
墾
冨

戸
〔
ｍ
ｍ
ｍ
・
巴

ヨ

ハ遭，賠

卜淵扁く
、叫迩
?、汰肉
〃毎

m}－ノK

<DJく
目離郷
唾睡津
”里と
鯉※

玉
侶
「
ヨ
ｅ
迂
腿
抽
田
」
毒

吾
１
１
咋
今
へ
肘
１
Ｊ

※
・
担
嘉
扣
哩
蝦

当
画
正
④
唾
、

ミ
ー
早
圭
や
ら
拾

目
卜
・
Ｉ
承
く

ハ
ヘ
ー
．
、
く

国
Ｚ

国
Ｚ

国
Ｚ

頭
Ｚ

酉

員
国昌

一
｛
零
一

｛
《
寸
一

〈
函
寸
一

一
唖
寸
一

一
一
↓
）

〈
卜
寸
一

〈
苛
苛
一

叶
民
Ｅ
、
［

、
一
一
『
Ｊ

〔
叫
響
。
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三
記
や
泓
幻
ヨ
亟
唖
掛
圀
晨
竪
「
叩
ご
剛
剖
昶
」
※
・
裡
今
但
隙
嘉
偶
黙
型

揺
細
終
碍
［
ｌ
砿
ｌ
塒
斗
皿
錘
喧
（
関
）
ト
ニ
ｅ
雪
ヨ
（
関
）
峠
睦
抹
謹
や
自
己
ｇ
守
粟
沌
迷
程
叶
い
、
ハ
ゞ
ヤ
ト
Ｋ
ｌ
Ｙ
唾
⑪
亟
冒

軍
韓
如
那
却
ヨ
亜
ゆ
針
認
辱
聾
「
吹
乞
細
却
昶
」
※
・
狸
Ｊ
ｕ
還
裟
岻
錘
、
（
圏
）
偶
淵
進
距
（
関
）
基
く
朏
侭
（
扁
）
作
惠
升

暑
扣
廷
撰
与
判
型
跳
蛭
ｅ
巨
苓
掛
璽
ｅ
垢
判
謝
糊
ｅ
判
今
無
昌
９
口
【
遙
覗
の
裡
皇
以
飼
迄
（
巳
專
国
巴
稲
、
八
辛
斗
困
難
ロ
ゴ
正
、

111↑ロ

4口

軍
起
鞭
眺
幻
三

皿
謹
め
（
関
）
紙
出
溌
担
（
馬
）
閂
匡
遜
Ｓ
巴

壗
稲
１
口
暇
画
ｅ
ｕ
ｌ

CYつLC 胃
CYつ

胃

L」 く
署
鴎

‐●］ ‐ 胃

つ
め

。
担
皇
刊
哩
蝦
遙
ｅ
蝿
ｓ
Ｆ
Ｊ
Ｕ
隠
し
。
裟
牌
曇

。
担
当
Ｕ
還
し
Ｊ
壊
蝉
ｕ
Ｋ
く
△
、
ｅ
怪
怪
叫
匹
名
（
９
）
岨
錘
口
螂
哩
裡
ハ

ﾛⅨ

【
｜
櫻
蝉
一
国
－
１
当
口
悪
旺
一
小
岨
ヨ
巡
郡
一
Ｅ
ｇ
［
《
Ｆ

軍
蛆
炬
細
蝿
ヨ
亟
冒
廿
扇
望
「
Ｅ
＄
『
ト
、
、
八
汁
・
ミ
ー
尾
ハ
ト
／
、
」

（
日
烏
Ｑ
ｅ
い
八
膿
ャ
舟
の
雛
型
岻
蛍
（
患
）
琿
週
抹
寝
ｅ
各
ヨ
」
〉
Ｊ
婚
壷
細
心

［
｜
鯉
媒
一
Ｆ
一
巴
三
葉
一
蛆
沌
細
避
当
二
日
＄
［
芦

0J〔Yつ

趣
．
、
ユ
ロ
Ｌ
卜

彊
削

．唾
』亟蛭

Ⅲ
四
匹 MWW

無
嘔
錘

Ｃ
［

｡） ト

卜
避
奮
蝿

亟
四
廿
菖
晨
竪
「
巾
＄
Ⅲ
剖
叩
」

恐
叫
咄
尋
抑
廷
穫
ら
吊
型
遅
細
終
（
宮

味
閨
特
塾
一
姐
岨
憎
慨
催

服
撰
任

騨

岻
錘 ｜

田
一
蛆
ｅ
斗
卜
八
／

軍
謡
園
山
ヨ
畦
確
、
牲

距
旦
稲
ｌ
ｕ
暇
画
〆
逆
岻
錘
雨

「
巾
＄
Ⅲ
剖
叩
」
燕

一
吊
型
遅
細
終
（
日
８
－

く
匡
造
轡
〉
４
Ｊ

辱
撞
匿
廻
増

正
⑪
叶
呂
臼
「
哩
咄
抽
皿
ｅ
当
彗
」
※

（
用
）
淵
塗
鮴
二
へ
侭
や
長
恒
型
筵
叫
垣
①

日 Ｐ
』
｝
つ
つ
参
○

ｔ
Ｃ
ぐ
く

小
オ
査
厄
」
Ｕ
一
心

Ｅ
つ
つ
［
ド

戸
画
四
ｍ
ｍ
毎
卜

圏

・
担
今
ｕ
隙
壗
岬
函
ｌ
砥
－
鶚
了
、
斗

喧
）
恥
丙
午
舟
［
雛
一
山
萬
皿
ト

（
）
師
の
↑
医
一
、
一
へ
Ｉ
士
‐
ミ
け
‐
圭
剴
叩
へ
《

1嘔障竺
、●

完

乱
Ⅷ
、
分
誌
〃
舟
・
ミ
ー
毎
、
ハ
ト
く

彊
程
「
巾
ら
Ⅲ
却
昶
」
※

八
蟠
卜
叫
匹
、
国
画
⑱

塑
ン
く
会
い
ｌ
キ
ハ
蕊
嶺

・
担
当
Ｕ
隠
櫻
蝉
〉
暑
罫

熟
卜
叫
匹
、
Ｃ
函
亟
の

弓
ｉ
ト
ハ
心
Ｊ
・
ミ
ー
砥
て

蝉

=．

つ
函
角

葺
碧

国
Ｚ

国
Ｚ

国
Ｚ

】 閨函

一
一
唖
）

函
唖
）

｛
「
唖
｝

一
函
唖
）

一
寸
唖
｝

一
”
・
一

戸
■
Ｌ
ｂ
ａ
、

｣

細 ロ牌

叶
い
吟
望

－
１
３

出
封
鮴

〆へ

1､

華
に－

、一
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軍
釧
髄
蟄
悟
判
皿
④
叶
暘
異
竪
「
抑
珈
毒
學
封
ヨ
綱
辛
ト
ド
型
州
鼬
蟄
悟
当
」
※
・
担
今

但
澤
型
任
、
ｌ
〃
、
幻
ｊ
鯉
聖
や
劇
華
日
ｇ
Ｑ
①
逆
（
用
）
岨
錘
臼
田
ｅ
吾
ヨ
腔
心
長
（
日
ｇ
Ｑ
Ｃ
稲
丹
辛
排
寸
雛
国
爲
唾
可

『
｜
Ｃ
一
［
｜
鯉
聖
一
℃
｜
飛
定
臼
田
一
鯏
鼬
堂
侶
叫
一
日
馬
つ
《
Ｆ
’
自
卜
△
へ
瓶
卜
入
卜

軍
蛆
皿
幟
國
ヨ
涛
纈
・
隈
夜
戦
姻
錘
ヨ
鯲

叶
為
、
・
１
Ｋ
列
型
”
酎
砥
Ｋ
斗
平
、
掛
留
晨
竪
「
杣
珈
群
眠
涙
識
廻
錘
ヨ
細
刊
ふ
い
・
１
Ｋ
丙
型
小
岨
ヨ
巨
画
」
潔
・
裡
Ｊ
Ｕ
隠

し
二
黒
郷
里
遅
細
蝿
晨
穐
頤
Ｊ
盤
彊
ｅ
△
へ
ｌ
ポ
ド
Ｋ
や
卜
垢
判
‐
逆
岬
①
ｅ
（
周
）
柵
慨
瓢
梢
（
扇
）
ｕ
特
報
（
馬
）
限
辿
ロ
証
（
尋
）

川
画
ヨ
画
（
等
）
紙
叩
圏
堂
”
略
錘
両
（
器
）
伴
延
櫻
潅
ｅ
任
轆
栓
や
（
Ｅ
Ｓ
の
ご
稲
丹
辛
斗
国
朏
倉
裡
Ｓ
造
判
渥
、
関
正
巳

Ｃ
ｌ
ｏ
－
Ｃ
ｌ
悪
細
一
の
［
｜
疎
扣
韓
砕
一
州
噛
ヨ
度
、
｜
日
等
困
《
④
｜
ミ
ー
キ
・
ミ
ー
侭
１
ｍ

壼
封
圏
燗
く
△
へ
、
卜
侭
朴
ｋ
程
話
皿
の
叶
囹
臼
「
白
《
討
恨
・
く
い
卜
」
・
狸
Ｊ
Ｕ
隙
〉
、
黒
扣
塔

〃
鯉
騨
Ｐ
Ｓ
鞘
熊
溜
細
翁
蕊
《
い
’
、
Ｋ
ｅ
廩
苓
く
い
卜
壗
皿
錘
Ｓ
巴
侭
肖
直
ｅ
骨
ヨ
降
し
迄
但
里
稲
汎
辛
斗
Ｋ
ｌ
Ｙ
国
④
正
⑱

［
｜
ｃ
一
「
｜
櫻
騨
一
因
「
｜
く
、
廻
田
澤
一
朴
侭
程
悪
一
日
国
罵
《
匠
一
ヨ
吾
丙
Ｒ
く
い
卜

壼
Ⅷ
垢
暉
ヨ
猟
紅
栓
朴
侭
邑
埋

匝
ｍ
叶
囹
雪
「
担
菩
ミ
ー
ト
‐
型
部
叶
猟
く
卜
」
※
・
狸
、
両
］
隠
終
（
）
竪
如
壊
倉
狸
ｅ
遅
細
や
親
逗
当
、
ハ
ロ
一
画
、
正
、

胃
h■■■

玉

程

Ｃ
［

叩
囹
ぬ
ゆ
鯉
包
三
」
※

つ
一
［
｜
愼
ヨ
矩

癌
Ⅲ

ｕ
担
当
隠
愼
や
ミ
ー
半
く
卜
ぐ
卜
逆
（
き
）
峠
や
△
鯉
匝
ｅ
骨
、
汎
斗
試

一
無
也
ヨ
〉
心
＆
輿
一
日
弓
寸
《
ぬ
’

［
屋
や
「
寺
毎
回

合
一
四
Ｆ
函
四
国
「

ミ
ー
采
ヤ
く
。
Ｈ
卜
く
卜

Ｋ
て
。
ハ
ロ
／
｜
｜
国
Ｚ

函
Ｚ

国
Ｚ

画
国

国
ｚ
一
望
一
（
辻
卜
）

叶
呂
雪

国
ｚ
一
己
一

函
Ｚ

函

一
二
口
一

〆
伊
、
■
且
、

一
唱
唖
一

一
一
一
一

一
露
一
（
辻
苛
）

叫
蛸
つ
Ｆ
⑪
『

一
一
や
一
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|‐祁百

4口

壼
歸
岨
三
や
患
朴
Ｋ
迎
窩
亟
冒
叶
隠
晨
閨
「
抑
珈
曝
籍
時
巡
圏
等
ト
ミ
恥
狼
丙
‐
ど
※
・
狸
ｊ
Ｕ
隠
望
鴎
型
猟
斗

詩
卜
暮
長
謀
型
揺
削
逆
嘔
錘
喧
（
葛
）
雷
催
鈑
（
宙
）
信
普
騨
ｅ
任
韮
吐
里
（
Ｅ
ｇ
嶢
巴
い
ハ
キ
斗
函
総
抽
埠
穐
細
道
国
爲
亟
②

画
一
Ｃ
一
国
一
蛭
Ⅲ
ｌ
ｃ
－
ｌ
署
畏
鈑
一
諾
蛸
ヨ
扣
溌
朴
蝦
迎
容
一
日
寸
等
↑
二
ト
ミ
稲
“
侭
汽
〃
侭

室
い
い
、
剥
鞭
皇
Ｋ
く
匡
正
言
掛
呂
晨
竪
「
尋
邪
緊
ヨ
鞭
堂
川
‐
画
へ
講
卜
ハ
ト
」
※
・
狸
、
］
Ｕ
隠
壊
脾
レ
ヨ
彊
知

Ｋ
、
（
い
く
心
長
Ｋ
ト
ト
ｅ
制
莚
日
ｇ
寸
Ｆ
迩
皿
錘
（
圏
）
ｌ
窪
三
悟
裡
や
長
Ｅ
ｕ
薫
訟
堅
卜
叫
匹
心
灸
や
丙
辛
斗
心
髄
画
冒
亟
冒

［
｜
ｃ
一
［
｜
塘
蝶
④
丁
叫
睡
瞭
一
い
い
、
潮
細
呈
Ｋ
く
Ｅ
｜
昌
馬
己
一
目
ト
ミ
や
ト
ハ
ト

［
つ

戸

つ

胃

‐く
碧
罫
一
皿
封
一
図
睡

想
皿
掛
一

ｕ
暖

。
裡
、
、
響
斗
雪
賂
梹
に
鯉
聖
や
劇
羊
Ｅ
ｇ
Ｃ
唖
逆
嘔
錘
（
閉
）
川
避
櫻
晨
担
（

｜
〔
｜
陛
延
一
目
一
紙
虫
伽
一
ノ
壽
陛
｜
や
卜
刊
や

軍
起
ゆ
邸
包
三
亟
四
掛
伝
晏
蜑
「
叩
囹
馴
却
却
」
毒

・
狸
Ｊ
ｕ
隠
捜
理
や
飼
幸
戸
己
品
垣
壗
皿
鍾
（
閨
）
味
骨
逗
ｅ
一
一
｝
．
に
‐
く
い
ハ
キ
十
画
雛
、
冒
亜
［

［
｜
壊
牌
一
Ｆ
［
｜
旧
皿
逗
埋
一
朴
Ｋ
辿
雷
一
Ｅ
唖
冨
一
ｍ
’
一
Ｋ
、
今
げ
く
Ｈ

壼
副
剛
喧
ヨ
抑
恕
霜
特
皿
唾
昌
掛
囲
塁
竪
「
叩
用
［
歴
号
司
ヨ
」
※

・
狸
。
饗
斗
雷
時
仮
に
晨
偶
惑
型
揺
細
逆
哩
鍾
雨
（
用
）
匠
鯛
三
弧
ｅ
骨
．
匡
‐
型
い
丙
午
杵
Ｋ
ｌ
Ｙ
ｍ
ｇ
唾
［

戸

■

櫻
聖

癌
Ⅲ
｜
の 昌

一
紙
甑
伽

州
兵
繼
飼

蝉
岨
錘
蝉
錘
圖
泗
陛

く
Ｅ
ヨ
ミ

玉
垣
「
巾
麗
棚
剥
蝦
」
弾

径
Ｅ
ｕ
、
蕊
砥
卜
当
’
四
二
［
ぬ
唾
Ｃ
［

Ｅ
［
の
つ
↑
、
’
目
乍
会
稲
卜
、
入
卜

戸
一
ｍ
④
①
。
④

閏

恢戸
ﾋヒ

ミ
ー
陰
エ
ー
弓
心
、
（
て

癖
ヨ

国
Ｚ

国
Ｚ

国
Ｚ

国
Ｚ

箇
署

Z
胃

閨口

一
一
一
一

委
一
一
一

へ
｝
ｃ
一

一
ｔ
く
目

一
画
》
｝

一
寸
一
一

一
。
口
一

一
口
Ｌ
Ｐ
』
語

｛
、
一
一

辰

卯

叶
甜
鍜

細
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合
巴
飛
架
廷
（

倉
裡
ｅ
轄
併
ｅ
Ｕ

玉
渥
「
巾
囹
削
却
昶
」
※

錘
ｍ
ｅ
Ｇ
ご
暉
蕪
哩
毒
（
器
）
宝
担

ヨ
程
「
叩
囹
削
剖
昶
」
※

壗
皿
趣
恒
（
国
）
晨
舩
匿
圏
（
旨
）
Ｎ
窪
惠
匝
（
烏
）
噸
封
周
幸
さ
侭
終
盤
江
駕
訟
い
や
ｅ
垢
叫
辿
骨
坐
Ｈ
－
ｌ
、
一
へ

の
一
つ
一
ｍ
｜
蛭
川
’
四
一
ｌ
来
日
幸
一
い
い
、
Ｋ
、
ｌ
僻
‐
や
い
、
圏
璽
一
日
ｇ
①
↑
ト
｜
崔
ィ
『
、
↓
ヘ

皇
廷
剛
や
侭
、
ハ
悪
／
く
稲
、

壼
叩
時
入
毎
く
匡
距
三
亟
冒
叶
医
晨
蜑
『
‐
且
侭
縛
長
姻
」
・
程
Ｊ
ｕ
瞭
餐
岬
「
ｌ
砿
ｌ
鶚
や
く
斗
岬
ｍ
ｅ
皿

封
（
届
）
卜
二
黒
蝋
晨
〆
岨
趣
耐
（
用
）
卜
心
部
噛
田
（
圏
）
略
趣
竪
洲
二
へ
倉
裡
ｅ
曜
細
担
当
胡
蝦
心
昼
頃
幸
日
ｇ
ｏ
○
ｍ
ｍ
正
の

ｃ
担
当
Ｕ
忠
齪
騨
旦
Ｋ
く
△
心
汽
〃
一
Ｊ
壗
皿
錘
（
烏
）
串
へ

唾
困
叶
届
晨
堅
「
巾
匡
困
禅
跳
型
二
」
※

ｍ
つ

” 司引

言

胃

［
Ｃ

胃

つ
「
、
②
正
④
掛
隠
晨
竪
廼
塀
泗
建
等
」
※
（
目
）
１
閏
肺
駒
／
「
へ
ｓ
ご
理
蛆
臣
／
一
、
（
関
）
迦
僑
室
（
用
）
避
閂
竺
丹

い
廷
（
扇
）
擢
畏
々
世
（
闇
）
爵
叩
田
暉
・
担
ぐ
響
剖
罫
特
梹
に
捜
聖
心
灸
濁
華
巳
（
）
烏
Ｆ
終
岬
Ｂ
Ｇ
号
ヨ
」
Ｊ
姻
壷
細
凹
銅

即
ｅ
Ｕ
・
狸
へ
‐
響
勾
留
侍
侭
仁
壌
聖
や
噌
幸
Ｅ
Ｓ
寸
蔭
逆
皿
錘
（
蔦
）
Ⅱ
窪
睡
篭
裡
や
侭
恒
Ｕ
尽
議
砥
ト
ヨ
匹
匡
冒
亟
四

つ
一
ｍ
｜
壌
聖
一
葛
一
ｋ
竪
潮
一
一
一
一
謡
倒
岨
三
泗
蝉
竺
云
一
日
＠
圏
“
Ｂ
’
侭
卦
、
。
辛
‐
Ⅲ
〃

o

目 CO 〔わ胃 胃

軍
帆
由
ヨ
抑
恕
癖
消
蕊
正
寸
叶
囹
曾
詞
、
蝿
饗
灸
綱
」
※
・
狸
Ｊ

キ
ト
Ｋ
ｌ
Ｙ
，
逆
皿
數
（
旨
）
卜
廻
嶌
絹
裡
ｓ
Ｆ
ｊ
圭
趾
型
（
Ｅ
Ｓ
［
《
巴
○
四
国
倉
担
ｅ
踞
鳰

｜
哩
ヨ
疵
」
－
昌
一
趣
ヨ
牒
一
釧
暉
ヨ
椥
釈
鋪
渭
響
一
日
ト
Ｓ
↑
卜
’

富
時
梹
に

喋
三
矩

櫻
蝉

蛭
Ⅲ
唖

・
狸
。
室
知
頤
延
辿
巡
鴫
細
ｅ
裡
暑
扣
禮
豐
終
ｅ
蝿
Ｓ
ご
国
華
Ｐ
Ｓ
９
屯
画
圏
亟
ト
逆
皿

窒
一
（
用
）
狙
辻
圏
昨
裡
ｃ
負
置
／
１
判
‐
四
レ
ヨ
皿
需
一
細
浬
鞭
蝿
判
型
ミ
」
、
毎
Ｋ
、
ｆ
Ｆ
、
、
『
へ
卜

（
）
国
一
琿
睡
三
矩
⑱
い
い
、
、
、
一
へ
、
い
こ
率
櫃
昌
③
巨
一
屋
ｌ
ミ
、
、
八
、

⑮
胃

賭
洙
任

串
壮
竪
洲
二
へ

。
狸
ヨ
隠
喚
や
い
、
ミ
壗
皿
嶽
一
卜
佃
三
二
、
ｅ
骨
、
丙
排
八
、
二
、
局
皿
冒

軍
小
岨
ヨ
歸
慨
正
函
掛
昂
雪
「
慾
』

呼
岩
ｍ
ｅ
骨
ヨ
吟
里
や
、
ご
ャ
舟
Ｋ
ｌ
Ｙ
、
心
長
や
入
午
杵
［
髄

猟
嘩
ヨ
駐
慨

僻
丙
砥
く
Ｅ

Ｐ
『
函
師
①
一
℃

戸
弓
申
寺
寺
・
垣

≧－合ゴ脚ご

くlと幅・
ミミ※鳴担
い－〕

I画。国隠
午←侭、に

為正』皿任

訟E-UXm"
辰隠、蝿

「
〃
毎
、
鶚
蟄
撚
劃
」
※

［
髄
四
日
正
の

蟄
州
慾
、
鶚

《
舛
栄
辛
猟
一
国
目

い
、
△
へ

困
胃

国
Ｚ

L） 雷L）○

一
一
一
一

｛
函
」
｝

〈
［
」
一

一
・
一
一

一
Ｌ
ｔ
、

｛
寸
吟
｝

｛
一
卜
｝

一
Ｊ
一
一

一
．
岳
一

叶
［
ｍ
の
［

（
辻
。
）
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’
「
（
毎
）
国
⑫
匝
垣
掛
囹
望
魑
蕪
、
野
」
※
・
蝿
穐
や
需
時
迩
頤
、
延
ｅ
皿
封
睡
池
・
担
忌
抑
五
弾
以
岻
碧
闇
や
輿
幸
昌
ｇ
Ｑ
ｍ

〃
ヨ
ヨ
催
や
く
［
終
皿
錘
ヨ
隈
圧
毒
里
倉
裡
担
ぐ
饗
〉
饗
莚
鶚
逆
皿
埜
（
関
）
岨
睡
如
・
’
’
一
怪
や
猯
（
日
８
句
ご
い
ハ
キ
舟
［
雛
や
偶

皿
埜
岬
函
巡
ｅ
岬
〃
終
裡
ヨ
圃
畦
レ
ヨ
斗
議
劉
逆
趣
ヨ
細
襖
襄
細
頤
迎
迩
呼
函
ｅ
錘
、
議
砿
卜
裡
Ｊ
、
ｌ
〃
、
幻
Ｐ
国
華
叫
匹
皿
［
亟
叩

［
｜
つ
一
［
｜
隙
陛
瓶
堅
一
ト
｜
雷
禅
櫻
権
一
無
唾
一
三
一
一
程
一
日
④
暘
《
吟
一
侭
八
ｈ
．
斗
川
ｗ

「
国
爲
亟
昌
叶
囹
冒
涯
塀
脂
媚
」
※

●

・
狸
Ｊ
ｕ
隠
壗
岻
錘
（
閨
）
遭
芯
廟
台
斗
（
馬
）
岻
趣
毒
侭
〃
黒
鼻
郷
里
蛭
Ⅲ
終
い
八
斗
汁
函
溌
ｅ
庖
呉
画
曾
亟
冒

画
一
Ｃ
一
因
一
蛭
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叶
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｜
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）
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Ｋ
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③
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Ｉ
｜
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Ｎ
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錘

忠
’
０
‐

図
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馬
）
署
柵
陛
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Ｓ
巴
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国
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作
（
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）
壷
出
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（
烏
）
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田
骨
（
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洲
晨
仙
櫻
量
裡
ｅ
還
削
蝿
喜
心
崎
斗
心
吊
以
椥
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ｅ
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国
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③
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／
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［
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↑
④
’
一
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ム

岬
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錘

鵯
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圏
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専

ヨ

塵
Ｚ
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一
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署
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一

国
一

Z ｰ
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）
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一
四
一

一
国
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一

一
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一

一
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｝

ｄ
■
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叶
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蝦

掛
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臼
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④
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狸
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［
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［
｜
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｜
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｜
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Ｈ
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［
午
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①
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追
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｜
Ｃ
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［
｜
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｜
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ｋ
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①
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［
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｜
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．
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｜
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蜑
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》
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》
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ご協力者名簿

（敬称略・順不同）

（個人）

五百沢智也石井清一伊丹紹泰市原優

伊東満氏家章越前谷幸平江本嘉伸

尾形好雄小野有五加藤幸男片岡邦夫

菊地薫北川勇人絹川忠直木村陽子

近藤和美佐久間隆佐藤誠佐野義勝

清水澄新郷信廣鈴木茂関久雄

館野秀夫堤久美飛田和夫山田昇

土居正勝平家啓作宮崎久夫村上豊子

物井洋子八木原圀明H･C･サリーン

モトヮ二ジョギンダール・シンカブール

（団体）

外務省領事移住部領事2課外務省情報文化局

文化2課法務省民事局第2課在イント日

本大使館（社)日本山岳協会東京都山岳連盟

気象庁天気相談所京橋郵便局在日インド

大使館エアーインティア（東京)"ICI

石井スポーツ読売新聞社㈱㈱カンダ

㈱西遊旅行三井倉庫㈱ソニー・マグネ・

プロダクツ㈱富士写真フィルム㈱東レ㈱

㈱エムパイヤフーズ大正セントラルホテル

シカールトラベル1.M.F1.T．B.P

前橋山岳会スワロガロヒニ登山隊シチズソボ

ーノレ

二
１

カンパ・借入れご協力者名簿

（敬称略・順不同）

㈲菊池春枝木崎幸子北川勇人木村

喜代志

(ｸ）葛谷剴治工藤晃一黒川篇桑原健一

群馬女子バキラティ登山隊

(.)後藤須磨子小玉義広小林睦子

小林英見小林静生小松伸駒井満男

近藤和美今野一也

㈱斎藤哲也斎藤秀雄斎藤豊㈱西遊

旅行榊原幸子坂本真沙留佐久間隆

酒井保佐々木香代子佐々木正佐藤慶

治郎佐藤力佐藤守利

(ｼ）志田セツ子設楽芳夫柴田金之助

柴田満清水正雄白木和志新谷暁生

(ｽ）末吉鐵也菅野武士鈴木貞子鈴木孝

鈴木康志

㈲間久雄仙台海外登山研究会仙台山岳

会ガルワールヒマラヤ叢山隊

(ｿ）薗田芳子

(ｱ）アイワ徽章青木正樹赤津光一

旭川志岳会浅見昭夫阿部淳阿部忠正

安西憲一安藤隆子安藤忠夫安中秀子

(ｲ）飯沢実飯島孝夫五十嵐博池田昭二

石川真知子石川裕司石黒重恭石原俊洋

泉有輝信板橋元一伊藤督一井手

稲垣公､F稲葉幸郎井上英新今井清和

井守克己岩水龍峰

(ｳ）上杉純夫植竹清孝植松秀之内田

嘉弘

(ｴ）榎木和介江越弘人江良勝輝遠藤

喜重郎遠藤京子遠藤康治

(ｵ）大崎正信大里祐一太田正弘大滝

潤一大野廣美岡田伊佐男緒方雅智

岡本英治沖允人荻野目節子奥貞雄

(力）粕谷俊矩潟上弘子片山繁加藤智司

加藤守加藤善之片岡啓輔勝山良三

金沢健金沢大学山岳部金子英一
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(ﾀ）高井勝夫高坂裕紀高橋毅高橋亭夫

高原修館野秀夫田中重義

(ﾁ）千葉良正長繁夫

(ﾂ）土谷正伸角田哲釣部恵子

(卜）藤条好夫飛田和夫戸部洋子豐田昇

(ﾅ）中岡久名越実那須宗一名塚達夫

(二）肉丸剛西郡光昭西田茂夫

(ﾉ）野上国広野島照雄能勢真人

㈲間安弘橋本廣長谷川宗親長谷部稔

畠山秀男畠山優馬場俊裕馬場洋一

(上）日向野恵美子日高照雄ヒマラヤ山荘

(ﾌ）福島県立福島工業高等学校山岳部OB会

－編集

ナンダ．カート峰で7名の仲間が忽然と消息を

断ってから早や1年が過ぎた。

ご家族にとってもHAJにとっても、青天の扉壷

の如く起ったこの事故を、でき得る限り忠実に報

告し、その遭難の原因を推定し又、分析すること

に主眼を置いて編集したo

従って、内容も一般に良く理解されていない

「登山学校とは」「捜索隊報告」「事故原因と分

析」に多くのページを割いた。

本報告書の発刊が遅れたのは、気は急ぐものの

いかなる内容にまとめ上げるかについて構想がま

とまらなかった事と、編者が次の登山に巻き込ま
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福山茂藤江幾太郎藤原邦俊

㈱保坂昭憲細野孟士本多夏生本多

日出彦

付真島博志丸山寛子増田秀穂
(ﾐ）三浦敏弘三笠喜美夫水野勉

(ﾑ）村上泰賢

(ﾓ）舞木善郎森美枝子

(ﾔ）八嶋寛柳沢須佐男矢野郁雄八幡浩

山形正己山倉洋一山里寿男

(ﾖ）吉川祐治米田薫

(ﾜ）若林岩雄若尾巻広脇坂順一和田

誠治渡辺真澄

後記 －

れてしまったからに他ならない。

玉稿を早い時期にお送りいただいた皆様には、

申し訳なく、この欄を借りてお詫び申し上げますb

尚、捜索隊に参加していただいたメンバーの内、

菊地、山田、佐久間、新郷の4名は、この事故が

なければ実現していた筈であった冬期エベレスト

登山のメンバーでもあったが、1年遅れで現在冬

期マナスル(8,156m)で登山中であることを報

告すると共に併わせて諸氏の無事帰国を祈念した

い。

（山森）
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